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Gilgit 写本 Larger Prajñåpåramitå の翻刻研究

大乗経典思想研究会

（概要）

本研究は大乗仏教における最も重要なテキストの一つである大品系般若

経のうち、古形を保ちながら未だ全体の研究がなされていない Gilgit 写本

般 若 経（Gilgit manuscript of the Larger Prajñåpåramitå） に つ い て、 全 体 の 

transliteration の公開を中心とする総合的な解明を目指す。既に校訂のなされ

た大品系般若経のサンスクリットテキストにはネパール系『二万五千頌般若』

があるが、後世の論書の影響を受けて構成が改変されており、完全に古形を留

めているとは言い難い。然るに本研究において、Gilgit 写本般若経の全体像を

解明することで、論書の影響を受けていない大品系般若経サンスクリット本が

初めて明らかになる。そのことから、本研究の成果は、鳩摩羅什訳『摩訶般若

波羅蜜経』（別名『大品般若経』）をはじめとする大品系般若経の漢訳諸本および

『大品般若』を注釈対象とする『大智度論』の新たな研究基盤となろう。さら

に本研究では、Gilgit 写本般若経の transliteration に際し、同経典と緊密な対

応関係を有するサンスクリット本『十万頌般若』の並行箇所を提示し、チベッ

ト語訳『十万頌般若』デルゲ版・『大般若波羅蜜多経』初会のロケーションを

記載することにより、拡大般若経の包括的研究を視野に入れる。本稿におい

ては、Zacchetti [2005] の公開した箇所の後、竺法護訳第 4 品に相当する fol. 

27v–37v の transliteration を提示する。

1.　はじめに

般若経経典群は⑴基本的般若経、⑵発展的般若経、⑶密教系般若経に分類さ

れ、⑴基本的般若経はさらに拡大般若経と短縮形般若経に分けられる
1
。係る拡

1　Komine et al. [2015] pp. 63-65 参照。
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大般若経のうちでも基本となるのが、『八千頌般若』である。『八千頌般若』は

早くからネパール系梵本の校訂がなされており、近年、紀元後 1 世紀頃と見ら

れるガンダーラ語の同経典の古写本が発表され
2
、また最古の漢訳『道行般若経』

の語彙集（Karashima [2010]）・校訂本（Karashima [2011]）が出版されるなど、

研究が進んでいるテキストであると言える。

一方、その『八千頌般若』と比しても、拡大般若経のうち最も仏教史におい

て重要視されたのが、本研究において取り扱う『二万五千頌般若』である。そ

のことは、インド・チベットにおいて般若経の解釈学の根本となった『現観荘

厳論』と、東アジアの仏教に多大な影響を与えた『大智度論』が、ともに『二万五千

頌般若』の注釈書であることからも明らかである。

然るに『二万五千頌般若』は、その重要性にも拘らず、未だ研究の充分に進

んでいないテキストの一つでもある。Kimura [1986–2009] は同経典のネパー

ル写本の校訂をなしたが、ネパール系『二万五千頌般若』は『現観荘厳論』に

基づいて構成が改変されており、鳩摩羅什訳『摩訶般若波羅蜜経』（別名『大

品般若経』）をはじめとする漢訳諸本および『大品般若経』を注釈対象とする『大

智度論』には必ずしも対応していない。

この『二万五千頌般若』の系統のテキストのうちでも、サンスクリット本と

して最も重要なのが、本研究の対象とする Gilgit 写本般若経（Gilgit manuscript 

of the Larger Prajñåpåramitå, 以下 LPG）である。LPG は 1931 年に Kashmir 近

郊の Gilgit で発見された所謂 Gilgit 写本に含まれる般若経写本であり、奥

書から 7 世紀の書写であることが知られる。従来、Conze によって、LPG は

『一万八千頌般若』『二万五千頌般若』の非完本であると分類されてきた。とこ

ろが Zacchetti [2005] によって、別々のテキストと考えられてきたこれらの写

本が、巨大な、同一の般若経テキストの写本であることが指摘された。さらに

2016 年、創価大学国際仏教学高等研究所より、ネパール系『二万五千頌般若』

サンスクリット校訂本・チベット語訳・漢訳諸本の並行箇所のロケーションを

付した、当該写本の高精度の写真版（Karashima et al. [2016]）が出版された。そ

のことにより、LPG の全体像が我々に明らかとなりつつある。

2　Falk and Karashima [2012 and 2013] 参照。
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それらの先学の成果に基づき、本研究では、LPG の transliteration の公開

を行い、大品系般若経諸本の新たな研究基盤を構築する。

2.　写本の概略と先行研究
3
 

Gilgit 写本には 3 種の般若経写本があり、National Archives of India にお

いて、まず 1 種はシリアルナンバー（A）24, 25, 28, 後者 2 種は（B）26, 27, 

50 として保管されている。そのうち本研究の取り扱うのは、写真版の刊行さ

れた（A）である。当該写本は所謂 Gilgit/Båmiyan type I（丸形グプタ文字）で

書写されており、上記のように、奥書から 7 世紀の書写であることが解る
4
。ま

た当初 307 folios から構成され、そのうち 10 folios が散逸していると指摘され

ている。また奥書には Prajñåpåramitå とのみ記されており、当該写本が諸本

のうちどのテキストに近接しているのかは今後の課題となる。写本の folio 毎

の状態については、Karashima et al. [2016] を参照されたい。

当該写本について、Conze [1974] は、fol. 187 verso 6 までを『二万五千頌

般若』第 37 章とし、すぐに『一万八千頌般若』第 48 章が続いていると見做した。

しかし実際には、Karashima et al. [2016] により、諸本の並行箇所の検討から、

fol. 187 verso と 188 recto は、内容上切れ目なく連続していることが確認され

ている。

これまでになされた当該写本の transliteration は以下の通りである。即ち、

folio 1–27r, 202–205, 218v–263, 265r6–308 が、順に Zacchetti [2005], Choong 

[2006], Conze [1962 and 1974] によってなされている。また、Karashima et 

al. [2016] において、fol.124v7–210 の蔡耀明氏による未発表の transliteration

および、fol. 27v–124v7, 214 (?), 264–265r5 の玉井達士博士による未発表の

transliteration が用いられたことが記されている。

3　以下、項目 2、3 の記述は Karashima et al. [2016] に基づく。
4　当該写本の奥書については von Hinüber [1980 and 2016] を参照。
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3.　ネパール系『二万五千頌般若』・漢訳・チベット語訳

	 および中央アジア梵文写本

上述のように、ネパール系『二万五千頌般若』は Kimura [1986–2009] によっ

て校訂がなされているが、同『二万五千頌般若』は『現観荘厳論』に基づいて

構成が改変されている。

大品系般若経には以下の 5 種の漢訳がある：

①竺法護訳『光讃経』（286 年）、②無叉羅訳『放光般若経』（291 年）、③鳩

摩羅什訳『摩訶般若波羅蜜経』（403 年）、④玄奘訳『大般若波羅蜜多経』

第二会（663 年）、⑤玄奘訳『大般若波羅蜜多経』第三会（663 年）

これらの漢訳は当然乍ら『現観荘厳論』の影響を受けておらず、古形を保っ

ている。LPG の書写年代は④⑤の玄奘訳に近接している。写本全体にわたる

漢訳諸本との比較は今後の課題となる。

また大品系般若経のチベット語訳には『二万五千頌般若』『一万八千頌般

若』がある。同『二万五千頌般若』にはチベット大蔵経テンギュル所収本と同

カンギュル所収本の２本があるが、そのうち、テンギュル所収本がネパール系

『二万五千頌般若』に近いことが知られている。即ち、大品系般若経チベット

語訳では、カンギュル所収本『二万五千頌般若』および『一万八千頌般若』が

『現観荘厳論』の影響を受けていない系統であると言える。これらのチベット

語訳は未だ研究がなされておらず、本研究により、『現観荘厳論』の影響を受

けていない系統に属する大品系般若経のサンスクリット本が明らかにされるこ

とで、大品系般若経チベット語訳の研究基盤の確立が可能となる。

また、中央アジアからは、敦煌出土写本である Suzuki and Nagashima [2015] 

を始め、LPG と書写年代の近い般若経写本断片が多数出土している。それら

の断片には大品系である『二万五千頌般若』『一万八千頌般若』が多数含まれ

ていることが Zacchetti [2015] により指摘されている。本研究により、中央ア

ジア写本に近い形を有する LPG の全体像が明らかになることで、中央アジア

般若経写本研究の比較基準を提供し得る。



Gilgit 写本 Larger Prajñåpåramitå の翻刻研究 （113）

4.　Gilgit 写本 Larger Prajñåpåramitåとチベット語訳との対応関係

それでは、LPG は、チベット語訳カンギュル所収の『二万五千頌般若』と

『一万八千頌般若』のうち、いずれかと一致（あるいは近似）するものなのであ

ろうか
5
。本稿で扱った範囲の中から LPG fol.32r の一部をサンプルとして取

り出し、同写本と両チベット語訳を比較したところ、同写本がチベット語訳

『二万五千頌般若』と近似している箇所があることを確認した。それは「世尊

は言った。『シャーラドヴァティープトラよ、六波羅蜜において行じている菩

薩摩訶薩（ら）は、色〔……輪廻と涅槃〕について考えてはならない』」
6

という

箇所であるが、経典はこの後つづけて識までの五蘊について言及し、さらにい

くつかの法数を提示し、それらについて考えてはならない、と述べる。同箇所

について、LPG、ネパール系『二万五千頌般若』、チベット語訳『二万五千頌

般若』、同『一万八千頌般若』に示される法数を比較すると、これら四本で完

全に一致するものはないことがわかる。それらを一覧表にすると p.8 以下の別

表の通りである。なお、ここでは当該箇所の法数を便宜的に次のように分類し

ておく：

5　チベット語訳『十万頌般若』『二万五千頌般若』『一万八千頌般若』『一万頌般若』『八千頌般若』は
9 世紀前半に編纂された『デンカルマ』『パンタンマ』といった経録に記載がある。このことから、こ
れらはチベット仏教前伝期には翻訳が完了していたことになる。なお、カンギュル諸版においてこれ
ら般若経の訳者に関する記載には異同がみられ、これら般若経がそれぞれ個別に翻訳されたものであ
ろう点にも注意が必要である。また、ネパール系『二万五千頌般若』によく対応するチベット語訳は
テンギュルに『二万五千頌般若』として収められているものであるが、その奥書にはそれが後伝期に
ネパールのスヴァヤンブーにて翻訳されたものであると明記されている。
6　LPG 等の対応箇所は次の通りである。
LPG: bhagavån åha • [ya]då Íåradvat¥putra (bodhi)[sa]två mahåsatvå ≈a†su påramitås(u) caranto 
r∑pan na manyante • (LPG32r1ff.)

PvsP(K): punar aparaµ ßåriputra bodhisattvo mahåsattva˙ ≈a†su påramitåsu caran na r∑paµ 
manyate (Kimura 2007: 90, 12ff.)

PvsP(Tib.D): bcom ldan ’das kyis bka’ stsal pa / nam byang chub sems dpa’ sems dpa’ chen po shes 
rab kyi pha rol du phyin pa la spyod pa’i tshe / gzugs la rlom sems med pa dang / (D[ka]69b5ff.)

AdsP(Tib.D): bcom ldan ’das kyis bka’ stsal pa / shå ri’i bu ’di la byang chub sems dpa’ sems dpa’ 
chen po pha rol tu phyin pa drug la spyod pa gzugs la rlom sems su mi byed pa dang / (D[ka]44a7ff.)

『十万頌般若』の対応箇所は次の通りである。
ÍsP(Gh): bhagavån åha / yadå bodhisattvå mahåsattvå˙ ≈a†su påramitåsu caranto na r∑paµ 
manyante (Ghosa 1913: 283, 6ff.)

ÍsP(Tib.D): bcom ldan ’das kyis bka’ stsal pa / nam byang chub sems dpa’ sems dpa’ chen po shes 
rab kyi pha rol tu phyin pa la spyod pa’i tshe / gzugs la rlom sems myed pa dang / (D[ka]172a3ff.)

　なお、LPG は舎利弗をシャーラドヴァティープトラと表記している。以上の例からはわからないが、
LPG と同様にシャーラドヴァティープトラと表記するのは PvsP(Tib.D) と ÍsP(Gh) と ÍsP(Tib.D) で
ある。PvsP(K) と AdsP(Tib.D) はシャーリプトラと表記する。
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①五蘊、②十二処⒜、③六大、④十二処⒝、⑤十八界、⑥縁起、⑦六波羅

蜜⒜、⑧空性、⑨四念処など、⑩四諦など、⑪六波羅蜜⒝、⑫如来の十力、

四無所畏など、⑬預流果など、⑭独覚など、⑮輪廻と涅槃

詳細は表に示すが、例えば十二処を示す際、上記 4 種の経典間において、そ

れを③六大の前に置くものと、③六大の後に置くものとがある。そのため、こ

こでは②十二処⒜、④十二処⒝というように、⒜と⒝で表示している（別表中、

特徴的な箇所には下線を付した）。

下のように比較してみると、最後が⑮輪廻と涅槃となるのが LPG とチベッ

ト語訳『二万五千頌般若』（PvsP 〈Tib.D〉）のみであることなどから、この箇所

に関する限り両者が近似したテキストであることがわかる。ただし、以上の諸

本のうち、上記の⑥縁起、⑧空性、⑩四諦などは、チベット語訳『二万五千頌

般若』のみに見られる。このことから、以下の例に関する限り、LPG の発展

形がチベット語訳『二万五千頌般若』であるように推定することが可能である。

しかしながら、ここに示したのは写本全体からするとわずかな例にすぎない。

LPG とチベット語訳『二万五千頌般若』、そして『一万八千頌般若』との対応

関係に関する調査は、諸漢訳の他、『十万頌般若』も含め、拡大般若経の包括

的研究という観点から今後も継続して行う必要があろう。

5.　『十万頌般若』と Gilgit 写本 Larger Prajñåpåramitå

『十万頌般若』は大品系般若経を拡大させたテキストである。同経典は全体

が 4 部に分けられ、そのうち、第 1 部が Gho≈a [1902–1914] により、第 2 部の

第 23 章までが Kimura [2009–2014] により校訂されている。係る『十万頌般若』

は、成立が新しいにも拘らず、『現観荘厳論』の影響を受けておらず、ネパー

ル系『二万五千頌般若』よりも LPG に近いことが Zacchetti [2015] により指

摘されている。

本研究では Zacchetti [2015] の指摘に基づき、LPG を『十万頌般若』と合

わせて読み進めた。その結果、両テキストの対応関係が、構文・中期インド

語形等の共通点を含む、非常に緊密なものであることが確認された。LPG は、

ブラーフミー文字で記された写本として非常に保存状態は良いが、写本の上下
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が欠落している箇所も散見される。本研究において、『十万頌般若』の並行箇

所を確認することにより、欠落部分の正確な再構成が可能となった。

後述するように、本稿では、テキスト間の相互関係を確認できるよう、LPG 

の transliteration に『十万頌般若』およびネパール系『二万五千頌般若』の並

行箇所を提示する。さらに LPG の folio 毎に、チベット語訳『十万頌般若』デ

ルゲ版・『大般若波羅蜜多経』初会の並行箇所のロケーションを注記する。そ

のことにより、本研究は、未だ研究の十分になされていない『十万頌般若』を

含む、拡大般若経の包括的研究の端緒となる。

6.　本稿の構成

本稿では Karashima et al. [2016] に倣い、LPG の写本 recto 或いは verso 

毎に、諸本の並行箇所のロケーションとともに、写本の transliteration を提

示する。ロケーション一覧については同 [2016] より転載している
7
。また当該

写本との対照のために鳩摩羅什訳の並行箇所を提示し、併せて『十万頌般若』

（Gho≈a [1904–1914]）、ネパール系『二万五千頌般若』（Kimura [1986–2009]）のサ

ンスクリットテキストを並記している。なお Gho≈a [1902–1914] のテキストは 

Göttingen Register of Electronic Texts in Indian Languages（GRETIL） より

転載している。またチベット語訳『十万頌般若』デルゲ版・『大般若波羅蜜多経』

初会の並行箇所のロケーションを注記する。

当該写本の fol. 1–27r 迄の transliteration をなした Zacchetti [2005] は竺法

護訳『光讃経』第 1–3 品までの訳注研究であり、同書の翻刻箇所は竺法護訳の

第 3 品迄に相当している。そのことから、本稿では、それに続く竺法護訳第 4

品相当箇所である fol. 27v–37v の transliteration を提示する。

7.　本研究会のメンバーおよび役割分担

本研究会は Karashima et al. [2016] の編著者・協力者を始めとする研究者を

中心に構成されている。メンバーは以下の通りである：

・伊久間洋光（綜合仏教研究所研究員・研究会代表）

7　その為、略号表についても同様に Karashima et al. [2016] より転載している。
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・長島潤道（本学准教授）

・玉井達士（一般社団法人セリンディア研究所代表理事）

・鈴木健太（北海道武蔵女子短期大学教授）

・庄司史生（立正大学准教授）

・宮崎展昌（鶴見大学仏教文化研究所准教授）

・大塚恵俊（本学非常勤講師）

・横山祐明（綜合仏教研究所主任）

・名取玄喜（真言宗豊山派総合研究院宗学研究所研究員）

・木村美保（綜合仏教研究所研究員）

・張美僑（国際仏教学大学院大学博士後期課程）

・児玉瑛子（大正大学大学院博士後期課程）

役割分担として、鈴木健太・宮崎展昌・張美僑の 3 名が鳩摩羅什訳並行箇所

の読み・句読点を提示し、鈴木氏が『大般若波羅蜜多経』初会のロケーション

を同定する。また庄司史生氏がチベット語訳『二万五千頌般若』『一万八千頌

般若』と LPG との関係を検討し（項目 4）、チベット語訳『十万頌般若』デル

ゲ版のロケーションを同定する。また玉井達士博士と伊久間が読みの提示・ス

クライバルエラー修正等を行い、定期研究会で写本プレートと合わせ全員で検

討している。

述べたように、本研究は Karashima et al. [2016] の成果の上に成り立ってい

る。故辛嶋静志教授を始め、同書に携わられた全ての方々に満腔の敬意を表す

るものである。

なお、本研究は JSPS 科研費 JP20H01185 の助成を受けている。

別表　Gilgit写本と『二万五千頌般若』『一万八千頌般若』の法数の比較（LPG32rより）

LPG PvsP (K) PvsP (Tib.D) AdsP (Tib.D)

①五蘊 r∑pan, r∑pa, gzugs, gzugs,
vedanå, vedanå, tshor ba, tshor ba,
saµjñå, saµjñå, ’du shes, ’du shes,
saµskåra, saµskåra, ’du byed, ’du byed rnams,
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vijñåna vijñåna rnam par shes pa rnam par shes pa 
②十二処⒜ cak≈ur∑pa mig dang gzugs,

~(yåvat) rna ba dang sgra, 
manodharma sna dang dri,

lce dang ro,
lus dang reg bya,
yid dang chos

③六大 [p]˚thiv¥dhåt[u], p˚thiv¥dhåtu, sa’i khams, sa’i khams, 
ab[dh]åtu, abdhåtu, chu’i khams, chu’i khams, 
tejodhåtu, tejodhatu, me’i khams, me’i khams,
våyudhåtu, våyudhåtu, rlung gi khams, rlung gi khams,
åkåßadhåtu, åkåßadhåtu, nam mkha’i nam mkha’i
vijñånadhåtu våyudhåtu khams, khams,

rnam par shes rnam par shes 
pa’i khams pa’i khams 

④十二処⒝ mig dang gzugs, 
rna ba dang,  
sgra,
sna dang, dri, 
lce dang, ro, 
lus dang, reg 
bya, 
yid dang, chos

⑤十八界 cak≈urdhåtu, cak≈urdhåtu, mig gi khams, mig gi khams, 
r∑padhåtu, r∑padhåtu, gzugs kyi khams, gzugs kyi khams,
cak≈urvijiñånadhåtu, cak≈urvijiñånadhåtu, mig gi rnam par mig gi rnam par
ßrotradhåtu, ßrotradhåtu, shes pa’i khams, shes pa’i khams,
ßab[d]adhåtu, ßabdadhåtu, rna ba’i khams, rna ba’i khams,
ßrotravijñånadhåtu, ßrotravijñånadhåtu, sgra’i khams, sgra’i khams,
ghrå∫adhåtu, ghrå∫adhåtu, rna ba’i rnam par rna ba’i rnam par
gandhadhåtu, gandhadhåtu, shes pa’i khams, shes pa’i khams,
ghrå∫avijñånadhåtu, ghrå∫avijñånadhåtu, sna’i khams, sna’i khams.
jihvådhåtu, jihvådhåtu, dri’i khams, dri’i khams,
rasadhåtu, rasadhåtu, sna’i rnam par sna’i rnam par
jihvåvijñånadhåtu, jihvåvijñånadhåtu, shes pa’i khams, shes pa’i khams, 
kåyadhåtu, kåyadhåtu, ice’i khams, ice’i khams,
[s]pra≈†avyadhåtu, spra≈†avyadhåtu ro’i khams, ro’i khams,
kåyavijñånadhåtu, kåyavijñånadhåtu, lce’i rnam par, lce’i rnam par,
manodhåtu, manodhåtu, shes pa’i khams, shes pa’i khams,
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dharmadhåtu, dharmadhåtu, lus kyi khams, lus kyi khams,
manovijñånadhåtu manovijñånadhåtu reg bya’i khams, reg bya’i khams,

lus kyi rnam par lus kyi rnam par
shes pa’i khams, shes pa’i khams,
yid kyi khams, yid kyi khams, 
chos kyi khams, chos kyi khams,
yid kyi rnam par yid kyi rnam par
shes pa’i khams shes pa’i khams

⑥縁起 rten cing ’brel par  
’byung ba

⑦六波羅蜜 dåna, sbyin pa’i pha rol
(a) ß¥la, tu phyin pa,

k≈ånti, tshul khrims kyi  
v¥rya, pha rol du phyin
dhyåna, pa, 
prajñå bzod pa’i pha rol   

du phyin pa,  
brtson ’grus kyi
pha rol du phyin
pa
bsam gtan gyi
pha rol tu phyin 
pa,
shes rab kyi pha
rol du phyin pa

⑧空性 nang stong pa
nyid,  
dngos po med
pa’i ngo bo nyid
stong pa nyid

⑨四念処な catvåri sm˚tyupasthånåni, dran pa nye bar dran pa nye bar
ど sm˚tyupasthånåni, samyakprahå∫åni, gzhag pa bzhi, gzhag pa,

~ (yåvat) ˚ddhipådån, yang dag par yang dag par
åryå≈†åµgaµ indriyå∫i, spong ba bzhi, spong ba 
mårgaµ balåni, rdzu ’phrul gyi rdzu ’phrul gyi 
 bodhya∆gåni, rkang pa bzhi, rkang pa,

mårgaµ dbang po lnga, dbang po,
stobs lnga, stobs, 
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byang chub kyi byang chub kyi
yan lag bdun, yan lag,
’phags pa’i lam lan rnams
yan lag brgyad
pa

⑩四諦など ’phags pa’i bden
pa bzhi, 
bsam gtan bzhi, 
tshad med pa
bzhi, 
gzugs med pa’i
snyoms par ’jug 
pa bzhi, 
rnam par thar ba
brgyad,  
mthar gyis gnas
pa’i snyoms par
’jug pa dgu,  
stong pa nyid, 
mtshan ma med
pa,
smon pa med pa, 
mngon par shes
pa rnams,  
ting nge ’dzin
rnams, 
gzungs kyi sgo 
rnams

⑪六波羅蜜 dånapåramitå, sbyin pa’i pha rol  
(b) ß¥lapåramitå, tu phyin pa,  

k≈åntipåramitå, tshul khrims 
v¥ryapåramitå, dang, bzod pa
dhyånapåramitå, dang, brtson 
prajñåpåramitå ’grus dang, bsam 

gtan dang, shes
rab kyi pha rol tu
phyin pa

⑫如来の十 daßa tathågatabalåni, vaißåradyåni, de bzhin gshegs de bzhin gshegs
力、四無所 catvåri vaißåradyåni, pratisaµvida, pa’i stobs bcu, pa’i stobs bcu, 
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畏など catasra pratisaµvido, daßatathågatabalåni, mi ’jigs pa bzhi, mi ’jigs pa bzhi, 
a[≈†](å)daßå{µ}ve∫¥k- a≈†ådaßåve∫ikån so so yang dag so so yang dag 
ån buddhadharmån  buddhadharmån par rig pa bzhi, par rig pa bzhi, 

byams pa chen sangs rgyas kyi 
po, chos ma ’dres pa
snying rje chen bcwa brgyad
po, 
sangs rgyas kyi

 chos ma ’dres pa 
bcwo brgyad

⑬預流果な srotåpattiphala, srotaåpattiphala, rgyun tu zhugs rgyun tu zhugs 
ど ~ (yåvat) sak˚dågamiphala,  pa’i ’bras bu, pa’i ’bras bu,

arhatva anågåmiphala, lan cig phyir ’ong lan cig phyir ’ong
arhattva ba’i ’bras bu, ba’i ’bras bu,

phyir mi ’ong ba’i phyir mi ’ong ba’i 
’bras bu, ’bras bu,
dgra bcom pa dgra bcom pa
nyid nyid

⑭独覚など pratyekabodhiµ, pratyekabodhiµ, rang byang chub, rang byang chub, 
anuttaråµ bodhisattvaµ lam gyi rnam pa byang chub sems 
samyaksaµbodhi(µ) mahåsattvaµ, shes pa nyid, dpa’

anuttaråµ bla na med pa bla na med pa 
samyaksaµbodhiµ yang dag par yang dag par

rdzogs pa’i byang rdzogs pa’i byang
chub chub

⑮輪廻と涅 saµsåra, ’khor ba, 
槃 ni[rv](å)∫a mya ngan las ’das  

pa
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SYMBOLS USED IN THE TRANSLITERATION

+	 lost ak≈ara

( )	 restored ak≈ara

[ ]	 damaged ak≈ara

〈 〉	 omitted ak≈ara 

〈〈 〉〉	 interlinear correction 

{ }	 superfluous ak≈ara or part of it 

{{ }}	 cancelled by correction mark 

. . 	 illegible ak≈ara 

. 	 single element thereof 

—	 eraised ak≈ara(s), e.g. vijña

///	 leaf broken off here 

| 	 da∫∂a 

||	 double da∫∂a 

•	 punctuation mark 

*	 viråma 

’ 	 avagraha 

BIBLIOGRAPHY, ABBREVIATIONS AND SIGNS

β = In AdsP (Tib.S) ga, there are two folios which are numbered 152. The first 
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Sanskrit Fragments, editors-in-chief, Seishi Karashima and Klaus Wille, 



（122）

Tokyo, vol. I (2006), vol. II (2009), vol. III (2015): International Research 

Institute for Advanced Buddhology, Soka University.
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Tib (Pk) = The Tibetan Tripi†aka: Peking Edition 影印北京版西藏大藏經 , 

ed. Daisetz T. Suzuki, 168 vols., repr. under the Supervision of Otani 

University, Kyoto, Tokyo 1955–1961: Tibetan Tripitaka Research 

Institute. 

Zacchetti, Stefano 
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Abbreviations for the Larger Prajñåpåramitå

LPG = Gilgit manuscript of the Larger Prajñåpåramitå reproduced in this 

Karashima [2015]

Cz = Conze 1974b 

Dhr = Dharmarak≈a’s Chinese translation of the Larger Prajñåpåramitå, 

namely the Guangzan jing 光讚經 (286 C.E.), T. 8, no. 222, 147–216. 

Mo = Mok≈ala’s Chinese translation of the Larger Prajñåpåramitå, namely 

the Fangguang Banre jing 放光般若經 (291 C.E.), T. 8, no. 221, 1–146. 

Kj = Kumåraj¥va’s Chinese translation of the Larger Prajñåpåramitå, namely 

the Mohe Banre Boluomi jing 摩訶般若波羅蜜經 (404 C.E.), T. 8, no. 223, 

217–424. 

Xz (I) = Xuanzang’s Chinese translation of the Larger Prajñåpåramitå, 

namely the Da Banre Boluomiduo jing, di erhui 大般若波羅蜜多經 , 初

會 (660–663 C.E.), T. 5-6, no. 220,

Xz (II) = Xuanzang’s Chinese translation of the Larger Prajñåpåramitå, 

namely the Da Banre Boluomiduo jing, di erhui 大般若波羅蜜多經 , 第二

會 (660–663 C.E.), T. 7, no. 220, 1–426.

Xz (III) = Xuanzang’s Chinese translation of the Larger Prajñåpåramitå, 

namely the Da Banre Boluomiduo jing, di sanhui 大般若波羅蜜多經 , 第

三會 (660–663 C.E.), T. 7, no. 220, 427–761. 

PvsP (K) = Pañcaviµßatisåhasrikå Prajñåpåramitå, ed. Takayasu Kimura, 6 

vols, Tokyo 1986–2009: Sankibø Busshorin.I 1–VIII 179 

PvsP (D) = Pañcaviµßatisåhasrikå Prajñåpåramitå, ed. Nalinaksha Dutt, 

London 1934: Luzac (Calcutta Oriental Series, no. 28). 

AdsP (Tib.U) = Tibetan translation of the A≈†ådaßasåhasrikå Prajñåpåramitå, 

the Ulaanbaatar manuscript version of the Kanjur, sher phyin, no. 11, ka 

1b1-352a8, kha 1b1–382a7, ga 1b1–360a8. 

AdsP (Tib.S) = Tibetan translation of the A≈†ådaßasåhasrikå Prajñåpåramitå, 
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the Stog Palace manuscript version of the Kanjur, no. 13, ka 1b1–382a7, 

kha 1b1–399a4, ga 1b1–392a7. 

AdsP (Tib.Pk) = Tibetan translation of the A≈†ådaßasåhasrikå Prajñåpåramitå, 

the Peking block-print edition of the Kanjur, vol. 19, 205–318, vol. 20, 

1-205, sher phyin, ni 1b1–282a8, pi 1b1–281a8, phi 1b1–223b8. 

AdsP (Tib.D) = Tibetan translation of the A≈†ådaßasåhasrikå Prajñåpåramitå, 

the Derge block-print edition of the Kanjur, sher phyin, Tohoku, no. 10, 

ka 1b1–300a7, kha 1b1–304a7, ga 1b1–206a7. 

PvsP (Tib .U) = Tibetan translation of the Pañcaviµßatisåhasrikå 

Prajñåpåramitå, the Ulaanbaatar manuscript version of the Kanjur, 

sher phyin, no. 10, ka 1b1–364a8, kha 1b1–353a8, ga 1b1–383a7, nga 1b1–

362a7. 

PvsP  (Tib .S)  = Tibetan translation of  the  Pañcaviµßatisåhasrikå 

Prajñåpåramitå, the Stog Palace manuscript version of the Kanjur, no. 

12, ka 1b1–403a7, kha 1b1–381a7, ga 1b1–430a7, nga 1b1–394a7. 

PvsP (Tib .Pk) = Tibetan translation of the Pañcaviµßatisåhasrikå 

Prajñåpåramitå, the Peking block-print edition of the Kanjur, vol. 18, 

39–323, vol. 19, 1–202, sher phyin, nyi 1b1–300a6, ti 1b1–311a4, thi 1b1–

312a8, di 1b1–282a7. 

PvsP (Tib .D) = Tibetan translation of the Pañcaviµßatisåhasrikå 

Prajñåpåramitå, the Derge block-print edition of the Kanjur, sher phyin, 

Tohoku, no. 9, ka 1b1–382a4, kha 1b1–393a6, ga 1b1–381a5. 

IOL San 1492 = Suzuki / Nagashima 2015 

Choong = Choong 2006
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(LPG 27v)  
8
Dhr 155c27-156a21; Mo 7b5-b-1; Kj 225a22-b14; Xz(II) 17c22-

18a27; Xz(III)439a26-b24; PvsP(K) I 79.28-81.5; PvsP(D) 60.2-61.15; AdsP(Tib.

U) ka 50a3-51a3; AdsP(Tib.S) ka 53a6-54b2; AdsP(Tib.Pk) ni 32b3-33a7; 

AdsP(Tib.D) ka 37a1-b5; PvsP(Tib.U) ka 72a7-73a6; PvsP(Tib.S) ka 80a2-81a2; 

PvsP(Tib.Pk) nyi 62b6-63b3; PvsP(Tib.D) ka 61a6-62a2

na vik≈epacittaµ na dau≈prajñacittam utpådayati |

1 evam ukte åyu≈måc chåradvat¥putro bhagavantam etad avocat* ya˙ punar 

bhagavan bodhi- 

2 satvo mahåsatvo (’)nena prajñåpåramitåyogena viharati • sa kutaß 

cyavitvehopapanna iha {ß}cyutvå kuhopapatsyate • bhagavån åha • ya˙ 

ßåradvat¥putra bodhisatvo

3 mahåsatvo (’)nena prajñåpåramitåyogena viharati • satyebhyo buddha- 

k≈ettyaß
9
 cyutveh[o]papanno veditavya˙ tu≈itebhyo vå devanikåyebhyaß 

cyutvehopapanno • manu≈yebhyo vå

4 {ß}cyutvehopapanno veditavya˙ tatra ßåradvat¥putra yo (’)yaµ bodhisatvo 

mahåsatvo (’)nyebhyo buddhak≈etrebhyo {ß}cyutvehopapanna˙ e≈a k≈ipram 

imaµ yogaµ samåpadya-

5 te yad uta prajñåpåramitåyogaµ asya jåtivyativ˚ttasyåm¥ gaµbh¥rå dharmå 

åmukh¥bhavanti • paßcåt prajñåpåramitåyogaµ samåpadyate • || yatra ya-

6 tra buddhak≈etre≈u tathågatå arhanta˙ samyaksaµbuddhås ti≈†hanti 

yåpayanti tatropapadyate • || tåµß ca tathågatån arhata˙ samyak-

saµbuddhån årågayanti • asti

7 khalu puna˙ ßåradvat¥putra bodhisatvå mahåsatvå ye tu≈itebhyo 

devanikåyebhya{˙}ß cyutvehopapannå˙ ekajåtipratibaddhås te≈å{µ}m 

8　Following Zacchetti[2005], p. 63 end. ÍsP(Gh) pp. 266-267; ÍsP(Tib.D) ka 160a5-161a2; Xz(I) 
37b14-c13.

9　buddhak≈ettyaß: Read buddhak≈etrebhyasß.　
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aviprana≈†å
10

 bhavanti

8 ≈a† påramitå atrågatåß ca bhavanti sarvadhåra∫¥samådhimukhåni • || 

ya˙ puna˙ ßåradvat¥putra bodhisatvo mahåsatvo manu≈yebhyaß cyutvå 

manu≈yå[nå]m eva

9 sahabhågatåyai upapadyate • asya bodhisatvasya mahåsatvasya 

avaivartikaµ bodhisatvaµ mahåsatvaµ sthåpayitvå dhanvån¥ndriyå∫i 

bhavanti na ca k≈ipraµ

10 prajñåpåramitåyogaµ samåpadyate • na cåsya dhåra∫¥mukhåny 

åmukh¥bhavaµti • na samådhimukhåni • ya{˙}t puna˙ ßåradvat¥putraivaµ 

vadasi yo (’)yaµ bodhisa-

11 tvo mahåsatva imaµ prajñåpåramitåyogaµ samåpadyate • sa itaß cyuta˙ 

kuhopapatsyata iti sa ßåradvat¥putra bodhisatvo mahåsatvo ito vu-
11
 

12 ddhak≈etrå cyuto buddhak≈etråd buddhak≈etraµ saµkrami≈yati yatra 

buddhå bhagavantas ti≈†haµti yåpayaµti • na ca kadåcid buddhair 

bhagavadbhir avirahito bhavi≈yati
12

 • a-

PvsP(K) 

	 na vik≈iptacittam utpådayati, na dau≈prajñåcittam utpådayati.

iti dharmaratnåvavåda˙

evam ukte åyu≈mån ßåriputro bhagavantam etad avocat: yo bhagavan 

bodhisattvo ’nena prajñåpåramitåvihåre∫a viharati sa kutaß cyuta 

ihopapadyate, ito vå cyuta˙ kutropapatsyate?

evam ukte bhagavån åyu≈mantaµ ßåriputram etad avocat: ya˙ ßåriputra 

bodhisattvo mahåsattvo ’nena prajñåpåramitåvihåre∫a viharati sa itaß cyuta 

ihaiva buddhak≈etre upapadyate, anyebhyo vå buddhak≈etrebhyaß cyutas 

tu≈itebhyo vå devebhyaß cyuta ihopapadyate.

10　aviprana≈†å: PvsP(K): avipramu≈itå˙.
11　vu: Read bu.
12　na ca kadåcid buddhair bhagavadbhir avirahito bhavi≈yati: PvsP(K): na kadåcid 
buddhavirahito bhavi≈yati.
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iti bodhisattvo ’≈†amaka˙

tatra ßåriputra yo ’yaµ bodhisattvo mahåsattvo manu≈yebhya eva cyutvå 

manu≈yå∫åm eva sabhågatåyåm upapadyate, tasya bodhisattvasya 

mahåsattvasyåvinivartan¥yån bodhisattvån mahåsattvån sthåpayitvå 

dhanvån¥ndriyå∫i  bhavanti,  na  ca  k≈ipraµ  prajñåpåramitåyogaµ 

samåpadyate, na cåsya dhåra∫¥mukham abhimukh¥bhavati na ca 

samådhimukham,

yat puna˙ ßåriputra evaµ vadasi, yo bhagavan bodhisattvo mahåsattvaimaµ 

prajñåpåramitåyogaµ samåpadyate sa itaß cyuta˙ kutropapadyata iti, 

ya˙ ßåriputra bodhisattvo mahåsattva imaµ prajñåpåramitåyogaµ 

samåpadyate, sa ito buddhak≈etråc cyuta˙ buddhak≈etråd buddhak≈etraµ 

saµkrami≈yati, tatra buddhak≈etre buddhån bhagavata årågayi≈yati, na 

kadåcid buddhavirahito bhavi≈yati.

iti bodhisattvaßraddhånusår¥

ya˙ puna˙ ßåriputråyaµ bodhisattvo mahåsattvo ’nyebhyo buddhak≈etrebhyaß 

cyuta ihopapadyate tasya t¥k≈∫ån¥ndriyå∫i bhavanti, sa k≈ipram imaµ 

yogam åpadyate, yad uta prajñåpåramitåyogam, tasya jåtivyativ˚ttasyåpy 

am¥ gambh¥ragambh¥rå dharmå abhimukh¥bhavanti, sa paßcåt prajñå-

påramitåyogaµ samåpadyate, yatra yatra buddhak≈etre upapadyate tatra 

tatra tathågatån arhata˙ samyaksaµbuddhån årågayi≈yati.

ya˙ puna˙ ßåriputra bodhisattvo mahåsattva˙ tu≈itebhyo devebhyaß cyutvå 

ihopapanno bhavati tasyåpi pa†utarå∫¥ndriyå∫i bhavanti, avipramu≈itå˙ ≈a† 

påramitå˙ sarvadhåra∫¥samådhimukhåni cåbhimukh¥bhavanti.

iti bodhisattvadharmånusår¥

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå˙ prajñåpåramitåyåµ caranto 

gha†amånå vyåyacchanta˙ sattvaparipåkåyopåyakaußalyabalena 

srotaåpattiphalaµ såk≈åtkurvanti, na ca tena manyante.

iti srotaåpanna˙
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ÍsP(Gh)

na vik≈epacittaµ na dau≈prajñacittam utpådayati / evam ukte 

åyu≈mån* ßåradvat¥putro bhagavantam etad avocat / yo bhagavan 

bodhisattvo mahåsattvo ’nena prajñåpåramitåyogena viharati / sa kutaß 

cyutvehopapanna˙ / ito vå cyuta˙ kutropapatsyate /

bhagavån åha / ya˙ ßåradvat¥putra bodhisattvo mahåsattvo ’nena prajñå-

påramitåyogena viharati so ’nyebhyo buddhak≈etrebhyaß cyutvehopapanno 

veditavya˙ / tu≈itebhyo devanikåyebhyo manu≈yebhyo vå cyutvehopapanno 

veditavya˙ / tatra ßåradvat¥putra yo ’yaµ bodhisattvo mahåsattvo 

’nyebhyo buddhak≈etrebhyaß cyutvehopapanna˙ / e≈a k≈ipram imaµ yogaµ 

samåpadyate / yad uta prajñåpåramitåyogaµ / asya jåtivyativ˚ttasyåp¥me 

gambh¥rå dharmmå abhimukh¥bhavanti / paßcåt prajñåpåramitåyogaµ 

samåpadyate / yatra yatra ca buddhak≈etre≈u tathågatå arhanta˙ 

samyaksambuddhås ti≈†hanti dhriyante yåpayanti tatra tatropapadyate / 

tåµß ca tathågatån arhata˙ samyaksambuddhån årågayati / tatra 

ßåradvat¥putra yo ’yaµ bodhisattvo mahåsattvas tu≈itebhyo {Ghosa1913, 

p. 267} devanikåyebhyaß cyutvehopapanno veditavya˙ / sa khalv 

ekajåtipratibaddhås tasyåviprana≈†å bhavati ≈a†påramitå / atråntargatåni 

bhavanti sarvvadhåra∫¥mukhasamådhimukhåni / ya˙ puna˙ ßåradvat¥putra 

bodhisattvo mahåsattvo manu≈yebhyaß cyutvå manu≈yå∫åm eva 

sabhågatåyå upapadyate / tasya bodhisattvasya mahåsattvasyåvaivarttikaµ 

bodhisattvaµ mahåsattvaµ sthåpayitvå dhanyån¥ndriyå∫i bhavanti / na 

ca k≈ipram imaµ prajñåpåramitåyoga samåpadyate / buddhak≈etråt* 

cyuto buddhak≈etraµ saµkrami≈yati yatra buddhå bhavagantas ti≈†hanti 

dhriyante yåpayanti / na ca kadåcid api buddhair bhagavadbhir vvirahito 

bhavi≈yati yåvad anuttaråµ samyaksambodhim abhisambuddha˙ /

a-

Kj
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摩訶般若波羅蜜經卷第二　後秦龜茲國三藏鳩摩羅什譯

往生品第四

舍利弗白佛言「世尊、菩薩摩訶薩行般若波羅蜜、能如是習相應者、從何處終來

生此間。從此間終當生何處」

佛告舍利弗「是菩薩摩訶薩行般若波羅蜜、能如是習相應者、或從他方佛國來生

此間、或從兜率天上來生此間、或從人道中來生此間。

舍利弗、從他方佛國來者、疾與般若波羅蜜相應。與般若波羅蜜相應故、捨身來

生此間、諸深妙法皆現在前、後還與般若波羅蜜相應、在所生處常値諸佛。 

舍利弗、有一生補處菩薩兜率天上終來生是間、是菩薩不失六波羅蜜、隨所生處

一切陀羅尼門・諸三昧門、疾現在前。

舍利弗、有菩薩人中命終還生人中者、除阿惟越致、是菩薩根鈍不能疾、與般若

波羅蜜相應、諸陀羅尼門・諸三昧門不能疾現在前。

舍利弗、汝所問菩薩摩訶薩與般若波羅蜜相應。從此間終當生何處者。

舍利弗、此菩薩摩訶薩從一佛國至一佛國、常値諸佛、終不離諸佛。

(LPG 28r) 
13

 Dhr 156a21-b17; Mo 7b-1-c9; Kj 225b15-c2; Xz(II) 18a28-b23; 

Xz(III)439b25-c14; PvsP(K) I 81.6-23, 82.27-30; PvsP(D) 61.15-62.12, 64.7-10; 

AdsP(Tib.U) ka 51a3-b6; AdsP(Tib.S) ka 54b2-55a7; AdsP(Tib.Pk) ni 33a7-b6; 

AdsP(Tib.D) ka 37b5-38a6; PvsP(Tib.U) ka 73a6-74a6; PvsP(Tib.S) ka 81a3-

82a3; PvsP(Tib.Pk) nyi 63b3-64a8; PvsP(Tib.D) ka 62a3-b6

1 [s]t(i) ßåradvat¥putra bodhisatvå mahåsatvå anupåya[k]u(ßa)lå˙ 

prathamaµ dhyånaµ samåpadyante • yåvac caturthaµ ≈a†≈u påramitåsu 

caranti te dhyånapratilaµbhena d¥rghåyu≈ke≈u

2 deve≈∑papadyante • sacen manu≈yapratilåbhaµ labdhå buddhå 

bhagavanta årågayanti • te≈åµ dhanvån¥ndriyå∫i bhavanti na t¥k≈∫åni • || 

asti puna˙ ßåradvat¥putra bodhisatvå mahå-

3 satvå dhyånåni samåpadyante • prajñåpåramitåyåµ caraµti te 

13　ÍsP(Gh) pp. 267-269; ÍsP(Tib.D) ka 161a2-162a2; Xz(I) 37c14-38a27.
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cånupåyakußalå dhyånåny uts˚janti • te punar eva kåmadhåtåv 

upapadyante te≈åm api ßåradvat¥putra bodhisatvå-

4 nåµ mahåsatvånåµ dhanvån¥ndriyå∫i bhavaµti na t¥k≈∫åni || asti 

puna˙ ßåradvat¥putra bodhisatvå mahåsatvå dhyånåni samåpadyante • 

prajñåpåramitåyåµ caranti • te cånu-

5 påyakußalå dhyånåny uts˚janti • te punar eva kåmadhåtåv upapadyante • 

te≈åm api ßåradvat¥putra bodhisatvånåµ mahåsatvånåµ dhanvån¥ndriyå∫i 

bhavanti na t¥k≈∫åni ||

6 asti ßåradvat¥putra bodhisatvå mahåsatvå˙ prathamaµ dhyånaµ 

samåpadyante •  yåvac caturthaµ maitr¥µ samåpadyante • karu∫åµ 

muditåm upek≈åµ samåpadyante • åkå-

7 ßånantyåyatanaµ samåpadyaµte • yåvan naivasaµjñånåsaµjñåyatanaµ 

samåpadyante • || catvåri sm˚tyupasthånåni samåpadyante • catvåri 

samyakprahå∫åni catura-

8  riddhipådåtmaµ  cendriyå∫i  paµ[c]abalåni  saptabodhyaµgåny 

åryå≈†åµgaµ mårgaµ samåpadyante • yåvan mahåkaru∫åµ samåpadyante • 

te mahåkåru∫ikå upåyakaußale-

9 na na dhyånavaßenopapadyante • na bråhmavaßenopapadyante
14

 • når∑pya-

samåpattivaßenopapadyante • tatra punar upapadyante yatra buddhå 

bhagavantas ti≈†hanti yåpaya-

10 nti • te puna prajñåpåramitåyogenåvirahitå ihaiva bhadrakalpe            

( ’ )nuttaråµ  samyaksaµbodhim  abhisaµbuddhyante  •  asti  puna˙ 

ßåradvat¥putra bodhisatvå mahåsatvå˙ pratha-

11 maµ dhyånaµ samåpadyante • yåva caturthaµ maitr¥µ karu∫åµ 

muditåm  upek≈åµ  samåpadyante  •  åkåßånaµtyåyatanaµ  yåvan 

naivasaµjñånåsaµjñåyatanaµ samåpadyante • || 

12  te copåyakaußalena na dhyånasamådhisamåpattivaßenopapadyante 

• te punar eveha kåmadhåtåv upapadyante • k≈atriyamahåsålakule≈u vå 

14　bråhmavaßenopapadyante: PvsP(K): nåpramå avaßena(S. e.?).
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bråhma∫a-

PvsP(K) I

LPG28r1-10= 81.5-23.

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå anupåyakußalå ye catvåri dhyånåni 

ni≈pådayanti påramitåsu ca caranti, tena ca dhyånalåbhena d¥rghåyu≈ke≈u 

deve≈∑papadyante, sacet tataß cyutvå manu≈ye≈u deve≈u copapadyante, 

buddhåµß ca bhagavata årågayi≈yanti, te≈åm api dhanvån¥ndriyå∫i 

bhavanti na t¥k≈∫åni.

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå dhyånåni ca samåpadyante 

prajñåpåramitåyåµ ca caranti, te cånupåyakaußalyena dhyånåny 

uts˚jya kåmadhåtåv upapadyante, te≈åm api ßåriputra bodhisattvånåµ 

mahåsattvånåµ dhanvån¥ndriyå∫i bhavanti na t¥k≈∫åni.

iti dvit¥yat˚t¥yaphalapratipannaka˙ ßraddhådhimukta˙

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvåß catvåri dhyånåny utpådya 

catvåry apramå∫åni samåpadyante, catasra år∑pyasamåpatt¥˙ sm˚ty- 

upasthånasamyakprahå∫arddhipådendriyabalabodhya∆gamårgån 

samåpadyante, mahåkåru∫ikå upåyakaußalyena copapadyante, na 

dhyånavaßena nåpramå∫avaßena når∑pyasamåpattivaßena tatra 

copapadyante yatra tathågatån arhata˙ samyaksaµbuddhån årågayi≈yanti, 

te puna˙ prajñåpåramitåvihåre∫åvirahitå ihaiva bhadrakalpe anuttaråµ 

samyaksaµbodhim abhisaµbhotsyante.

iti dvit¥yat˚t¥yaphalapratipannako d˚≈†ipråpta˙

LPG28r10-12 =82.27-30(!).

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvåß catvåri dhyånåny utpadya 

catvåry apramå∫åni catasra år∑pyasamåpatt¥˙, te copåyakaußalyena 

samanvågatå˙ samådhisamåpattibhyo niv˚tya kåmadhåtåv upapadyante, 

k≈atriyamahåßålakule≈u vå bråhma∫a-
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ÍsP(Gh) 

sti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå anupåyakußalå˙ prathamaµ 

dhyånaµ samåpadyante / dvit¥yaµ dhyånaµ samåpadyante / t˚t¥yaµ 

dhyånaµ samåpadyante / caturthaµ dhyånaµ samåpadyante / 

≈a†påramitåsu caranti / te dhyånapratilambhena d¥rghåyu≈ke≈u 

deve≈∑papadyante / sacet punar månu≈yaµ pratilambhaµ labdhå buddhån 

bhagavata årågayanti / te≈åµ dhanvån¥ndriyå∫i bhavanti na t¥k≈∫åni /

ast i  puna˙ ßåradvat¥ putra bodhisat två mahåsat två dhyånåni 

samåpadyante pra jñåpåramitåyåµ caranti te cånupåyakußalå˙ 

dhyånåny uts˚janti / te punar eva kåmadhåtåv upapadyante / te≈åm 

api ßåradvat¥putra bodhisattvånåµ mahåsattvånåµ dhanvån¥ndriyå∫i 

bhavanti / na {Ghosa1913, p. 268} t¥k≈∫åni / asti ßåradvat¥putra bodhisattvå 

mahåsattvå˙ prathamaµ dhyånaµ samåpadyante / dvit¥yaµ dhyånaµ 

samåpadyante / t˚t¥yaµ dhyånaµ samåpadyante / caturthaµ dhyånaµ 

samåpadyante / maitr¥µ samåpadyante / karu∫åµ samåpadyante / 

muditåµ samåpadyante / upek≈åµ samåpadyante / åkåßånantyåyatanaµ 

samåpadyante / vijñånånantyåyatanaµ samåpadyante / åkiñcanyåyatanaµ 

samåpadyante / naivasaµjñånåsaµjñåyatanaµ samåpadyante / cattvåri 

sm˚tyupasthånåni samåpadyante / catvåri samyakprahå∫åni samåpadyante / 

catura ˚ddhipådån samåpadyante / pañcendriyå∫i samåpadyante / 

pañca balåni samåpadyante / sapta bodhya∆gåni samåpadyante / 

åryyå≈†å∆gamårgaµ samåpadyante / mahåkaru∫åµ samåpadyante / 

mahåkaru∫å˙ santa upåyakaußalena / na dhyånavasenopapadyante / na 

bråhmavihåravasena / når∑pyasamåpattivasenopapadyante / tatra punar 

upapadyante yatra buddhå bhagavantas ti≈†hanti dhriyante yåpayanti / 

te puna˙ prajñåpåramitåyogenåvirahitå ihaiva bhadrakalpe ’nuttaråµ 

samyaksambodhim abhisambhotsyante /

asti puna˙ ßåradvat¥putra bodhisattvå˙ mahåsattvå˙ prathamaµ 

dhyånaµ samåpadyante / dvit¥yaµ dhyånaµ samåpadyante / t˚t¥yaµ 
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dhyånaµ samåpadyante / caturthaµ dhyånaµ samåpadyante / 

maitr¥µ samåpadyante / mahåkaru∫åµ samåpadyante / muditåµ 

samåpadyante / upek≈åµ samåpadyante / åkåßånantyåyatanaµ 

samåpadyante / vijñånånantyåyatanaµ samåpadyante / {Ghosa1913, p. 

269} åkiñcanyåyatanaµ samåpadyante / naivasaµjñånåsaµjñåyatanaµ 

samåpadyante / te copåyakaußalena dhyånasamådhisamåpattivasenopapad-

yante / te punar eveha kåmadhåtåv upapadyante / k≈atriyamahåßålakuleß∑-

papadyante / bråhma∫a-

Kj

舍利弗、有菩薩摩訶薩不以方便、入初禪乃至第四禪、亦行六波羅蜜、是菩薩摩

訶薩得禪故、生長壽天、隨彼壽終、來生是間、得人身、値遇諸佛、是菩薩諸根

不利。 

舍利弗、有菩薩摩訶薩入初禪乃至第四禪、亦行般若波羅蜜、不以方便故、捨諸禪、

生欲界、是菩薩諸根亦鈍。

舍利弗、有菩薩摩訶薩入初禪乃至第四禪、入慈心乃至捨、入虚空處乃至非有想

非無想處、修四念處乃至八聖道分、行佛十力乃至大慈・大悲、是菩薩用方便力、

不隨禪生、不隨無量心生、不隨四無色定生、在所有佛處於中生、常不離般若波

羅蜜行。如是菩薩賢劫中當得阿耨多羅三藐三菩提。

舍利弗、有菩薩摩訶薩入初禪乃至第四禪、入慈心乃至捨、入虚空處乃至非有想

非無想處、以方便力故、不隨禪生、還生欲界、若刹利大姓・婆羅門

(LPG 28v)15 Dhr 156b17-c12; Mo 7c9-23; Kj 225c3-21; Xz(II) 18b23-c23; Xz(III) 

439c14-440a9; PvsP(K) I 81.25-82.8, 82.30-83.16; PvsP(D) 62.14-63.7, 64.10-

65.8; AdsP(Tib.U) ka 51b6-52b6; AdsP(Tib.S) ka 55a7-56b2; AdsP(Tib.Pk) ni 

33b7-34b2; AdsP(Tib.D) ka 38a6-39a3; PvsP(Tib.U) ka 74a6-75b2; PvsP(Tib.S) 

ka 82a3-83b2; PvsP(Tib.Pk) nyi 64a8-65b2; PvsP(Tib.D) ka 62b6-63b7 

15　ÍsP(Gh) pp. 269-271; ÍsP(Tib.D) ka 162a2-163b1; Xz(I) 38a27-c17.
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1  mahåsålakule≈u  vå  •  g˚hapatimahåsålakule≈u  vopapadyante  • 

satvaparipåkåya • || asti ßåradvat¥putra bodhisatvå mahåsatvå˙ prathamaµ 

dhyånaµ samåpadyante

2 yåvac caturthaµ maitr¥µ karu∫åµ muditåm upek≈åµ samåpadyante • 

yåvan naivasaµjñånåsaµjñåyatanaµ samåpadyate • te upåyakaußalena na 

te≈åµ vaßenopapadyate • te cåtu-

3 rmahåråjakåyikånåµ devånåµ sabhågatåyai upapadyante • tråya-

striµßånåµ yåmånåµ tu≈itånåµ nirmå∫arat¥nåµ parini(r)m(i)tava-

ßavartinåµ devånåµ sabhågatåyai upa-

4 padyante • || tatra sthitvå satvån paripåcayaµti • buddhak≈etraµ ca 

parißodhayaµti buddhåµß ca bhagavata årågayaµti || asti ßåradvat¥putra 

bodhisatvå mahåsatvå prajñåpårami-

5 tåyåµ caranta upåyakaußalena prathamaµ dhyånaµ samåpadyante • yåva 

caturthaµ maitr¥µ karu∫åµ muditåm upek≈åµ samåpadyante • yåvan naiva-

6 saµjñånåsaµjñåyatanaµ samåpadyante te itaß cyutå brahmaloka 

upapadyante • te tatra brahmå∫au
16

 bhavanti mahåbrahmå∫a
17

 te tatra 

sthitvå buddhak≈etre∫a buddhak≈e-

7 traµ saµkråmate • yatra tathågatårhanta˙ samyaksaµbuddhå bodhim 

abhisaµbudyante • dharmacakraµ pravartayanti • te tåµ tathågatån 

arhata˙ samyaksaµbuddhån adhye≈ante dharmaca-

8  krapravartanåya  ||  asti  ßåradvat¥putra  bodhisatvå  mahåsatvå 

ekajåtipratibaddhå prajñåpåramitåyåµ caranta upåyakaußalena prathamaµ 

dhyånaµ samåpa-

9  dyante  • yåvac  caturthaµ  maitr¥µ  karu∫åµ  muditåm  upek≈åµ 

samåpadyante yåvan naivasaµjñånåsaµjñåyatanasamåpattiµ samåpadyante 

catvåri sm˚tyupasthånåni bhåvayanti • yå-

10 vad åryå≈†åµgaµ mårgaµ bhåvayanti • ßunyatånimittåpra∫ihitån 

16　brahmå∫au : PvsP(K): brahmå∫o.
17　mahåbrahmå∫a: PvsP(K): mahåbrahmå∫as.
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samådh¥n  samåpadyante  •  na  ca  te≈åµ  vaßenopapadyante  •  te 

saµmukh¥bh∑tån buddhån bhagavata˙ årågya tatra

11 brahmacaryaµ caritvå tu≈itånåµ devånåµ sabhågatåyai upapadyante • || 

te tatra yåvad åyu<˙> sthitvå • ah¥nendriyå sm˚tå saµprajånaµta anekair 

devatåko†¥niyutaßa-

12 tasahasrai˙ pariv˚tå pura≈k˚tå ihopapattin darßayitvånuttaråµ 

samyaksaµbodhim  abhisaµbudhya  dharmacakraµ  pravartayaµti 

nånåbuddhak≈etre≈u • || asti ßåradvat¥pu-

PvsP(K) I

LPG28v1-8=82.30-83.16.

mahåßålakule≈u vå g˚hapatimahåßålakule≈u vopapadyante sattvaparipåkåya.

ity ayaµ manu≈yakulaµkula˙

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvåß catvåri dhyånåni samåpadyante 

catvår y apramå∫åni catasra år∑pyasamåpatt¥˙ samåpad yante , 

te ’ py upåyakaußalyabalena dhyånasamådhisamåpattivaßena vå 

cåturmahåråjakåyikånåm api devånåµ sabhågatåyai upapadyante, 

trayastriµßånåµ yåmånåµ tu≈itånåµ nirmå∫arat¥nåµ paranirmitava- 

ßavartinåµ sabhågatåyai upapadyante, te tatra sthitvå sattvån paripåcayanti, 

buddhak≈etraµ ca parißodhayanti, buddhåµß ca bhagavata årågayanti.

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvåß catvåri dhyånåni utpadya 

catvåry apramå∫åni catasra år∑pyasamåpatt¥˙, te tataß cyutå˙ santa 

upåyakaußalyena brahmaloke yåvad akani≈†he upapadyante, te tatra 

bhavanti brahmå∫o mahåbrahmå∫as te≈u brahmabhavane≈u ti≈†hanti, te 

tatra sthitvå buddhak≈etre∫a buddhak≈etraµ saµkråmanti, ye ca te≈u 

buddhak≈etre≈u tathågatå arhanta˙ samyaksaµbuddhås tåµs tathågatån 

dharmacakrapravartanåyådhye≈ayanti.

iti devakulaµkula˙

LPG28v8-12=81.25-82.8.
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santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå ekajåtipratibaddhå ye 

prajñåpåramitåyåµ caranta upåyakaußalyena catvåri dhyånåni samå-

padyante, catvåry apramå∫åni catasra år∑pyasamåpatt¥˙ sm˚tyupasthåna-

samyakprahå∫arddhipådendriyabalabodhya∆gamårgån bhåvayanti, 

ß∑nyatåsamådhiµ samåpadyante, ånimittasamådhiµ samåpadyante, 

apra∫ihitasamådhiµ samåpadyante, na ca te≈åµ vaßena gacchanti 

saµmukh¥bh∑tåµß ca buddhån bhagavata årågayitvå tatra brahmacaryaµ 

caritvå punar eva tu≈itånåµ sabhågatåyai upapadyante, te tatra yåvad 

åyus ti≈†hanti, te tatra yåvad åyu˙ sthitvå ah¥nendriyå˙ sm˚timanta˙ 

saµprajånånå anekair devako†¥niyutaßatasahasrai˙ pariv˚tå˙ purask˚tå 

ihopapattiµ darßayitvå nånåbuddhak≈etre≈v anuttaråµ samyaksaµbodhim 

abhisaµbudhyante.

iti sak˚dågåm¥

santi ßåripu- 

ÍsP(Gh)

mahåßålakule≈∑papadyante / g˚hapatimahåßålakule≈∑papadyante 

sattvaparipåkåya na punar bhavåbhilå≈åt /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå˙ mahåsattvå˙ prathamaµ dhyånaµ 

samåpadyante / dvit¥yaµ dhyånaµ samåpadyante / t˚t¥yaµ dhyånaµ 

samåpadyante / caturthaµ dhyånaµ samåpadyante / maitr¥µ samåpadyante / 

karu∫åµ samåpadyante / muditåµ samåpadyante / upek≈åµ samåpadyante / 

åkåßånantyåyatanaµ samåpadyante / vijñånånantyåyatanaµ samåpadyante / 

åkiñcanyåyatanaµ samåpadyante / naivasaµjñånåsaµjñåyatanaµ 

samåpadyante / upåyakaußalavasena na dhyånasamådhisamåpattivaseno-

papadyante / te cåturmahåråjakåyikånåµ devånåµ sabhågatåyåµ 

upapapadyante / tråyastriµßånåµ devånåµ sabhågatåyåµ upapadyante / 

yåmånåµ devånåµ sabhågatåyåµ upapadyante / tu≈itånåµ devånåµ 

sabhågatåyåµ upapadyante / nirmmå∫arat¥nåµ devånåµ sabhågatåyåµ 
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upapadyante / paranirmmitavaßavarttinåµ devånåµ sabhågatåyåµ 

upapadyante / tatra sthitvå sattvån paripåcayanti buddhak≈etrañ ca 

parißodhayanti / buddhåµß ca bhagavata årågayanti / asti ßåradvat¥putra 

bodhisattvå mahåsattvå˙ prajñåpåramitåyåµ caranta˙ upåyakaußalena 

prathamaµ dhyånaµ samåpadyante / dvit¥yaµ dhyånaµ samåpadyante / 

t˚t¥yaµ dhyånaµ samåpadyanta / caturthaµ dhyånaµ samåpadyante / 

maitr¥µ samåpadyante / karu∫åµ samåpadyante / {Ghosa1913, p. 270} 

muditåµ samåpadyante / upekßåµ samåpadyante / åkåßånantyåyatanaµ 

samåpadyante / vijñånånantyåyatanaµ samåpadyante / åkiñcanyåyatanaµ 

samåpadyante / naivasaµjñånåsaµjñåyatanaµ samåpadyante / ta 

itaß cyutvå brahmaloka upapadyante tatra brahma∫o bhavanti / 

mahåbrahma∫a˙ / abhibhuvo daßaßatavarßavarttinas te≈åµ sattvånåm 

agryå varå pravarå vari≈†ås te tatra sthi två buddhak≈etre∫a 

buddha≈etraµ saµkråmanti / yathå tathågatå arhanta˙ samyaksambuddhå 

anuttaråµ samyaksambodhim abhi≈ambudhya dharmmacakraµ 

pravarttayanti / te tåµs tathågatån arhata˙ samyaksambuddhån adhye≈ante 

dharmmåcakrapravarttanåya /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ ekajåtipratibaddhå˙ / 

pra jñåpåramitåyåµ caranta upåyakaußalena prathamaµ dhyånaµ 

samåpadyante / dvit¥yaµ dhyånaµ samåpadyante / t˚t¥yaµ dhyånaµ 

samåpadyante /  caturthaµ dhyånaµ samåpadyante /  maitr¥µ 

samåpadyante / karu∫åµ samåpadyante / muditåµ samåpadyante / 

upek≈åµ samåpadyante / åkåßånantyåyatanasamåpattiµ samåpadyante / 

vijñånånantyåyatanasamåpattiµ samåpadyante / åkiñcanyåyatanasamåpattiµ 

samåpadyante / naivasaµjñånåsaµjñåyatanasamåpattiµ samåpadyante / 

catvåri sm˚tyupasthånåni bhåvayanti / catvåri samyakprahå∫åni 

bhåvayanti / pañcendriyå∫i bhåvayanti / sapta bodhya∆gåni bhåvayanti / 

åryyå≈†å∆gamårgaµ bhåvayanti / ß∑nyatånimittåpra∫ihitån samådh¥n 

samåpadyante / na ca te≈åµ vasenopapadyante / te sammukh¥bh∑tån 
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buddhån bhagavata årågrya note: årågya (KW) tatra brahmacaryyaµ 

caritvå tu≈itånåµ devånåµ sabhågatåyåµ upapadyante / te tatra 

{Ghosa1913, p. 271} yåvad åyu˙ sthitvå ah¥nendriyå˙ sm˚tå˙ samprajånanto 

’nekair devako†¥niyutaßatasahasre pariv˚tå˙ purask˚tå˙ ihopapattiµ 

darßayitvånuttaråµ samyaksambodhim abhisambudhya dharmmacakraµ 

pravarttayanti nånåbuddhak≈etre≈u / asti ßåradvat¥pu-

Kj

大姓・居士大家生、爲成就衆生故。

舍利弗、有菩薩摩訶薩入初禪乃至第四禪、入慈心乃至捨入虚空處、乃至非有想

非無想處、以方便力故、不隨禪生、或生四天王天處、或生三十三天・夜摩天・

兜率陀天・化樂天・他化自在天、於是中成就衆生、亦淨佛土、常値諸佛。 

舍利弗、有菩薩摩訶薩行般若波羅蜜、以方便力故、入初禪。此間命終生梵天處、

作大梵王。從梵天處、遊一佛國、至一佛國、在所有諸佛得阿耨多羅三藐三菩提、

未轉法輪者勸請令轉。

舍利弗、有菩薩摩訶薩一生補處行般若波羅蜜、以方便力故、入初禪乃至第四禪、

入慈心乃至捨、入虚空處乃至非有想非無想處、修四念處乃至八聖道分、入空三昧・

無相・無作三昧、不隨禪生、生有佛處、修梵行。若生兜率天上隨其壽終、具足善根、

不失正念、與無數百千億萬諸天圍繞恭敬、來生此間、得阿耨多羅三藐三菩提。

復次、舍利弗、

(LPG 29r)18 Dhr 156c12-157a11; Mo 7c23-8a10; Kj 225c21-226a15; Xz(II) 

18c23-19b3; Xz(III) 440a9-b12; PvsP(K) I 82.8-82.25, 83.23-30, 84.14-16, 83.32-

84.4, 84.17-20, 87.6; PvsP(D) 63.7-64.6, 65.13-66.3, 66.15-67.1, 66.4-7, 67.1-3, 

70.14; AdsP(Tib.U) ka 52b6-54a2; AdsP(Tib.S) ka 56b2-58a2; AdsP(Tib.Pk) ni 

34b2-35b1; AdsP(Tib.D) ka 39a3-40a2; PvsP(Tib.U) 75b2-76b7; PvsP(Tib.S) ka 

83b2-85a1; PvsP(Tib.Pk) nyi 65b2-66b6; PvsP(Tib.D) ka 63b7-5a

18　ÍsP(Gh) pp. 271-272; ÍsP(Tib.D) ka 163b1-164b3; Xz(I) 38c17-39b28.
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1 tra bodhisatvå mahåsatvå ≈a∫∫åm abhijñånåµ låbhinas te na kåmadhåtåv 

upapadyante na r∑padhåtau når∑pyadhåtåv upapadyante • te buddhak≈etre∫a 

buddhak≈etraµ saµkråmaµti tathågatån a-

2 rhata˙ samyaksaµbuddhån satkurvanto gurukurvanto månayanta 

p∑jayanta˙ || asti ßåradvat¥putra bodhisatvå mahåsatvå ≈a∫∫åm abhijñånåµ 

låbhina˙ te tåbhir abhijñåbhir vikr¥∂amånå

3 buddhak≈etre∫a buddhak≈etraµ saµkråmanti • || yatra buddhak≈etre≈u na 

ßråvakayånasya na pratyekabuddhayånasya ßabdo (’)pi prajñåyate • || yatra 

buddhak≈etre≈v aparimitam åyu≈pramå∫aµ ||

4 asti ßåradvat¥putra bodhisatvå mahåsatvå ≈a∫∫åm abhijñånåµ låbhina˙ 

{s}te lokadhåtor lokadhåtuµ saµkråmanti || yatra na buddhaßabdo na 

dharmaßabdo na saµghaßabda˙ te tatra gatvå

5 buddhasya var∫aµ bhå≈ante • dharmasya var∫aµ bhå≈ante saµghasya 

var∫aµ bhå≈ante • || te ca satvås tena buddhaßabdena dharmaßabdena 

saµghaßabdena yatra buddhå bhagavantas tatropapadyante • || 

6 asti ßåradvat¥putra bodhisatvå mahåsatvå prathamacittotpådam upådåya 

catur∫åµ dhyånånåµ låbhina˙ catur∫åµ bråhmavihårå∫åµ låbhina˙ 

catur∫åm apramå∫ånå<µ> låbhina˙ 

7 catas˚∫åm år∑pyasamåpatt¥nåµ paµcånåm abhijñånåµ catur∫åµ 

sm˚tyupa[s]thånåµ yåvad åryå≈†åµgikasya mårgasya låbhina˙ te na kadåcit 

kåmadhåtåv upapadyante • na r∑-

8 padhåto når∑pyadhåtau{v} upapadyante • tatra ca satvånåm arthaµ 

kurvanti • || asti ßåradvat¥putra bodhisatvå mahåsatvå ye ≈a†su påramitåsu 

caranta prathamacitto- 

9 tpådenaiva bodhisatvanyåmam avakråmaµty avaivartikabh∑miµ 

cånupråpnuvaµti  • || asti  ßåradvat¥putra  bodhisatvå  mahåsatvå˙ 

prathamacittotpådenaivånuttaråµ samya-

10 ksaµbodhim abhisaµbudhyante • abhisaµbudhya dharmacakraµ 

pravartyåprameyå∫åm asaµkhyeyånåµ satvånåm arthaµ k˚två anupadhiße≈e 
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nirvå∫adhåtau parinirvånti • te≈åµ parinirv˚tå-

11 nåµ kalpaµ vå kalpåvaße≈aµ vå saddharmas ti≈†hati • || asti ßåradvat¥putra 

bodhisatvå mahåsatvå˙ prathamacittotpådenaiva prajñåpåramitåyogaµ 

samåpadyante || te (’)nekair bo-

12 dhisatvako†¥niyutaßatasahasrai˙ sårdhaµ buddhak≈etre∫a buddhak≈etraµ 

saµkråmanti • buddhak≈etraparißodhanårthaµ • || asti ßåradvat¥putra 

bodhisatvå mahåsatvå˙ prajñåpårami-

PvsP(K) I

LPG29r1-5 = 82.8-82.25

tra bodhisattvå mahåsattvå˙ ≈a∫∫åm abhijñånåµ låbhino ye na 

kåmadhåtau na r∑padhåtau når∑pyadhåtåv upapadyante, api tu 

buddhak≈etre∫a buddhak≈etraµ saµkråmanti, tathågatån arhata˙ 

samyaksaµbuddhån satkurvanto gurukurvanto månayanta˙ p∑jayanta˙.

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå˙ ≈a∫∫åm abhijñånåµ låbhinas 

te tåbhir abhijñåbhir　vikr¥∂anto buddhak≈etre∫a buddhak≈etraµ 

saµkråmanti ye≈u buddhak≈etre≈u na ßråvakapratyekabuddhayånasya 

prajñaptir apy asti.

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå˙ ≈a∫∫åm abhijñånåµ låbhinas te 

tåbhir abhijñåbhir vikr¥∂anto buddhak≈etre∫a buddhak≈etraµ saµkråmanti 

ye≈u buddhak≈etre≈v amitam åyu˙.

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå˙ ≈a∫∫åm abhijñånåµ låbhina˙ 

ye lokadhåtor lokadhåtuµ saµkråmanti, te tatropasaµkramya yatra 

na buddhaßabdo na dharmaßabdo na saµghaßabdas tatråvasthitå˙ 

buddhaßabdaµ ca dharmaßabdaµ saµghaßabdaµ ca sattvånåµ 

saµßråvayanti, trayå∫åµ ca ratnånåµ var∫aµ bhå≈ante, te tena 

buddhaßabdena dharmaßabdena saµghaßabdena tataß cyutå yatra yatra 

buddhå bhagavanto bhavanti te tatra tatropapadyante.

ity anågåm¥
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LPG29rv6-8 = 83.23-30. 

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå ye prathamacittotpådåya catur∫åµ 

dhyånånåµ låbhino bhavanti, catur∫åm apramå∫ånåµ låbhino bhavanti, 

catas˚∫åm år∑pyasamåpatt¥nåµ låbhino bhavanti, sm˚tyupasthånasamyak-

prahå∫arddhipådendriyabalabodhya∆gamårgån bhåvayanti, balavaißåra-

dyapratisaµvidåve∫ikabuddhadharmån pratilabhante, upåyakaußalyena 

brahmakåyike≈u deve≈u yåvad akani≈†he≈u deve≈∑papadyante, tatra 

cånuttaråµ samyaksaµbodhim abhisaµbudhya sattvånåm arthaµ kurvanti.

LPG29r8-9 = 84.14-16. 

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå ye prathamacittotpådenaiva 

bodhisattvanyåmam avakråmanti, avinivartan¥yabh∑mau våvati≈†hante, 

sarvabuddhadharmån vå samudånayanti. 

LPG29r9-11 = 83.32-84.4.

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå ye prathamacittotpådenaivånuttaråµ 

samyaksaµbodhim abhisaµbudhyante, dharmacakraµ pravartayanty 

aprameyå∫åm asaµkhyeyånåµ sattvånåµ cårthaµ k˚två nir∑padhiße≈e 

nirvå∫adhåtau parinirvånti, te≈åµ parinirv˚tånåµ kalpaµ vå kalpåvaße≈aµ 

vå saddharmas ti≈†hati. 

LPG29r11-12 = 84.17-20.

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå ye prathamacittotpådenaiva 

prajñåpåramitåyåµ yogam åpadyante, te ’nekair bodhisattvako†¥-

niyutaßatasahasrai˙ sårdhaµ buddhak≈etre∫a buddhak≈etraµ 

svabuddhak≈etraparißodhanåya saµkråmanti

LPG29r12 = 87.6.

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå ye prajñåpårami-

ÍsP(Gh)

tra bodhisattvå mahåsattvå˙ ≈a∫∫åm abhijñånåµ låbhinas te kåmadhåtåv 

upapadyante / når∑pyadhåtåv upapadyante / te buddhak≈atre∫a 
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buddhak≈etraµ saµkråmanti / tathågatån arhata˙ samyaksambuddhån 

satkurvvanto gur∑kurvvanto månayanta˙ p∑jayanta˙ /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ ≈a∫∫åm abhijñånåµ låbhinas te 

tåbhir abhijñåbhir vvikr¥∂anto buddhak≈etre∫a buddhak≈etraµ saµkråmanti / 

yatra buddhak≈etre na ßråvakayånasya na pratyekabuddhayånasya ßabdo 

’pi prajñåyate ’nyatra buddhayånåt /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ ≈a∫∫åm abhijñånåµ låbhinas 

te tåbhir abhijñåbhir vvikr¥∂amånå buddhak≈etre∫a buddhak≈etraµ 

saµkråmanti / yatra buddhak≈etre≈v aparinirmmitam åyu≈pramå∫aµ 

sattvånåµ /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ ≈a∫∫åm abhijñånåµ 

låbhinas te lokadhåtuµ saµkråmanti / yatra na buddhaßabdo na 

dharmmaßabdo na saµghaßabdas te tatra gatvå buddhasya var∫aµ 

bhå≈ante dharmmasya saµghasya var∫aµ bhå≈ante te ca sattvås tena 

buddhaßabdena saµghaßabdena cittåni prasådya yatra buddhå bhagavantas 

tatropapadyante /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ prathamacittotpådam 

upådåya catur∫åµ dhyånånåµ catur∫åm apramå∫ånåµ catas˚∫åm 

år∑pyasamåpatt¥nåµ pañcånåm abhijñånåµ låbhinaß catur∫åµ 

sm˚tyupasthånånåµ catur∫åµ {Ghosa1913, p. 272} samyakprahå∫ånåµ 

catur∫åm ˚ddhipådånåµ pañcånåm indriyå∫åµ pañcånåµ balånåµ 

saptånåµ bodhya∆gånåµ åryyå≈†å∆gasya mårgasya daßånåµ 

tathågatabalånåµ catur∫åµ vaißåradyånåµ catas˚∫åµ pratisamvidåµ 

mahåmaitryå˙ mahåkaru∫åyå˙ a≈†ådaßåve∫ikabuddhadharmmå∫åµ 

låbhinas te na kadåcit kåmadhåtåv upapadyante / na r∑padhåtåv 

upapadyante / når∑pyadhåtåv upapadyante / tatra ca sattvånåm arthaµ 

kurvvanti /

as t i  ßåradvat ¥putra bodhisat två mahåsat två˙ ≈a†påramitåsu 

caranta˙ prathamacittotpådenaiva bodhisattvanyåmam avakråmanty 
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avaivarttikabh∑miµ vånupråpnuvanti /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ prathamacittotpådenaivånuttaråµ 

samyaksambodhim abhisambudhyante / abhisambudhya sadharmmacakraµ 

pravarttyåprameyå∫åm asaµkhyeyånåµ sattvånåm arthaµ k˚tvånupadhiße≈e 

nirvvå∫adhåtau parinirvvånti / te≈åµ parinirv˚tånåµ kalpaµ vå 

kalpåvaße≈aµ vå saddharmas ti≈†hati /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ prathamacittotpådenaiva 

prajñåpåramitåyogaµ samåpadyante / te ’nekair bodhisattvako†¥niyutaßata-

sahasrai˙ sårddhaµ buddhak≈etre∫a buddhak≈etraµ saµkråmanti / buddhånåµ 

bhagavatåµ darßanåya sattvaparipåcanåya buddhak≈etraparißodhanåya / asti 

ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ prajñåpårami-

Kj

有菩薩摩訶薩得六神通、不生欲界・色界・無色界、從一佛國至一佛國、供養・恭敬・

尊重・讃歎諸佛。

舍利弗、有菩薩摩訶薩遊戲神通、從一佛國至一佛國、所至到處無有聲聞・辟支

佛乘、乃至無二乘之名。

舍利弗、有菩薩摩訶薩遊戲神通、從一佛國至一佛國、所至到處其壽無量。

舍利弗、有菩薩摩訶薩遊戲神通、從一國土至一國土、所至到處、有無佛・法・僧處。

讃佛・法・僧功徳、諸衆生用聞佛名・法名・僧名故、於此命終、生諸佛前。

舍利弗、有菩薩摩訶薩初發意時、得初禪乃至第四禪、得四無量心、得四無色定、

修四念處乃至十八不共法。是菩薩不生欲界・色界・無色界中、常生有益衆生之處。

舍利弗、有菩薩摩訶薩初發意時、行六波羅蜜、上菩薩位、得阿惟越致地。

舍利弗、有菩薩摩訶薩初發意時、便得阿耨多羅三藐三菩提、轉法輪、與無量阿

僧祇衆生作益厚、已入無餘涅槃。是佛般涅槃後、餘法若住一劫、若減一劫。

舍利弗、有菩薩摩訶薩初發意時、與般若波羅蜜相應、與無數百千億菩薩、從一

佛國至一佛國、爲淨佛國土故。

舍利弗、有菩薩摩訶薩



Gilgit 写本 Larger Prajñåpåramitå の翻刻研究 （147）

(LPG 29v) 
19

 Dhr 157a11-b5; Mo 8a10-24; Kj 226a15-b5; Xz(II) 19b3-c9; Xz(III) 

440b12-c18; PvsP(K)I 87.6-22, 88.4-21, 83.18-21(!); PvsP(D) 70.14-71.7, 71.15-

72.13, 65.9-11 (!); AdsP(Tib.U) ka 54a2-55a5; AdsP(Tib.S) ka 58a2-59b1; 

AdsP(Tib.Pk) ni 35b1-36a7; AdsP(Tib.D) ka 40a2-41a2; PvsP(Tib.U) ka 76b7-

78a8; PvsP(Tib.S) ka 85a1-86b5; PvsP(Tib.Pk) nyi 66b6-68a5; PvsP(Tib.D) ka 

65a2-66a6

1 tåyåµ caraµta˙ catur∫åµ dhyånånåµ låbhina˙ catur∫åm apramå∫ånåµ 

catas˚∫åm år∑pyasamåpatt¥nåµ låbhina˙ te tatra vikr¥(∂a) .. prathamaµ 

dhyånaµ samåpadyant(e) • t[e] • tato vyuttha- 
20

2 ya nirodhasamåpattiµ samåpadyante nirodhasamåpatter vyutthåya 

dvit¥yaµ dhyånaµ samåpadyante • dvit¥yå dhyånå vyutthåya nirodhasamå-

[p]attiµ samåpadyante • evaµ t˚t¥yaµ caturthaµ e-

3 vam åkåßånantyåyatanaµ • yåvan naivasaµjñånåsaµjñåyatanaµ 

samåpadyante • tato {rd}vyutthåya nirodhasamåpattiµ samåpadyante • 

nirodhasamåpatter vyutthåya naivasaµjñånåsaµjñå-

4 yatanaµ samåpadyante • tato vyutthåya nirodhaµ samåpadyante || evaµ 

khalu ßåradvat¥putra bodhisatvå mahåsatvå prajñåpårami(tåy)åµ caranta˙ 

upåyakaußalyena samanvåga-

5 tå imåni dhyånåpramå∫år∑pyasamåpatt¥ß ca vi≈kadya vi≈kandya 

samåpadyante • || asti ßåradvat¥putra bodhisatvå mahåsatvå˙ catur∫åµ 

sm˚tyupasthånånåµ låbhina˙ yåva-

6 d åryå≈†åµgasya mårgasya låbhina˙ trayå∫åµ vimok≈amukhånåµ låbhina˙ 

na ca srotaåpattiphalaµ pråpnuvaµti na sak˚dågåmiphalaµ nånågåmiphalaµ 

nårhatvaµ na pratye-

7 kabodhim anupråpnuvaµti • || prajñåpåramitåyåµ caranta upåyakaußalena 

parig˚h¥tå åryå≈†åµgaµ mårgaµ satvånåm upadißaµti • yena ßrotaåpattiphalam 

19　ÍsP(Gh) pp. 272-275 ; ÍsP(Tib.D) ka 164b3-166a2; Xz(I) 39b28-40b6. 
20　vyuttha: Read vyutthå.
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anuprå-

8 pnuvaµti • yåvad arhatvaµ pratyekabodhim anupråpnuvaµti • yac 

chåradvat¥putra ßråvakapratyekabuddhånåµ phalapråptijñånaµ så 

bodhisatvasya mahåsatvasya k≈ånti ime ßåradvat¥pu-

9 tra bodhisatvå mahåsatvå avaivartikå veditavyå˙ ye (’)nayå 

prajñåpåramitayaivaµ viharanti • || asti ßåradvat¥putra bodhisatv(å) 

mahåsatvå ye ≈a†su påramitåsu sthitvå tu-

10 ≈itabhavanaµ ßodhayanti || tena khalu puna˙ ßåradvat¥putra bodhisatvå 

mahåsatvå bhadrakalpikå veditavyå˙ || asti ßåradvat¥putra bodhisatvå 

mahåsatvåß catur∫åµ dhyånånåµ låbhi-

11  na˙ catur∫åm apramå∫ånåµ catas˚∫åm år∑pyasamåpatt¥nåµ 

saptat˚µßato bodhipak≈yå∫åµ dharmå∫åµ ≈a∫∫å[m] abhijñånåµ daßånåµ 

tathågatabalånåµ catur∫åµ vaißåradyånåµ ca-

12 tas˚∫åµ pratisaµvidåm a≈†ådaßånåm åve∫ikånåµ buddhadharmå∫åµ 

låbhina˙ te≈åµ cånubodhåya caranti na ca satyåni prativi[dh]yanti • tena 

khalu puna˙ ßåradvat¥putra bodhi-

PvsP(K) I

LPG29v1-5 = 87.6-22. 

tåyåµ carantaß catur∫åµ dhyånånåµ låbhinaß catas˚∫åm år∑pya- 

samåpatt¥nåµ låbhinas te tåbhir vikr¥∂anta˙ prathamaµ dhyånaµ 

samåpadyante, tato vyutthåya nirodhasamåpattiµ samåpadyante, 

tato vyutthåya dvit¥yaµ dhyånaµ samåpadyante, tato vyutthåya 

nirodhasamåpattiµ samåpadyante, tato vyutthåya t˚t¥yaµ dhyånaµ 

samåpadyante, tato vyutthåya nirodhasamåpattiµ samåpadyante, 

tato vyutthåya caturthaµ dhyånaµ samåpadyante, tato vyutthåya 

nirodhasamåpattiµ samåpadyante, tato vyutthåya åkåßånantyåyatanaµ 

samåpadyante, tato vyutthåya nirodhasamåpattiµ samåpadyante, 

tato vyutthåya vijñånånantyåyatanaµ samåpadyante, tato vyutthåya 
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nirodhasamåpattiµ samåpadyante, tato vyutthåya åkiñcanyåyatanaµ 

samåpadyante, tato vyutthåya nirodhasamåpattiµ samåpadyante, tato 

vyutthåya naivasaµjñånåsaµjñåyatanaµ samåpadyante, tato vyutthåya 

nirodhasamåpattiµ samåpadyante.

evaµ hi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå˙ prajñåpåramitåyåµ caranta 

upåyakaußalyenåvaskandakena samådhiµ samåpadya nånåbuddhak≈etre≈v 

anuttaråµ samyaksaµbodhim abhisaµbudhyante.

LPG29v5-10 = 88.4-21. 

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå ye sm˚tyupasthånasamyak-

prahå∫arddhipådendriyabalabodhya∆gamårgå∫åµ låbhino daßabalavai-

ßåradyapratisaµvida≈†ådaßåve∫ikabuddhadharmå∫åµ låbhina˙, na ca 

srotaåpattiphalaµ pråpnuvanti, na sak˚dågåmiphalaµ nånågåmiphalaµ 

nårhattvaµ pråpnuvanti, na pratyekabuddhatvaµ pråpnuvanti, te 

prajñåpåramitåyåµ caranta upåyakaußalyena sarvasattvån mårge ’vatårya 

vißodhya srotaåpattiphalaµ pråpayanti, sak˚dågåmiphalaµ pråpayanti, 

anågåmiphalaµ pråpayanti, arhattvaµ pråpayanti, pratyekåµ bodhiµ 

pråpayanti, svayam asåk≈åtkurvanta˙ paråµs tatra prati≈†håpayanti.

iti ßråvakapratyekabuddhamårgalabhyåni phalåni

yac chåriputra sarvaßråvakapratyekabuddhånåµ jñånaµ ca prahå∫aµ ca 

sånutpattikadharmak≈åntipratilabdhasya bodhisattvasya mahåsattvasya 

k≈ånti˙.

iti svayam apråpte dharme paraprati≈†håpanam

am¥ ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå avinivartan¥yå veditavyå˙, ye ’nayå 

prajñåpåramitayå viharanti.

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå ye ≈a†su påramitåsu sthitvå 

tu≈itabhavanaµ vißodhayanti, te khalu punar bodhisattvå mahåsattvå 

bhadrakalpikå veditavyå˙ 

LPG29v10-12-30r1(!) = 83.18-21. 

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå ye catur∫åµ dhyånånåµ låbhino 
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yåvad a≈†ådaßånåm åve∫ikånåµ buddhadharmå∫åµ låbhinas te≈åµ 

cånubodhåya caranti, catur∫åm åryasatyånåµ låbhino na ca tåni 

pratividhyanti, te punar bodhisattvå mahåsattvå ekajåtipratibaddhå 

veditavyå˙. 

ÍsP(Gh)

t å y åµ c a r an t a ß  c a t u r ∫åµ dh yånånåµ l åbh i na ß  c a t u r ∫åm 

apramå∫ånåµ catas˚∫åm år∑pyasamåpatt¥nåµ låbhinas te tåni 

dhyånåpramå∫år∑pyasamåpatt¥r anekavidhaµ vikr¥∂anti / {Ghosa1913, p. 

273} yad uta prathamaµ dhyånaµ samåpadyante tata˙ prathamadhyånåd 

vyutthåya nirodhasamåpattiµ samåpadyante / nirodhasamåpatter 

vyutthåya dvit¥yaµ dhyånaµ samåpadyante dvit¥yåd dhyånåd vyutthåya 

nirodhasamåpattiµ samåpadyante / nirodhasamåpatter vyutthåya t˚t¥yaµ 

dhyånaµ samåpadyante / t˚t¥yåd dhyånåd vyutthåya nirodhasamåpattiµ 

samåpadyante / nirodhasamåpatter vyutthåya caturthaµ dhyånaµ 

samåpadyante / caturthåd dhyånåd vyutthåya nirodhasamåpattiµ 

samåpadyante / nirodhasamåpatter vyutthåyåkåßånantyåyatanaµ 

samåpadyante / åkåßånantyåyatanåd vyutthåya nirodhasamåpattiµ 

samåpadyante / nirodhasamåpatter vyutthåya vijñånånantyåyatanaµ 

samåpadyante / vijñånånantyåyatanåd vyutthåya nirodhasamåpattiµ 

samåpadyante /  nirodhasamåpatter vyutthåyåkiñcanyåyatanaµ 

samåpadyante / åkiñcanyåyatanåd vyutthåya nirodhasamåpattiµ 

samåpadyante / nirodhasamåpatter vyutthåya naivasaµjñånåsaµjñåyatanaµ 

samåpadyante / naivasaµjñånåsaµjñåyatanåd vyutthåya nirodhasamåpattiµ 

samåpadyante / evaµ khalu ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ 

prajñåpåramitåyåñ caranta upåyakaußalena samånvågatå imåni dhyånåni 

apramå∫åni ca samådhisamåpatt¥ß ca vi≈kadya samåpadyante /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvåß catur∫åµ sm˚tyupasthånånåµ 

låbhinaß catur∫åµ samyakprahå∫ånåµ låbhinaß catur∫åm ˚ddhipådånåµ 
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låbhina˙ pañcånåm indriyå∫åµ låbhina˙ pañcånåµ balånåµ 

låbhina˙ saptånåµ bodhya∆gånåµ låbhina˙ åryyå≈†å∆gamårgasya 

låbhina˙ catur∫åm åryyasatyånåµ låbhina˙ dhyånånåµ låbhina˙ 

catur∫åm apramå∫ånåµ {Ghosa1913, p. 274} låbhinaß catas˚∫åm 

år∑pyasamåpatt¥nåµ låbhina˙ a≈†ånåµ vimok≈å∫åµ låbhina˙ navånåm 

anup∑rvvavihårasamåpatt¥nåµ låbhina˙ ß∑nyatånimittåpra∫ihita-

vimok≈amukhånåµ låbhina˙ abhijñånåµ låbhina˙ samådh¥nåµ låbhina˙ 

dhåra∫¥mukhånåµ låbhina˙ daßånåµ tathågatabalånåµ låbhina˙ catur∫åµ 

vaißåradyånåµ låbhina˙ catas˚∫åµ pratisamvidåµ låbhina˙ a≈†ådaßånåm 

åve∫ikabuddhadharmmå∫åµ låbhina˙ trayå∫åµ vimok≈amukhånåµ 

låbhina˙ na ca ßrota-åpattiphalam anupråpnuvanti / na sak˚dågåmiphalam 

anupråpnuvanti / nånågåmiphalam anupråpnuvanti / nårhattvam 

anupråpnuvanti / na pratyekabodhim anupråpnuvanti / prajñåpåramitåyåµ 

caranta upåyakaußalena parig˚h¥tå˙ åryyå≈†å∆gamargaµ sattvebhya 

upadarßayanti yena te sattvå˙ ßrotaåpattiphalam anupråpnuvanti / 

sak˚dågåmiphalam anupråpnuvanti / anågåmiphalam anupråpnuvanti / 

arhattvam anupråpnuvanti / pratyekabodhim anupråpnuvanti / yac 

chåradvat¥putra ßråvakapratyekabuddhånåµ phalapråptijñånaµ 

så bodhisattvasya mahåsattvasya k≈ånti˙ / ime ßåradvat¥putra 

bodhisattvamahåsattvå avaivarttikå veditavyå / ye ’nayå prajñå- 

påramitayaivaµ viharanti /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå ye ≈a†påramitå susthitvå 

tu≈itabhavanaµ ßodhayanti / te khalu puna˙ ßåradvat¥putra bodhisatvå 

mahåsattvå˙ bhadrakalpikå veditavyå˙ /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ prajñåpåramitåyåµ carantaß 

catur∫åµ dhyånånåµ låbhinaß catur∫åm apramå∫ånåµ låbhinaß 

catas˚∫åm år∑pyasamåpatt¥nåµ låbhina˙ saptatriµßatåµ bodhipak≈å∫åµ 

dharmmå∫åµ {Ghosa1913, p. 275} låbhina˙ ≈a∫∫åm abhijñånåµ låbhino 

daßatathågatabalånåµ låbhinaß catur∫åµ vaißåradyånåµ låbhinaß 
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catas˚∫åµ pratisamvidåµ låbhina˙ a≈†ådaßåve∫ikabuddhadharmmå∫åµ 

låbhina˙ te ’trånubodhåya caranti catur∫åµ satyånåµ na ca satyåni 

pratividhyanti / te khalu puna˙ ßåradvat¥putra bodhi-

Kj

行般若波羅蜜時、得四禪・四無量心・四無色定、遊戲其中入初禪。從初禪起、

入滅盡定。從滅盡定起、乃至入四禪。後四禪起、入滅盡定。從滅盡定起、入虚

空處。從虚空處起、入滅盡定。從滅盡定起、乃至入非有想非無想處。從非有想

非無想處起、入滅盡定。如是、舍利弗、菩薩摩訶薩行般若波羅蜜、以方便力故、

入超越定。

舍利弗、有菩薩摩訶薩行般若波羅蜜時、修四念處乃至十八不共法、不取須陀洹果・

斯陀含果・阿那含果・阿羅漢果・辟支佛道、以方便力爲度衆生故。起八聖道分。

以是八聖道分、令得須陀洹果乃至辟支佛道」

佛告舍利弗「一切阿羅漢・辟支佛果及智、是菩薩摩訶薩無生法忍。

舍利弗、是菩薩摩訶薩如是行般若波羅蜜、當知是阿惟越致地中住。

舍利弗、有菩薩摩訶薩住六波羅蜜、莊嚴兜率天道、當知是賢劫中菩薩。

舍利弗、有菩薩摩訶薩修四禪乃至十八不共法、未證四諦、

(LPG 30r)21
 Dhr 157b5-24; Mo 8a24-b7; Kj 226b5-20; Xz(II) 19c9-20a21; 

Xz(III) 440c18-441a9; PvsP(K) I 83.21, 84.6-12, 84.23-28, 85.12-20; PvsP(D) 

65.12, 66.8-14, 67.6-10, 68.4-10; AdsP(Tib.U) ka 55a5-56b2; AdsP(Tib.S) ka 

59b1-61a7; AdsP(Tib.Pk) ni 36a7-37a5; AdsP(Tib.D) ka 41a2-42a2; PvsP(Tib.

U) ka 78a8-79b2; PvsP(Tib.S) ka 86b5-88a5; PvsP(Tib.Pk) nyi 68a5-69a5; 

PvsP(Tib.D) ka 66a6-67a5; IOL San 1492/03 r1-v2

1 [sa]två [mahåsa]två ekaj(å)t(i)pr(a)tibaddhå vedita[v]yå˙ || asti 

ßåradvat¥putra bodhisatvå mahåsatvå ≈a†su påramitåsu caranto lokadhåtor 

lokadhåtuµ saµkråmanti tatra ca satvå-

21　ÍsP(Gh) pp. 275-277 ; ÍsP(Tib.D) ka 166a2-167b1; Xz(I) 40b7-c24.
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2 n bodhau samådåpayanti • || tena khalu puna˙ ßåradvat¥putra bodhisatvå 

mahåsatvå aprameyair asaµkhyeyai˙ kalpair anuttaråµ samyaksaµbodhim 

abhisaµbudhyante • || asti ßåradva-

3 t¥putra bodhisatvå mahåsatvå ≈a†su påramitåsu sthitvå nityam udyuktå˙ 

satvånåµ k˚te na kadåcid anarthopasaµhitåµ våcåµ bhå≈ante • || asti 

ßåradvat¥putra bodhisatvå

4 mahåsatvå ≈a†su påramitåsu caranta˙ satatam udyuktå˙ satvånåµ k˚te 

buddhak≈etre∫a buddhak≈etraµ saµkråmaµti • || satvånåµ k˚te tr¥n 

apåyapathån samucchinnatta˙ ||

5 asti ßåradvat¥putra bodhisatvå mahåsatvå ye ≈a†su påramitåsu sthitvå 

dånapåramitåµ purask˚tya satvånåµ sarvasu[kh]opadhånam upasaµharanti • 

annam annårthike-

6 bhya˙ pånaµ pånarthikebhyo yånapu≈pamålyagandhavilepanaßayyåsanava-

stråbhara∫apråj¥vikopåßrayakalpikaj¥vitapari≈kårån upasaµharanti • || asti

7 ßåradvat¥putra bodhisatvå mahåsatvå˙ prajñåpåramitåyåµ caranti • ye 

ß¥lapåramitåµ purask˚tya satvån kåyavå∆måna˙ saµvare prati≈†håpayanti • 

k≈åntipåramitåyåµ

8 sthitvå akrodhavyåpåde satvån prati≈†håpayanti • v¥ryapåramitåyåµ 

sthitvå kußaladharmå[bh]iyoge satvån prati≈†håpayanti • dhyånapåramitåyåµ 

sthitvå tathågataikå-

9  gratåyåµ  kåmaviveka  ca  <sa>tvån
22

 prati≈†håpayanti  • || asti 

ßåradvat¥putra bodhisatvå mahåsatvå prajñåpåramitåyåµ caranto yåd˚ßa eva 

tathågatas tåd˚ßa

10 evåtmabhåvam abhinirmåya nairayikå∫åµ satvånåµ tiryagyonikånåµ 

yåmalaukikånåµ satvånåµ {..} sarvadurgatisamatikramåya dharman 

deßayanti • || asti ßåra-

11 dvat¥putra bodhisatvå mahåsatvå ≈a†su påramitåsu sthitvå yåd˚ßo 

buddhavigrahas tåd˚ßa evåtmabhåvam abhinirmåya p∑rvasyån dißi 

22　kåmaviveka ca <sa>tvån: ÍsP(Gh): kåmaviveke ca satvån.
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gaµgånadivålukopa-

12 mån¥ buddhak≈etrå∫y upasaµkramya satvånåµ dharman deßayante • || 

tathågatån paryupåsayante dharmaµ ca ß˚∫vanti • || bodhisatvasaµghaµ ca 

buddhak≈etravy∑håµß ca paßyan(t)i • [||]

PvsP(K)I

LPG30r1 = 83.21. 

(bodhi)sattvå mahåsattvå ekajåtipratibaddhå veditavyå˙. (LPG29v 10-12!)

LPG30r1-3 = 84.6~12 = D.66.8-14. 

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå ye ≈a†påramitåsu caranto lokadhåtor 

lokadhåtuµ saµkråmanti, tatra ca sattvån bodhaye prati≈†håpayi≈yanti, te 

nityam udyuktå˙ sattvånåµ k˚taßo na kadåcid anarthasaµhitåµ våcaµ 

bhå≈ante, sattvånåµ k˚taßo nityam udyuktå buddhak≈etre∫a buddhak≈etraµ 

saµkråmanti, te ’pi bodhisattvå mahåsattvå˙ sattvånåµ k˚taßo ’saµkhyeyair 

aprameyai˙ kalpair nånåbuddhak≈etre≈v anuttaråµ samyaksaµbodhim 

abhisaµbudhyante.

LPG30r5-6
23
=  84.23-28. 

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå ye ≈a†su påramitåsu carantaß 

cakravartino bh∑två dånapåramitåµ purask˚tya sarvasattvånåµ 

sarvasukhopadhånåny upasaµhari≈yanti, annam annårthikebhya˙ pånaµ 

pånårthikebhya˙, evaµ gandhamålyavilepanac∑r∫adh∑paßayanåsano-

påßrayag˚hadhanadhånyama∫imuktåsuvar∫ar∑pyapra vå∂åbhara∫åni 

j¥vitopakara∫åni upasaµhari≈yanti, 

LPG 9-12
24
 = 85.12-20. 

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå ye tathågatasad˚ßam åtmabhåvam 

23　LPG30r4. satvånåµ k˚te tr¥n apåyapathån samucchinnatta˙ || : omited in PVsP(K), 
ÍsP(Gh): sattvånåµ tr¥n apåyapathåµ chidyanta˙.

24　LPG30r7-9. ßåradvat¥putra bodhisatvå mahåsatvå˙ prajñåpåramitåyåµ caranti • ye 
ß¥lapåramitåµ purask˚tya ... kåmaviveka ca  <sa>tvån prati≈†håpayanti • : omtted in PVsP(K), 
ÍsP(Gh): asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ ye ≈a†påramitåsu sthitvåµ ß¥lapåramitåµ 
purask˚tya … kåmaviveke ca sattvån prati≈†håpayanti.
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abhinirmåya tu≈itabhavanaµ parißodhya brahmakåyike≈u deve≈u yåvad 

akani≈†he≈u deve≈∑papadyopåyakaußalyena nairayikå∫åµ sattvånåµ 

dharmaµ deßayanti, tiryagyonigatånåµ sattvånåµ dharmaµ deßayanti, 

yåmalaukikånåµ sattvånåµ dharmaµ deßayanti.	 santi ßåriputra bodhi- 

sattvå mahåsattvå ye ≈a†su påramitåsu sthitvå yåd˚ßas tathågatakåyas 

tåd˚ßam åtmabhåvam abhinirmåya ga∆gånad¥vålukopamåni buddha- 

k≈etrå∫y upasaµkramya sattvånåµ dharmaµ deßayanti, tathågatåµß ca 

paryupåsate

ÍsP(Gh)

sattvå mahåsattvå ekajåtipratibaddhå veditavyå˙ /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå ≈a†su påramitåsu 

caranto lokadhåtor lokadhåtuµ saµkråmanti / tatra sattvån bodhau 

samådåpayanti / buddhak≈etrañ ca parißodhayanti / te khalu puna˙ 

ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ aprameyair asaµkhyeyai˙ kalpair 

anuttaråµ samyaksambodhim abhisambhotsyante /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ ≈a†su påramitåsu sthitvå 

nityam udyuktå˙ sattvånåµ k˚te / te na kadåcid anarthopasaµhitå vacam 

åbhå≈ante / nåpy anarthopasaµhitaµ kåyavå∆amanaskarmma kurvvanti /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ ≈a†su påramitåsu sthitvå sa 

tatrodyuktå˙ sattvånåµ k˚te buddhak≈etre∫a buddhak≈etraµ saµkråmanti / 

sattvånåµ tr¥n apåyapathåµ chidyanta˙ /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ ≈a†su påramitåsu sthitvå 

dånapåramitåyåµ purask˚tya sarvvasattvånåµ sarvvasukhopadhånam 

upasaµharanti / annam annårthikebhya˙ pånaµ pånårthikebhya˙ yånaµ 

yånårthikebhya˙ pu≈paµ pu≈pårthikebhya˙ gandhaµ gandhårthikebhya˙ 

målyaµ målyårthikebhya˙ vilepanaµ vilepanårthikebhya˙ ßayyåsanaµ 

ßayyåsanårthikebhya˙ {Ghosa1913, p. 276} vastraµ vastrårthikebhya˙ 

åbhara∫am åbhara∫årthikebhya˙ pråj¥vikaµ pråj¥vikårthikebhya˙ 
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upåßrayam upåßrayårthikebhya˙ kalpikaj¥vitapari≈kårån upasaµharanti /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ ye ≈a†påramitåsu sthitvå 

ß¥lapåramitåµ purask˚tya sattvån kåyavå∆mana˙samvare prati≈†håpayanti / 

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå ye ≈a†su påramitåsu sthitvå 

k≈åntipåramitåµ purask˚tyåkrodhavyåpåde sattvån prati≈†håpayanti /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå ye ≈a†su påramitåsu sthitvå 

v¥ryyapåramitåµ purask˚tya sarvvakußaladharmmåbhiyoge sattvån 

prati≈†håpayanti /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ ye ≈a†su påramitåsu sthitvå 

dhyånapåramitåµ purask˚tya ßamathaikågratåyåµ kåmaviveke ca sattvån 

prati≈†håpayanti /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ ye ≈a†su påramitåsu sthitvå 

prajñåpåramitåµ purask˚tya yåd˚ßa eva tathågatavigrahas tåd˚ßam 

åtmabhåvam abhinirmmåya nairayikå∫åµ sattvånåµ tiryyagyonigatånåµ 

sattvånåµ yåmalaukikånåµ sattvånåµ sarvvadurgatisamatikramåya 

dharmmaµ deßayanti /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ ye ≈a†su påramitåsu sthitvå 

yåd˚ßo buddhavigrahas tåd˚ßam åtmabhåvam abhinirmmåya p∑rvvasyån 

dißi ga∆gånad¥vålukopamåni buddhak≈etrå∫y upasaµkramya sattvebhyo 

dharmmaµ deßayanti / {Ghosa1913, p. 277} tathågatån paryyupåsante 

dharmmañ ca ß˚∫vanti / bodhisattvasaµghañ ca buddhak≈etragu∫avyuhåµß 

ca paßyanti /

Kj

當知是菩薩一生補處。

舍利弗、有菩薩摩訶薩無量阿僧祇劫修行、得阿耨多羅三藐三菩提。

舍利弗、有菩薩摩訶薩住六波羅蜜、常懃精進、利益衆生、不説無益之事。

舍利弗、有菩薩摩訶薩行六波羅蜜、常懃精進、利益衆生、從一佛國至一佛國、

斷衆生三惡道。
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舍利弗、有菩薩摩訶薩住六波羅蜜、以檀那爲首安樂一切衆生、須飮食與飮食・

衣服・臥具・瓔珞・花香・房舍・燈燭、隨人所須盡給與之。

舍利弗、有菩薩摩訶薩行般若波羅蜜時、變身如佛、爲地獄中衆生説法、爲畜生・

餓鬼中衆生説法。

舍利弗、有菩薩摩訶薩行六波羅蜜時、變身如佛、遍至十方如恒河沙等諸佛國土、

爲衆生説法、亦供養諸佛及淨佛國土、聞諸佛説法。

(LPG 30v) 
25

 Dhr 157b25-c9; Mo 8b7-18; Kj 226b20-c5; Xz(II) 20a21-b6; 

Xz(III)441a9-26; PvsP(K) I 85.20-29, 86.10-28; PvsP(D) 68.10-69.2, 69.10-

70.7; AdsP(Tib.U) ka 56b2-57b1; AdsP(Tib.S) ka 61a7-62a4; AdsP(Tib.Pk) ni 

37a5-b8; AdsP(Tib.D) ka 42a2-b5; PvsP(Tib.U) ka 79b2-80b1; PvsP(Tib.S) ka 

88a5-89a2; PvsP(Tib.Pk) nyi 69a5-70a3; PvsP(Tib.D) ka 67a6-68a3; IOL San 

1492/03 v2-6

1 te tatra buddhak≈etre≈u nimit[t]åni g˚h¥två udå(r)atarå∫i ca vißi≈†atarå∫(i) 

ca  buddhak≈etrå∫i ni≈pådayanti • eva  dak≈i∫asyåµ paßcimå[yå]m 

uttarasyå[m] adhaståd upari(≈†) .. yåvat
26

 sa-

2  mantåd  daßasu  dik≈v  ekaikasyån  dißi  gaµgånad¥vålukåsamåni 

buddhak≈etrå∫y upasaµkramya satvånåµ dharman deßayanti tathågatån 

paryupåsayanti dharmaµ ca ß˚∫van(t)i bodhisatva-

3 saµghaµ ca buddhak≈etravy∑håµß ca paßyanti • || te tatra buddhak≈etre≈u 

nimittåni  g˚h¥två  udåratarå∫i  ca  vißi≈†atarå∫i  ca  buddhak≈etrå∫i 

ni≈pådayanti • ekajåtipratibaddhå-

4 ß ca bodhisatvå mahåsatvås tatra buddhak≈etre≈u ni≈padyante • || asti 

ßåradvat¥putra bodhisatvå mahåsatvå ≈a†su påramitåsu caranto dvåtriµßatå 

mahåpuru≈a-

5 lak≈a∫ai˙ samanvågatå bh∑två uttaptai˙ parißud(dh)[ai]ß cend(r)iyai 

25　ÍsP(Gh) pp. 277-280; ÍsP(Tib.D) ka 167b1-170a2; Xz(I) 40c24-41a13.
26　upari(≈†) .. yåvat: Read upari(≈†)åd yåvat.　
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samanvågatå bhavanti • te tai˙ parißuddhair åtmabhåvai bahujanasya 

pr¥tipramådaµ janayaµti • || te bahujana-

6 sya p˚yåß ca bhavanti • manåpåß ca te ca satvås tenaiva cittaprasådakußala-

m∑lenånup∑rve∫a t˚bhir yånai◊h parinirvånti • || evaµ khalu ßåradvat¥putra 

bodhisatvena ma-

7 håsatvena prajñåpåramitåyåµ caratå kåyaparißuddhay[e] ßik≈itavyam* 

våkparißuddhaye mana˙parißuddhaye ca ßik≈itavyam* || asti ßåradvat¥putra 

bodhisatvå ma-

8 håsatvå ≈a†su påramitåsu caranta [u]ttaptån¥ndriyå∫i pratilabhante • te 

tai{˙}r uttaptair indriyair nåtmånam utkar≈ayaµti na parån paµsayaµti • 

asti ßåradvat¥putra bodhi-

9 satvå mahåsatvå prathamacittotpådam upådåya dånapåramitåyåµ 

ß¥lapåramitåyåµ  sthitvå  na  kadåcid  dåridryaµ  nigacchaµti  • na 

durgativinipåtaµ prapataµti • 

10 yåvan nåvaivartyabh∑mim anupråpnuvaµti • || asti ßåradvat¥putra 

bodhisatvå mahåsatvå prathamacittotpådam upådåya daßakußalåµ 

karmapathån na jåt∑ts˚janti yå-

11 van nåvaivartyabh∑mim anupråpnuvaµti • || asti ßåradvat¥putra 

bodhisatvå mahåsatvå˙ prathamacittotpådam upådåya daßakußalån 

karmapathån na jåt∑ts˚janti • yå-

12 (va)n (n)åvaivar(tya)bh(∑)mim anupråp(nu)vanti • || asti ßåradvat¥putra 

bodhisatvå mahåsatvå dånapåramitåyåµ ß¥lapåramitåyåµ ca sthitvå råjåno 

bhavanti cakravartina˙ 

PvsP(K) I

LPG30v1-4=85.20-29. 

buddhak≈etraµ ca ni≈pådayanti ,  dharmaµ ca ß˚∫vanti ,  evaµ 

p∑rvasyåµ dißi dak≈i∫asyåµ paßcimåyåm uttarasyåm uttarap∑rvasyåµ 

p∑rvadak≈i∫asyåµ dak≈i∫apaßcimåyåµ paßcimottarasyåm ∑rdhvam 
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adha˙ sarvåsu daßasu dik≈v ekaikasyåµ adißi ga∆gånad¥vålukopame≈u 

lokadhåtu≈u gatvå sattvånåµ dharmaµ deßayanti, buddhak≈etrå∫i ca 

ni≈pådayanti, buddhåµß ca paryupåsate, dharmaµ ca ß˚∫vanti, te tebhyo 

buddhak≈etrebhyo nirmitåni nirmåya ßre≈†håni vißi≈†åny anuttarå∫i 

buddhak≈etrå∫i ni≈pådayanti, ekajåtipratibaddhåß ca bodhisattvå 

mahåsattvås tatra tatra buddhak≈etre≈∑papadya nånåbuddhak≈etre≈v 

anuttaråµ samyaksaµbodhim abhisaµbudhyante. 

LPG30v4-12=86.10-28.

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå ye ≈a†påramitåsu caranto 

dvå t r iµßan mahåpuru≈a lak≈a∫å laµk˚ tam∑r tayo  n i ru t ta ra i˙ 

parißuddhair indriyai˙ samanvågatå bhavanti, te tai˙ parißuddhair 

indriyai˙ samanvågatå bahujanasya priyåß ca bhavanti, manaåpåß ca 

ye puna˙ sattvås tån bodhisattvån mahåsattvån paßyanti, te tenaiva 

cittaprasådenånup∑rve∫a tribhir yånai˙ parinirvånti, evaµ hi ßåriputra 

bodhisattvena mahåsattvena kåyaparißuddhaye ßik≈itavyaµ våkparißuddhaye 

ßik≈itavyaµ mana˙parißuddhaye ßik≈itavyam.

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå ye ≈a†su påramitåsu caranta 

uttaptån¥ndriyå∫i pratilabhante, te tair uttaptair indriyair nåtmånam 

utkar≈ayanti na parån paµsayanti.

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå ye prathamacittotpådam upådåya 

dånapåramitåyåµ ß¥lapåramitåyåµ sthitvå naivaµ kadåcid apåyadurgati-

vinipåte≈∑papadyante yåvad avinivartan¥yabh∑mim anupråpnuvanti.

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå ye prathamacittotpådam upådåya 

na jåtu daßakußalån karmapathån uts˚janti, yåvad avinivartan¥yåµ 

bh∑mim anupråpnuvanti.

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå ye dånapåramitåyåµ 

ß¥lapåramitåyåµ sthitvå råjånaß cakravartino bh∑två 

ÍsP(Gh)
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te tatra buddhak≈etre≈u nirmmitåni g˚h¥två udåratarå∫i ca vißi≈†atarå∫i 

ca buddhak≈etrå∫i ni≈pådyanty ekajåtipratibaddhåß ca bodhisattvå 

mahåsattvås tatra buddhak≈etre≈u ni≈padyante /

dak≈i∫asyåµ dißi ga∆gånad¥vålukopamåni buddhak≈etrå∫y upasaµkramya 

sattvebhyo dharmmaµ deßayanti / tathågatån paryyupåsante dharmmañ 

ca ß˚∫vanti / bodhisattvasa∆ghañ ca buddhak≈etragu∫avy∑håµß ca 

paßyanti / te tatra buddhak≈etre≈u nirmmitåni g˚h¥två udåratarå∫i ca 

vißi≈†atarå∫i ca buddhak≈etrå∫i ni≈pådayanty ekajåtipratilabdhåß ca 

bodhisattvå mahåsattvås tatra buddhak≈etre≈u ni≈padyante / paßcimåyåµ 

dißi ga∆gånad¥vålukopamåni buddhak≈etrå∫y upasaµkramya sattvebhyo 

dharmmaµ deßayanti / tathågatån paryupåsante / dharmmañ ca ß˚∫vanti 

bodhisattvasa∆ghañ ca buddhak≈etragu∫avy∑håµß ca paßyanti / te 

tatra buddhak≈etre≈u nirmmitåni g˚h¥två udåratarå∫i ca vißi≈†atarå∫i 

ca buddhak≈etrå∫i ni≈pådayanty ekajåtipratibaddhåß ca bodhisattvå 

mahåsattvå˙ tatra buddhak≈etre≈u ni≈padyante / uttarasyåµ dißi 

ga∆gånad¥vålukopamåni buddhak≈etrå∫y upasaµkramya sattvebhyo 

dharmmaµ deßayanti / tathågatån paryyupåsante / dharmmañ 

ca ß˚∫vanti bodhisattvasaµghañ ca buddhak≈etragu∫avy∑håµß ca 

paßyanti / te tatra buddhak≈etre≈u nirmmitåni g˚h¥två udåratarå∫i 

ca vißi≈†atarå∫i ca buddhak≈etrå∫i ni≈pådayanty ekajåtipratilabdhåß 

ca bodhisattvå mahåsattvå˙ tatra buddhak≈etre≈u ni≈padyante / 

uttarap∑rvvasyåµ dißi ga∆gånad¥vålukopamåni buddhak≈etrå∫y 

upasaµkramya sattvebhyo dharmmaµ deßayanti / tathågåtån 

{Ghosa1913, p .  278} paryyupåsante /  dharmmañ ca ß˚∫vant i 

bodhisattvasaµghañ ca buddhak≈etragu∫avy∑håµß ca paßyanti / te 

tatra buddhak≈etre≈u nirmmitåni g˚h¥två udåratarå∫i ca vißi≈†atarå∫i 

ca buddhak≈etrå∫i ni≈pådayanti / ekajåtipratilabdhåß ca bodhisattvå 

mahåsattvås tatra buddhak≈etre≈u ni≈padyante / p∑rvvadak≈i∫asyåµ 

dißi ga∆gånad¥vålukopamåni buddhak≈etrå∫i upasaµkramya sattvebhyo 
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dharmmaµ deßayanti / tathågatån paryyupåsante / dharmmañ ca 

ß˚∫vanti / bodhisattvasaµghañ ca buddhak≈etragu∫avy∑håµß ca paßyanti / 

te tatra buddhak≈etre≈u nirmmitåni g˚h¥två udåratarå∫i ca vißi≈†atarå∫i 

ca buddhak≈etrå∫i ni≈pådayanti / ekajåtipratilabdhåß ca bodhisattvå 

mahåsattvå˙ tatra buddhak≈etre≈u ni≈padyante / dak≈i∫apaßcimåyåµ 

dißi ga∆gånad¥vålukopamåni buddhak≈etrå∫y upasaµkramya sattvebhyo 

dharmmaµ deßayanti / tathågatån paryyupåsante dharmmaµ ß˚∫vanti 

bodhisattvasaµghañ ca buddhak≈etragu∫avy∑håµß ca paßyanti / te 

tatra buddhak≈etre≈u nirmmitåni g˚h¥två udåratarå∫i ca vißi≈†atarå∫i 

ca buddhak≈etrå∫i ni≈pådayanti / ekajåtipratilabdhåß ca bodhisattvå 

mahåsattvås tatra buddhak≈etre≈u ni≈padyante / paßcimottarasyåµ dißi 

ga∆gånad¥vålukopamåni buddhak≈etrå∫y upasaµkramya sattvebhyo 

dharmmaµ deßayanti / tathågatån paryyupåsante / dharmañ ca 

ß˚∫vanti / bodhisattvasaµghañ ca buddhak≈etragu∫avy∑håµ paßyanti / 

te tatra buddhak≈etre≈u nirmmitåni g˚h¥två udåratarå∫i ca vißi≈†atarå∫i 

ca buddhak≈etrå∫i ni≈pådayanti / ekajåtipratilabdhåß ca bodhisattvå 

mahåsattvå˙ tatra buddhak≈etre≈u ni≈padyante / adhaståd dißi 

ga∆gånad¥vålukopamåni buddhak≈etrå∫y upasaµkramya sattvebhyo 

dharmmaµ deßayanti / tathågatån paryyupåsante / dharmmañ ca ß˚∫vanti / 

bodhisattvasaµghañ ca buddhak≈etragu∫avy∑håß ca {Ghosa1913, p. 279} 

paßyanti / te tatra buddhak≈etre≈u nirmmitåni g˚h¥två udåratarå∫i ca 

vißi≈†atarå∫i ca buddhak≈etrå∫i ni≈pådayanti / ekajåtipratilabdhåß ca 

bodhisattvå mahåsattvå˙ tatra buddhak≈etre≈u ni≈padyante / upari≈†åd 

dißi ga∆gånad¥vålukopamåni buddhak≈etrå∫y upasaµkramya sattvebhyo 

dharmmaµ deßayanti / tathågatån paryyupåsante / dharmmañ ca 

ß˚∫vanti / bodhisattvasaµghañ ca buddhak≈etragu∫avy∑håµß ca paßyanti / 

te tatra buddhak≈etre≈u nirmmitåni g˚h¥två udåratarå∫i ca vißi≈†atarå∫i 

ca buddhak≈etrå∫i ni≈pådayanty ekajåtipratilabdhåß ca bodhisattvå 

mahåsattvås tatra buddhak≈etre≈u ni≈padyante /
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asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ ≈a†su påramitåsu caranto 

dvåtriµßatå mahåpuru≈alak≈a∫ai˙ samanvågatå bh∑två uttaptair 

aparißuddhaiß cendriyai˙ samanvågatå bhavanti / tais tai˙ parißuddhair 

åtmabhåvair bbahujanasya pr¥tiprasådaµ janayanti / te ca bahujanasya 

priyåß ca bhavanti / manåpåß ca te sattvås tenaiva cittaprasådakußala-

m∑lenånup∑rvve∫a tribhir yånai˙ parinirvvånti / evaµ khalu ßåradvat¥-

putra bodhisattvena mahåsattvena prajñåpåramitåyåµ caratå kåyapari-

ßuddhau ßik≈itavyaµ / våkyaparißuddhau ßik≈itavyaµ / mana˙parißuddhau 

ßik≈itavyaµ /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ ≈a†su påramitåsu {Ghosa1913, 

p. 280} caranta˙ uttaptån¥ndriyå∫i pratilabhante tair uttaptair indriyair 

åtmånam utkar≈ayanti na parån paµsayanti /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ prathamacittotpådam upådåya 

dånapåramitåyåµ ß¥lapåramitåyåñ ca sthitvå na kadåcid dåridryaµ 

gacchanti / na durgativinipåtaµ prapatanti / yåvan nåvaivarttikabh∑mim 

anupråpnuvanti /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ prathamacittotpådam upådåya 

daßakußalån karmmapathån na jåt∑ts˚janti / yåvan nåvaivarttikabh∑mim 

anupråpnuvanti /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ dånapåramitåyåµ 

ß¥lapåramitåyåñ ca sthitvå råjåno bhavanti cakravarttina˙ /

Kj

觀採十方淨妙國相、而已自起殊勝國土、其中菩薩摩訶薩皆是一生補處。

舍利弗、有菩薩摩訶薩行六波羅蜜時、成就三十二相諸根淨利。諸根淨利故、衆

人愛敬。以愛敬故、漸以三乘法而度脱之。如是、舍利弗、菩薩摩訶薩行般若波

羅蜜時、應學身清淨・口清淨。

舍利弗、有菩薩摩訶薩行六波羅蜜時、得諸根淨、以是淨根、而不自高、亦不下他。

舍利弗、有菩薩摩訶薩從初發心住檀那波羅蜜・尸羅波羅蜜、乃至阿惟越致地、
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終不墮三惡道。

舍利弗、有菩薩摩訶薩從初發心乃至阿惟越致地、常不捨十善行。

舍利弗、有菩薩摩訶薩住檀那波羅蜜・尸羅波羅蜜中、作轉輪聖王。

(LPG 31r)27
 Dhr 157c9-27; Mo 8b18-8c1; Kj 226c5-22; Xz(II) 20b6-28; Xz(III) 

441a26-b17; PvsP(K) I 86.28-87.4, 87.24-27, 88.21-25, 88.28-89.12; PvsP(D) 

70.7-13, 71.8-10, 72.13-73.11; AdsP(Tib.U) ka 57b1-58b2; AdsP(Tib.S) ka 62a4-

63b1; AdsP(Tib.Pk) ni 37b8-38b3; AdsP(Tib.D) ka 42b5-43b2; PvsP(Tib.U) ka 

80b1-81a8; PvsP(Tib.S) ka 89a2-90a2; PvsP(Tib.Pk) nyi 70a3-71a1; PvsP(Tib.D) 

ka 68a3-68b6

1 (te) daßakußa .. .. .. karm(a)pa .. .. [sa]tvån prati≈†h(åpa)yanti
28

 • dån(e)na 

p˚yavadyatayå satvån prati≈†åpayanti • || asti ßåradvat¥putra bodhisatvå 

mahåsatvå

2 dånapåramitåyåµ ß¥lapåramitåyåµ ca sthitvånekåni cakravartiråjyåni 

parig˚h∫aµti • || anekåni ca cakravartiråjyaßatasahasrå∫i kårayaµti || tatra 

ca sthitvå 

3 (’)nekåni buddhaßatasahasrå∫y årågayanti • || tåµß ca buddhåµ 

bhagavata˙ satkurvaµti gurukur[v]anti månayanti p∑jayaµti • || asti 

ßåradvat¥putra bodhisatvå mahå-

4 satvå ≈a†su påramitå≈u sthitvå satvånåµ dharmåvabhåsaµ kurvanti • 

åtmanå ca tena dharmåvabhåsena na kadåcid viharitå
29

 bhavaµti • yåvad 

anuttaråµ samyaksaµbodhim a-

5 bhisaµbudhyante • || ayaµ ßåradvat¥putra bodhisatvånåµ mahåsatvånå{sa}m 

udayo buddhadharme≈u tasmåt tarhi ßåradvat¥putra bodhisatvena mahåsatvena 

prajñåpåra-

27　 ÍsP(Gh) pp. 280-281; ÍsP(Tib.D) ka 170a2-171a2; Xz(I) 41a13-b7.
28　(te) daßakußa .. .. .. karm(a)pa .. .. [sa]tvån prati≈†h(åpa)yanti: ÍsP(Gh): te daßakußale≈u 
karmmapathe≈u sattvån prati≈†håpayanti.
29　viharitå: S. e. for virahitå.
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6 mitåyåµ caratå såvady[å]nåµ kåyavågmanaskarma∫åm avakåßo na 

då[t]avya˙ || evam ukte åyu≈måµ cchåradvat¥putro bhagavantam etad 

avocat* katama-

7 sya bhagavan bodhisatvasya mahåsatvasya såvadyaµ kåyakarma såvadyaµ 

våkkarma såvadyaµ manaskarma˙ bhagavån åha • yadå ßåradvat¥putra 

bodhisa-

8 tvasya mahåsatvasyaivaµ bhavati • ayaµ kåyo yena kåyåraµbhaµ kuryåt* 

ayaµ våg yayå vågåraµbhaµ kuryåt* idaµ mano yena manaåraµbhaµ 

kuryåt* ayaµ ßåradvat¥pu-

9 tra bodhisatvasya mahåsatvasya kåyavå∆manaskarmåraµbha˙ na 

ßåradvat¥putra bodhisatvo mahåsatva˙ prajñåpåramitåyåµ caran kåyam 

upalabhate na våcaµ 

10 na cittaµ upalabhate • sacec chåradvat¥putra bodhisatvo mahåsatva˙ 

prajñåpåramitåyåµ caran kåyam upalabhate na våcaµ na cittam 

upalabhate • || sacec chåradvat¥-

11 putra bodhisatvo mahåsatva˙ prajñåpåramitåyåµ caran kåyam upalabheta 

våcam upalabheta cittam upalabheta • yena kåyena våcå manaså måtsaryaci-

12 ttam utpådayet* || dau˙ß¥lyacittam utpådayed vyåpådacittam utpådayet 

kau[s]¥dyacittaµ vik≈epacittaµ dau≈prajñyacittam utpådayet* naivaµ 

ßåradvat¥putra veditavyam* yad bodhisatvo-

PvsP(K) I

LPG31r1-3=86.28-87.4.

dånaµ sattvebhyo dattvå tån eva daßakußalakarmapathe≈u prati≈†håpayanti.

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå ye dånapåramitåyåµ 

ß¥lapåramitåyåµ sthitvå anekåni cakravartiråjyaßatåni parig˚h∫anti, 

anekåni cakravartiråjyaßatasahasrå∫i parig˚h∫anti, tatra sthitvå 

anekåni ca buddhako†¥niyutaßatasahasrå∫i årågayanti, tåµß ca buddhån 

bhagavata˙ satkurvanti gurukurvanti månayanti p∑jayanti, tato ’nuttaråµ 
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samyaksaµbodhim abhisaµbudhyante. 

LPG31r3-5=87.24-27. 

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå ye ≈a†su påramitåsu sthitvå sattvånåµ 

buddhadharmåvabhåsaµ kurvanti, åtmanåpi buddhadharmåvabhåsenåvirahitå 

bhavanti, yåvad anuttaråµ samyaksaµbodhim abhisaµbudhyante. 

LPG31r3-5=88.21-25. 

am¥ ßåriputråvaivartikå bodhisattvå mahåsattvå ye≈åm ayam udayo 

buddhadharme≈u tasmåt tarhi ßåriputra bodhisattvena mahåsattvena 

prajñåpåramitåyåµ caratå såvadyasya kåyavå∆manaskarma∫o ’vakåßo na 

dåtavya˙ 

LPG31r6-12=88.28-89.12.

evam ukte åyu≈mån ßåriputro bhagavantam etad avocat: katamad bhagavan 

såvadyaµ kåyakarma såvadyaµ våkkarma såvadyaµ manaskarma?

evam ukte bhagavån åyu≈mantaµ ßåriputram etad avocat: iha ßåriputra 

bodhisattvasya mahåsattvasyaivaµ bhavati, katama˙ sa kåya˙, yena 

kåyena kåyakarma samårabheya, katamå så våg, yayå våkkarma 

samårabheya, katamat tan mana˙, yena manaskarma samårabheya? 

evam upapar¥k≈amå∫a˙ kåyam upalabhate, våcam upalabhate, 

mana upalabhate, ayaµ ßåriputra bodhisattvasya mahåsattvasya 

kåyavå∆manaskarmasamårambha˙ såvadya˙.

na khalu puna˙ ßåriputra bodhisattvo mahåsattva˙ prajñåpåramitåyåµ 

caran kåyam upalabhate, na våcam upalabhate, na mana upalabhate, yena 

kåyena våcå manaså måtsaryadau˙ß¥lyavyåpådakaus¥dyavik≈epadau≈prajña-

cittam utpådayet. asthånam etac chåriputrånavakåßo yad bodhisattvo

ÍsP(Gh)

te daßakußale≈u karmmapathe≈u sattvån prati≈†håpayanti / dånena ca 

priyavadyatayå sattvån saµg˚h∫anti /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå dånapåramitåyåµ 
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ß¥lapåramitåyåñ ca sthitvånekåni cakravarttiråjyåni parig˚h∫anty 

anekåni cakravarttiråjyaßatasahasrå∫i kårayanti / tatra ca sthitvånekåni 

buddhako†¥ßatasahasråny årågayanti / tåµß ca buddhån bhagavata˙ 

satkurvvanti gur∑kurvvanti månayanti p∑jayanti sarvvopakara∫ai˙ 

sarvvap∑jåbhiß ca /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ ≈a†su påramitåsu 

sthitvå satvånåµ mithyåd˚≈†itam a≈†hånåµ dharmmåvabhåsaµ 

kurvvanti / åtmanå {Ghosa1913, p. 281} ca tena dharmmåvabhåsena 

na kadåcid virahitå bhavanti / yåvad anuttaråµ samyaksambodhim 

abh i sambudhyan t e  /  a yaµ ßå radva t ¥ pu t ra  b odh i sa t t vånåµ 

mahåsattvånåm udayo buddhadharmme≈u / tasmåt tarhi ßåradvat¥putra 

bodhisattvena mahåsattvena prajñåpåramitåyåµ caratå såvadyånåµ 

kåyavå∆manaskarmma∫åm avakåßo na dåtavya˙ / evam ukte åyußmåñ 

chåradvat¥putro bhagavantam etad avocat / katamaµ bhagavan 

bodhisattvasya mahåsattvasya såvadyaµ kåyakarmma såvadyaµ 

våkkarmma såvadyaµ mana˙karmmå / bhagavån åha / yadå 

ßåradvat¥putra bodhisattvasya mahåsattvasyaivaµ bhavati / ayaµ kåyo 

yena kåyårambha kuryyåµ / iyaµ vågyayå vågårambhaµ kuryyåµ / idaµ 

mano yena manaårambhaµ kuryyåµ / ayaµ ßåradvat¥putra bodhisattvasya 

mahåsattvasya såvadyakåyavå∆mana˙karmmårambha˙ / na hi 

ßåradvat¥putra bodhisattvo mahåsattva˙ prajñåpåramitåyåµ caran kåyam 

upalabhate / na våcam upalabhate / na cittam upalabhate / yena kåyena 

yayå våcå yena manaså måtsaryyacittam utpådayet* dau˙ß¥lyacittaµ 

vyåpådacittaµ kauß¥dyacittaµ vik≈epacittaµ dau≈prajñacittam utpådayet* 

naivaµ ßåradvat¥putra veditavyam / yad bodhisattvo

Kj

安立衆生於十善道、亦以財物布施衆生。

舍利弗、有菩薩摩訶薩住檀那波羅蜜・尸羅波羅蜜、無量千萬世作轉輪聖王、値
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遇無量百千諸佛、供養・恭敬・尊重・讃歎。

舍利弗、有菩薩摩訶薩常爲衆生以法照明、亦以自照、乃至阿耨多羅三藐三菩提、

終不離照明。舍利弗、是菩薩摩訶薩於佛法中已得尊重。舍利弗、以是故、菩薩

摩訶薩行般若波羅蜜時、身・口・意不淨、不令妄起」

舍利弗白佛言「世尊、云何菩薩身業不淨、口業不淨、意業不淨」 

佛告舍利弗「若菩薩摩訶薩作是念『是身、是口、是意、如是取相作縁』。

舍利弗、是名身・口・意不淨。

舍利弗、菩薩摩訶薩行般若波羅蜜時、不得身、不得口、不得意。

舍利弗、菩薩摩訶薩行般若波羅蜜時、若得身、若得口、若得意、用是得身・口・

意故、能生慳心・犯戒心・瞋心・懈心・亂心・愚心。

(LPG 31v)30
 Dhr 157c27-158a15; Mo 8c1-11; Kj 226c22~227a12; Xz(II) 

20b28-c23; Xz(III) 441b17-c10; PvsP(K) I 89.12-90.10; PvsP(D) 73.11-

74.17; AdsP(Tib.U) ka 58b2-59b1; AdsP(Tib.S) ka 63b1-64b4; AdsP(Tib.

Pk) ni 38b3-39a6; AdsP(Tib.D) ka 43b2-44a7; PvsP(Tib.U) ka 81a8-82b1; 

PvsP(Tib.S) ka 90a2-91a5; PvsP(Tib.Pk) nyi 71a1-b8; PvsP(Tib.D) ka 68b6-

69b4

1 mahåsatva prajñåpåramitåyåµ caran kåyavå∆manodau≈†hulyam utpå<da>ye 

nedaµ sthånaµ v[i]dyate • || ya˙ ßåradvat¥putra bodhisatvo mahåsatva˙ ≈a†su 

påramitåsu caran kåyadau≈†hulyaµ

2 ßodhayati || vå∆manodau≈†hulyaµ ßodhayati • || idaµ ßåradvat¥putra 

bodhisatvasya mahåsatvasyånavadyaµ kåyavå∆manaskarma åha • kathaµ 

punar bhagavan bodhisatvo mahå-

3  satva  kåyadau≈†hulyaµ  ßodhayati  vågdau≈†hulyaµ  ßodhayati  • 

manodau≈†hulyaµ ßodhayati • || bhagavån åha • yadå ßåradvat¥putra 

bodhisatvo ma[hå]sa[tvo] na kåya-

30　 ÍsP(Gh) pp.281-283; ÍsP(Tib.D) ka 171a2-172a3; Xz(I) 41b7-c9 .
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4 m upalabhate na våcaµ na mana{˙}-m-upalabhyate
31

 • || evaµ khalu 

ßåradvat¥putra [bo]dhisatvo mahåsatva kåyavå∆manodau≈†hulyaµ ßodhayati • ||

5  punar  aparaµ  ßåradvat ¥putra  yadå  bodhisa tvo  mahåsatva˙ 

prathamacittotpådam upådåya daßakußal[å]n karmapathån samådåya 

vartate • || 

6 na ßråvakacittaµ vå pratyekabuddhacittaµ votpådayaty evaµ bodhisa[tv]a- 

sya mahåsatvasya kåyavå∆manodau≈†<h>ulyaµ parißuddham iti vadåmi [• ||] 

asti ßåra-

7 dvat¥putra bodhisatvå mahåsatvå˙ prajñåpåramitåyåµ caranto 

bodhimårgaµ  parißodhayamånå dånapåramitåyåµ caraµti ß¥lapåra-

8 mitåyåµ k≈åntipåramitåyåµ v¥ryapåramitåyå<µ> dhyånapåramitåyåµ 

caranti • åha • katamo bhagavaµ bodhisatvasya mahåsatvasya bodhi-

9 mårga˙ bhagavån åha • yadå ßåradvat¥putra bodhisatvo mahåsatva˙ na 

kåyam upala<bha>te na våcaµ na mana-m-upalabhate
32

 • na dånapåra-

10 mitåm upalabhate • na ß¥lapåramitåµ na k≈åntipåramitåµ na 

v¥ryapåramitåµ na dhyånapåramitåµ na prajñåpåramitå{µ}m upalabhate • 

na [ßr]åva-

11 kayånam upalabhate • na pratyekabuddhayånaµ na bodhisatvayånaµ 

na buddhayånam upalabhate • || ayaµ ßåradvat¥putra bodhisatvasya 

mahåsatva-

12 (sya) bodhimårga˙ yad uta sarvadharmån (u)[pala]µ(bha)[  ̇a]nåy(∑)håniry∑hatå
33

• 

anena ßåradvat¥putra mårge∫a bodhisatvå mahåsatvå ≈a†su pårami-

PvsP(K) I

mahåsattva˙ prajñåpåramitåyåµ caran kåyavå∆manodau≈†hulyam 

utpådayet, naitat sthånaµ vidyate. tat kasya heto˙? tathå hi ßåriputra 

31　na mana{˙}-m-upalabhyate: PvsP(K): na mana upalabhate, ÍsP(Gh): na cittam upalabhate.
32　na mana-m-upalabhyate: PvsP(K): na mana upalabhate, ÍsP(Gh): na cittam upalabhate.
33　sarvadharmån (u)[pala]µ(bha)[˙ a]nåy(∑)håniry∑hatå: ÍsP(Gh): yad uta sarvvadharmmån 
upalambhato anåy∑håniy∑hatå.
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bodhisattvo mahåsattva˙ ≈a†su påramitåsu caran kåyadau≈†hulyaµ 

ßodhayati, vågdau≈†hulyaµ ßodhayati, manodau≈†hulyaµ ßodhayati.

ß å r i pu t ra  åha :  ka thaµ bhagavan bodh i sa t t v o  mahåsa t t va˙ 

kåyavå∆manodau≈†hulyaµ ßodhayati?

bhagavån åha: yata˙ ßåriputra bodhisattvo mahåsattvo na kåyam 

upalabhate, na våcam upalabhate, na mana upalabhate.

evaµ hi ßåriputra bodhisattvo mahåsattva˙ kåyavå∆manodau≈†hulyaµ 

ßodhayati, sacet puna˙ ßåriputra bodhisattvasya mahåsattvasya 

prathamacittotpådam upådåya daßa kußalå˙ karmapathå anuvartante, 

na ca ßråvakacittaµ pratyekabuddhacittaµ cotpådayati, satatasamitaµ 

cåsya sarvasattve≈u mahåkåru∫åcittaµ pratyupasthitaµ bhavati. evaµ 

hi ßåriputra bodhisattvasya mahåsattvasya kåyavå∆manodau≈†hulyaµ 

ßuddham iti vadåmi.

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå ye prajñåpåramitåyåµ caranto 

bodhimårgaµ parißodhayanto dånapåramitåyåµ caranti, ß¥lapåramitåyåµ 

caranti, k≈åntipåramitåyåµ caranti, v¥ryapåramitåyåµ caranti, 

dhyånapåramitåyåµ caranti, prajñåpåramitåyåµ caranti.

ßåriputra åha: katamo bhagavan bodhisattvånåµ mahåsattvånåµ 

bodhimårga˙?

bhagavån åha: yadå ßåriputra bodhisattvo mahåsattva˙ prajñåpåramitåyåµ 

caran na kåyam upalabhate, na våcam upalabhate, na mana upalabhate, 

na dånapåramitåm upalabhate, na ß¥lapåramitåm upalabhate, na 

k≈åntipåramitåm upalabhate, na v¥ryapåramitåm upalabhate, na 

dhyånapåramitåm upalabhate, na prajñåpåramitåm upalabhate, na 

ßråvakam upalabhate, na pratyekabuddham upalabhate, na bodhisattvam 

upalabhate, na buddham upalabhate. ayaµ ßåriputra bodhisattvasya 

mahåsattvasya bodhimårgo yad uta sarvadharmånupalambho ’nena 

mårge∫a gacchan bodhisattvo mahasattva˙ ≈a†su pårami-
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ÍsP(Gh)

mahåsattva˙ prajñåpåramitåyåµ caran kåyadau≈†hulyam utpådayet 

vågdau≈†hulyam utpådayet manodau≈†hulyam utpådayet nedaµ sthånaµ 

vidyate / tat kasya hetos tathå hi ßåradvat¥putra bodhisattvo mahåsattvå˙ 

≈a†su påramitåsu caran kåyadau≈†hulyaµ ßodhayati vågdau≈†hulyaµ 

{Ghosa1913, p. 282} ßodhayati manodau≈†hulyaµ ßodhayati / idaµ 

bodhisattvasya mahåsattvasyånavadyaµ kåyakarmma anavadyaµ 

våkkarmma anavadyaµ manaskarmma / åha kathaµ punar bhagavan 

bodhisattvo mahåsattva˙ kåyadau≈†hulyaµ ßodhayati vågdau≈†hulyaµ 

ßodhayati manodau≈†hulyaµ ßodhayati / bhagavån åha yadå ßåradvat¥putra 

bodhisattvo mahåsattvo na kåyam upalabhate na våcam upalabhate 

na cittam upalabhate / evaµ ßåradvat¥putra bodhisattvo mahåsattva˙ 

kåyadau≈†hulyaµ ßodhayati vågdau≈†hulyaµ ßodhayati manodau≈†hulyaµ 

ßodhayati /

punar aparaµ ßåradvat¥putra bodhisattvo mahåsattva˙ prathamacittotpådam 

upådåya daßakußalån karmmapathån samådåya varttate / na ßråvakacittaµ 

vå pratyekabuddhacittaµ votpådayati / satatasamitañ cåsya sarvvasattve≈u 

mahåkaru∫åcittaµ pratyupasthitaµ bhavati / evaµ bodhisattvasya 

mahåsattvasya kåyadau≈†hulyaµ vågdau≈†hulyaµ manodau≈†hulyaµ 

parißuddham iti vadåmi /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ prajñåpåramitåyåµ caranto 

bodhisattvamårgaµ parißodhayamånå˙ dånapåramitåyåµ caranti / 

ß¥lapåramitåyåµ caranti / k≈åntipåramitåyåµ caranti / v¥ryyapåramitåyåµ 

caranti / dhyånapåramitåyåµ caranti / åha katamo bhagavan bodhisattvasya 

mahåsattvasya bodhimårga˙ / bhagavån åha / yadå ßåradvat¥putra 

bodhisattvo mahåsattva˙ prajñåpåramitåyåµ caran na kåyam upalabhate / 

na våcam upalabhate / na cittam upalabhate / na dånapåramitåm 

upalabhate / na ß¥lapåramitåm upalabhate / na k≈åntipåramitåm 

upalabhate / na v¥ryyapåramitåm upalabhate / na dhyånapåramitåm 
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upalabhate / na prajñåpåramitåm upalabhate / na ßråvakayånam 

upalabhate {Ghosa1913, p. 283} / na pratyekayånam upalabhate / na 

samyaksambuddhayånam upalabhate / ayaµ ßåradvat¥putra bodhisattvasya 

mahåsattvasya bodhimårga˙ / yad uta sarvvadharmmån upalambhato 

anåy∑håniy∑hatå / anena ßåradvat¥putra mårge∫a bodhisattvå mahåsattvå˙ 

≈a†su påramit-

Kj

當知是菩薩行六波羅蜜時、不能除身・口・意麤業」 

舍利弗白佛言「世尊、菩薩摩訶薩云何除身・口・意麤業」 

佛告舍利弗「若菩薩摩訶薩不得身・口・意、如是菩薩摩訶薩能除身・口・意麤業。

復次、舍利弗、若菩薩摩訶薩從初發意行十善道、不生聲聞心、不生辟支佛心、

如是菩薩摩訶薩能除身・口・意麤業。 

復次、舍利弗、有菩薩摩訶薩行般若波羅蜜淨佛道時、行檀那波羅蜜・尸羅波羅蜜・

羼提波羅蜜・毘梨耶波羅蜜・禪那波羅蜜、是名菩薩摩訶薩除身・口・意麤業」 

舍利弗白佛言「世尊、何等是菩薩摩訶薩佛道」

佛告舍利弗「佛道者、若菩薩摩訶薩不得身、不得口、不得意、不得檀那波羅蜜、

不得尸羅波羅蜜、不得羼提波羅蜜、不得毘梨耶波羅蜜、不得禪那波羅蜜、不得

般若波羅蜜、不得聲聞、不得辟支佛、不得菩薩、不得佛。

舍利弗、是名菩薩摩訶薩佛道、所謂一切諸法不可得故。

舍利弗、有菩薩摩訶薩行六波羅蜜時、

(LPG 32r)34 Dhr 158a16-b10; Mo 8c11-25; Kj 227a12-29; Xz(II) 20c23-21a24; 

Xz(III) 441c10-442a9; PvsP(K) I 90.10-91.18; PvsP(D) 74.17-76.9; AdsP(Tib.

U) ka 59b1-60b5; AdsP(Tib.S) ka 64b4-66a5; AdsP(Tib.Pk) ni 39a6-40a3; 

AdsP(Tib.D) ka 44a7-45a6; PvsP(Tib.U) ka 82b1-84a3; PvsP(Tib.S) ka 

91a5-93a4; PvsP(Tib.Pk) nyi 71b8-73a6; PvsP(Tib.D) ka 69b4-71a3

34　ÍsP(Gh) pp. 283-287; ÍsP(Tib.D) ka 172a3-174a2; Xz(I) 41c9-42a28.
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1 (tåsu cara)nt(o) gacchant[i] 
35

 • te na ßakyate kenacid avamard[i]tu(µ) • åha 

• kathaµ [c]aranto bhagavan bodhisatvå mahåsatvå anava[ma]rdyå bhavaµti 

|| bhagavån åha • [ya]då ßåradvat¥putra

2 (bodhi)[sa]två mahåsatvå ≈a†su påramitås(u) caranto r∑pan na manyante • 

vedanåµ saµjñåµ saµskårån vijñånan na manyante • || cak≈ur∑pam api na 

manyante • yåvan manodharmån api na manyante •

3 [p]˚thiv¥dhåt[u]µ na manyante • ab[dh]åtuµ tejodhåtuµ våyudhåtum 

åkåßadhåtuµ vijñånadhåtuµ na manyante • cak≈urdhåtuµ na manyante • 

r∑padhåtuµ na manyante • cak≈urvijñånadhåtuµ na manyante •

4 evaµ na ßrotradhåtuµ na ßab[d]adhåtuµ na ßrotravijñånadhåtuµ na 

ghrå∫adhåtuµ na gandhadhåtuµ na ghrå∫avijñånadhåtuµ • na jihvådhåtuµ 

na rasadhåtuµ na jihvåvijñånadhåtuµ • na kåyadhåtuµ na

5 [s]pra≈†avyadhåtuµ na kåyavijñånadhåtuµ na manodhåtuµ na manyante • || 

dharmadhåtu<µ> na manyante • manovijñånadhåtu<µ> na manyante • na 

dånaµ manyante na ß¥laµ na k≈åntiµ na v¥ryaµ na dhyånaµ na

6 prajñåµ manyante • || na catvåri sm˚tyupasthånåni manyante na yåvad 

åryå≈†åµgaµ mårgaµ manyante • || na daßa tathågatabalåni na catvåri 

vaißåradyåni na catasra pratisaµvido nå[≈†](å)- 
36

7 daßå{µ}ve∫¥kån buddhadharmån manyante • na srotåpattiphalaµ 

manyante •[ || na] yåvad arhatvaµ manyante • na pratyekabodhiµ manyante • 

nånuttaråµ samyaksaµbodhi(µ) manyante • na saµsåraµ na ni[rv](å)-

8 ∫aµ manyante • || evaµ khalu ßåradvat¥putra bodhisatvå mahåsatvå 

≈a∂bhi˙ påramitåbhi{˙}r vivardhante [na ca k]enacid avamardyante • || asti 

ßåradvat¥putra bodhisatvå mahå-

9 satvå [≈]a[†]su påramitåsu sthitvå sarvajñajñånaµ parip∑rayaµti • || yena 

jñånena samanvågatå na jåtv apåye≈∑papadyante na manu≈yadåridrya{µ}m 

anubhavanti • na tathå

35　(tåsu cara)nt(o) gacchant[i]: ÍsP(Gh): tåsu caranto gacchanti.
36　この箇所は folio の裏側がめくれた部分に || (double da∫∂a) が記されている .
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10 r∑pam åtmabhåvaµ parig˚h∫anti || yenåtmabhåvena {na} ni[nd]an¥yå 

bhaveyu sadevamånu≈åsurasya lokasya • || athåyu≈måc chåravdat¥putro 

bhagavanta-

11 m etad avocat* katamad bhagavan bodhisatva[sy]a mahåsatvasya jñånaµ • 

bhagavå[n] åha • yena ßåradvat¥putra jñånena samanvågato bodhisatvo 

mahåsatva˙ 

12  (p∑)rvasyån  dißi  gaµgånad¥vålukopamåµs tathågatån  arhata˙ 

samyaksaµbuddhån paßyanti • dharmaµ ca ß˚∫oti saµghaµ ca paßyati • [bu]-

ddhak≈etrag[u]<∫a>vy∑håµß
37

 ca paßya[t]i

PvsP(K) I

tåsu caran na ßakyo ’vamarditum.

ity aßaktyavavåda˙

punar aparaµ ßåriputra bodhisattvo mahåsattva˙ ≈a†su påramitåsu caran 

na r∑paµ manyate, na vedanåµ manyate, na saµjñåµ manyate, na 

saµskårån manyate, na vijñanaµ manyate, na p˚thiv¥dhåtuµ manyate, 

nåbdhåtuµ manyate, na tejodhatuµ manyate, na våyudhåtuµ manyate, 

nåkåßadhåtuµ manyate, na vijñånadhatuµ manyate, na cak≈urdhåtuµ 

manyate, na r∑padhåtuµ manyate, na cak≈urvijñånadhåtuµ manyate, na 

ßrotradhåtuµ manyate, na ßabdadhåtuµ manyate, na ßrotravijñånadhåtuµ 

manyate, na ghrå∫adhåtuµ manyate, na gandhadhåtuµ manyate, na 

ghrå∫avijñånadhåtuµ manyate, na jihvådhåtuµ manyate, na rasadhåtuµ 

manyate, na jihvåvijñånadhåtuµ manyate, na kåyadhåtuµ manyate, 

na spra≈†avyadhåtuµ manyate, na kåyavijñånadhåtuµ manyate, na 

manodhåtuµ manyate, na dharmadhåtuµ manyate, na manovijñånadhåtuµ 

manyate, na sm˚tyupasthånåni manyate, na samyakprahå∫åni manyate, 

narddhipådån manyate, nendriyå∫i manyate, na balåni manyate, na 

bodhya∆gåni manyate, na mårgaµ manyate, na dånapåramitåµ manyate, na 

37　[bu]ddhak≈etrag[u]<∫a>vy∑håµß: ÍsP(Gh): buddhak≈etragu∫avy∑håµß.
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ß¥lapåramitåµ manyate, na k≈åntipåramitåµ manyate, na v¥ryapåramitåµ 

manyate, na dhyånapåramitåµ manyate, na prajñåpåramitåµ manyate, na 

vaißåradyåni manyate, na pratisaµvido manyate, na daßatathågatabalåni 

manyate, nå≈†ådaßåve∫ikån buddhadharmån manyate, na srotaåpattiphalaµ 

manyate, na sak˚dågamiphalaµ manyate, nånågåmiphalaµ manyate, 

nårhattvaµ manyate, na pratyekabodhiµ manyate, na bodhisattvaµ 

mahåsattvaµ manyate, nånuttaråµ samyaksaµbodhiµ manyate. evaµ hi 

ßåriputra bodhisattvo mahåsattva˙ ≈a∂bhi˙ påramitåbhir vardhate, na ca 

kenacid avam˚dyate.

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå ye prajñåpåramitåyåµ sthitvå 

sarvajñajñånaµ parip∑rayanti, yena jñånena samanvågatånåµ sarvå∫y 

apåyadvårå∫i pithitåni bhavanti, nåpi manu≈yadåridryavipattim 

anubhavanti, nåpi tåd˚ßam åtmabhåvaµ parig˚h∫anti, yena nindyå 

bhavanti sadevakasya lokasya.

ity aparißråntyavavåda˙

ßåriputra åha: katamad bhagavan bodhisattvasya mahåsattvasya 

sarvajñajñånam?

bhagavån åha: yena jñånena samanvågato bodhisattvo mahåsattva˙ 

p∑rvasyåµ diß i ga∆gånad¥vålukopamåµs tathågatån arhata˙ 

samyaksaµbuddhån paßyati te≈åµ ca dharmadeßanåµ ß˚∫oti, saµghaµ ca 

paryupåste, buddhak≈etravißuddhiµ ca paßyati, 

ÍsP(Gh)

tåsu caranto gacchanti / te na ßakyo kenacid avamardituµ / åha kathaµ 

caranto bhagavan bodhisattvå mahåsattvå˙ anavamardyå bhavanti / 

bhagavån åha / yadå bodhisattvå mahåsattvå˙ ≈a†su påramitåsu caranto 

na r∑paµ manyante na vedanåµ manyante na saµjñåµ manyante 

na saµskårån manyante na vijñåmaµ manyante cak≈∑r∑pam api na 

manyante / ßrotraßabdån api na manyante / ghrå∫agandhån api na 



Gilgit 写本 Larger Prajñåpåramitå の翻刻研究 （175）

manyante / jihvårasån api na manyante / kåyasparßån api na manyante / 

manodharmmån api na manyante / p˚thiv¥dhåtuµ na manyante / abdhåtuµ 

na manyante / tejodhåtuµ na manyante / våyudhåtuµ na manyante / 

åkåßadhåtuµ na manyante / vijñånadhåtuµ na manyante / cak≈urdhåtuµ 

na manyante / r∑padhåtuµ na manyante / cak≈urvvijñånadhåtuµ 

na manyante / ßrotradhåtuµ na manyante / ßabdadhåtuµ na 

manyante / ßrotravijñånadhåtuµ na manyante / ghrå∫adhåtuµ na 

manyante / gandhadhåtuµ na manyante / ghrå∫avijñånadhåtuµ 

na manyante  /  j ihvådhåtuµ na manyante  /  rasadhåtuµ na 

manyante / jihvåvijñånadhåtuµ na manyante / kåyadhåtuµ na manyante / 

spra≈†avyadhåtuµ na manyante / kåyavijñånadhåtuµ na manyante / 

manodhåtuµ na {Ghosa1913, p. 284} manyante / dharmmadhåtuµ na 

manyante / manovijñånadhåtuµ na manyante / prat¥tyasamutpådaµ 

na manyante / dånaµ na manyante / ß¥laµ na manyante / k≈åntiµ na 

manyante / v¥ryyaµ na manyante / dhyånaµ na manyante / prajñåµ na 

manyante / adhyåtmaß∑nyatåµ na manyante / bahirddhåß∑nyatåµ na 

manyante / adhyåtmabahirddhåß∑nyatåµ na manyante / ß∑nyatåß∑nyatåµ 

na manyante / mahåß∑nyatåµ na manyante / paramårthaß∑nyatåµ na 

manyante / saµsk˚taß∑nyatåµ na manyante / asaµsk˚taß∑nyatåµ na 

manyante / atyantaß∑nyatåµ na manyante / anavarågraß∑nyatåµ na 

manyante / anavakåraß∑nyatåµ na manyante / prak˚tiß∑nyatåµ na 

manyante / sarvvadharmmaß∑nyatåµ na manyante / svalak≈a∫aß∑nyatåµ 

na manyante / anupalambhaß∑nyatåµ na manyante / {Ghosa1913, p. 

285} abhåvaß∑nyatåµ na manyante / svabhåvaß∑nyatåµ na manyante / 

abhåvasvabhåvaß∑nyatåµ na manyante / catvåri sm˚tyupasthånåni na 

manyante / catvåri samyakprahå∫åni na manyante / catura ˚ddhipådån 

na manyante / pañcendriyå∫i na manyante / sapta bodhya∆gåni na 

manyante / åryyå≈†å∆gamårgaµ na manyante / catvåry åryyasatyåni na 

manyante / catvåri dhyånåni na manyante / catvåryy apramå∫åni na 
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manyante / catasra år∑pyasamåpatt¥r na manyante / a≈†au vimok≈ån na 

manyante / navånup∑rvvavihårasamåpatt¥r na manyante / ß∑nyatåµ na 

manyante / ånimittaµ na manyante / apra∫ihitaµ na manyante / abhijñåµ 

na manyante / dhåra∫¥mukhåni na manyante / daßa tathågatabalåni na 

manyante / catvåri vaißåradyåni na manyante / catasra˙ pratisamvido na 

manyante / mahåmaitr¥µ na manyante / mahåkaru∫åµ na manyante / 

a≈†ådaßåve∫ikån baddhadharmmån na manyante / ßrotaåpattiphalaµ 

na manyante / sak˚dågåmiphalaµ na manyante / anågåmiphalaµ 

na manyante / arhattvaµ na manyante / pratyekabodhiµ na 

manyante / mårgåkårajñatåµ na manyante / sarvvåkårajñatåµ na 

manyante / anuttaråµ samyaksambodhiµ na manyante / saµsåraµ 

na manyante / nirvvå∫aµ na manyante / evaµ khalu ßåradvat¥putra 

bodhisattvå mahåsattvå˙ ≈a∂bhi˙ påramitåbhir vvivarddhante / na ca 

kenacid avamardyante /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ ≈a†su påramitåsu sthitvå 

sarvvajñajñånaµ parip∑rayanti / yena jñånena samanvågatå na 

jåtvapåye≈∑papadyante / na manu≈yadåridryam anubhavanti / na 

tathår∑pam {Ghosa1913, p. 286} åtmabhåvaµ parig˚h∫anti yenåtmabhåvena 

nindan¥yå bhavanti sadevamånu≈åsurasya lokasya / athåyu≈måñ 

chåradvat¥putro bhagavantam etad avocat / katamaµ bhagavan 

bodhisattvasya mahåsattvasya sarvvajñajñånaµ yena jñånena samanvågatå 

bodhisattvå mahåsattvå na jåtvapåye≈∑papadyante / na manu≈yadåridryam 

anubhavanti / na tathår∑pam åtmabhåvaµ parig˚h∫anti yenåtmabhåvena 

nindan¥yo bhavati sadevamånu≈åsurasya lokasya /

bhagavån åha / yena ßåradvat¥putra jñånena samanvågato bodhisattvo 

mahåsattva˙ p∑rvvasyåµ dißi ga∆gånad¥vålukopame≈u lokadhåtu≈u 

ga∆gånad¥vålukopamåµs tathågatån arhata˙ samyaksambuddhån paßyati / 

dharmmañ ca ß˚∫oti bodhisattvasaµghañ ca buddhak≈etragu∫avy∑håµß ca 

paßyati / yena jñånena samanvågato bodhisattvo mahåsattvo dak≈i∫asyåµ 
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dißi ga∆gånad¥vålukopame≈u lokadhåtu≈u ga∆gånad¥vålukopamåµs 

tathågatån arhata˙ samyaksambuddhån paßyati / dharmmañ ca 

ßr∫oti bodhisattvasaµghañ ca buddhak≈etragu∫avy∑håµß ca paßyati / 

yena jñånena samanvågato bodhisattvo mahåsattva˙ paßcimåyåµ dißi 

ga∆gånad¥vålukopame≈u lokadhåtu≈u ga∆gånad¥vålukopamåµs 

tathågatån arhata˙ samyaksambuddhån paßyati / dharmmañ ca 

ß˚∫oti / bodhisattvasaµghañ ca buddhak≈etragu∫avy∑håß ca paßyati / 

yena jñånena samanvågato bodhisattvo mahåsattva˙ uttarasyåµ dißi 

ga∆gånad¥vålukopame≈u lokadhåtu≈u ga∆gåd¥vålukopamåµs tathågatån 

arhata˙ samyaksambuddhån paßyati / dharmmañ ca ß˚∫oti / bodhi- 

sattvasaµghañ ca buddhak≈etragu∫avy∑håµß ca paßyati /

yena jñånena samanvågato bodhisattvo mahåsattva uttarap∑rvvasyåµ 

dißi ga∆gånad¥vålukopame≈u lokadhåtu≈u {Ghosa1913, p. 287} 

ga∆gånad¥vålukopamåµs tathågatån arhata˙ samyaksambuddhån paßyati / 

dharmmañ ca ß˚∫oti / bodhisattvasaµghañ ca buddhak≈etragu∫avy∑håµß 

ca paßyati / ye na jñånena samanvågato bodhisattvo mahåsattvo 

dak≈i∫ap∑rvvasyåµ dißi ga∆gånad¥vålukopame≈u lokadhåtu≈u 

ga∆gånad¥vålukopamåµs tathågatån arhata˙ samyaksambuddhån paßyati / 

dharmmañ ca ß˚∫oti / bodhisattvasaµgañ ca buddhak≈etragu∫avy∑håµß 

ca paßyati / yena jñånena samanvågato bodhisattvo mahåsattvo 

dak≈i∫apaßcimåyåµ dißi ga∆gånad¥vålukopame≈u lokadhåtu≈u 

ga∆gånad¥vålukopamåµs tathågatån arhata˙ samyaksambuddhån 

paßyati / dharmmañ ca ß˚∫oti / bodhisaµghañ ca buddhak≈etragu∫avy∑håµß 

ca paßyati / yena jñånena samanvågato bodhisattvo mahåsattva˙ 

paßc imot taras yåµ diß i  ga∆gånad¥vålukopame≈u lokadhåtu≈u 

ga∆gånad¥vålukopamåµs tathågatån arhata˙ samyaksambuddhån paßyati / 

dharmmañ ca ß˚∫oti / bodhisattvasaµghañ ca buddhak≈etragu∫avy∑håµß 

ca paßyati / yena jñånena samanvågato bodhisattvo mahåsattvo ’dhaståd 

dißi ga∆gånad¥vålukopame≈u lokadhåtu≈u ga∆gånad¥vålukopamåµs 
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tathågatån arhata˙ samyaksambuddhån paßyati / dharmmañ ca 

ß˚∫oti / bodhisattvasaµghañ ca buddhak≈etragu∫avy∑håµß ca paßyati / 

yena jñånena samanvågato bodhisattvo mahåsattva˙ upari≈†åd dißi 

ga∆gånad¥vålukopame≈u lokadhåtu≈u ga∆gånad¥vålukopamåµs 

tathågatån arhata˙ samyaksambuddhån paßyati / dharmmañ ca ß˚∫oti / 

bodhisattvasaµghañ ca buddhak≈etragu∫avy∑håµß ca paßyati /

Kj

無能壞者」 

舍利弗白佛言「世尊、云何菩薩摩訶薩行六波羅蜜時、無能壞者」 

佛告舍利弗「若菩薩摩訶薩行六波羅蜜時、不念有色乃至識、不念有眼乃至意、

不念有色乃至法、不念有眼界乃至意識界、不念有四念處乃至八聖道分、不念有

檀那波羅蜜乃至般若波羅蜜、不念有佛十力乃至十八不共法、不念有須陀洹果乃

至阿羅漢果、不念有辟支佛乃至阿耨多羅三藐三菩提。舍利弗、菩薩摩訶薩如是

行増益六波羅蜜、無能壞者。

舍利弗、有菩薩摩訶薩住般若波羅蜜中、具足智慧、用是智慧、常不墮惡道、不

生弊惡人中、不作貧窮人、所受身體不爲人・天・阿修羅所憎惡」

舍利弗白佛言「世尊、何等是菩薩摩訶薩智慧」 

佛告舍利弗「菩薩摩訶薩用是智慧成就、見十方如恒河沙等諸佛、聽法、見僧、

亦見嚴淨佛土。

(LPG 32v)38
 Dhr 158b10-28; Mo 8c25-9a8; Kj 227a29-b15; Xz(II) 21a24-b23; 

Xz(III) 442a9-b5; PvsP(K) I 91.19-92.18; PvsP(D) 76.9-77.9; AdsP(Tib.U) ka 

60b5-61b4; AdsP(Tib.S) ka 66a5-67b2; AdsP(Tib.Pk) ni 40a3-b4; AdsP(Tib.

D) ka 45a6-46a4; PvsP(Tib.U) ka 84a3-85b3; PvsP(Tib.S) ka 93a4-94b6; 

PvsP(Tib.Pk) nyi 73a6-74b1; PvsP(Tib.D) ka 71a3-72a6

1 (ye)na jñån[e]na samanvågato bodhisatvo mahåsatva na buddhasaµjñå-

38　ÍsP(Gh) p. 287-291; ÍsP(Tib.D) ka 174a2-177a5; Xz(I) 42a28-43a12.
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m-utpåday(a)t(i) na dharmasaµjñå na saµghasaµjñå-m-utpådayati • na 

b(o)dhisa[tv]asa(µ)[jñå] na [ß]råvakasaµjñå na pratye-

2 kabuddhasaµjñå na buddhasaµjñå nåtmasaµjñå{n}　na parasaµjñå{n}　na 

buddhak≈etrasaµjñå-m-utpådayati • || yena jñånena samanvågato bodhisatvo 

mahåsatvo dåna[p]åramitåyåµ 

3 carati • na ca dånapåramitåm upalabhate • ß¥lapåramitåyåµ carati na ca 

ß¥lapåra[m]itåm upalabhate • k≈åntipåramitåyåµ carati na ca k≈åntipå-

4 ramitåm upalabhate • v¥ryapåramitåyåµ carati na ca v¥ryapåramitåm 

upalabhate • dhyånapåramitåyåµ ca[r]ati na ca dhyånapåramitåm upala-

[bh]ate • prajñå-

5 påramitåyåµ carati na ca prajñåpåramitåm upalabhate • catvåri 

sm˚tyupasthånåni bhåvayati na ca sm˚tyupasthånåny upalabhate • yåvad 

åryå≈†åµgaµ mårgaµ bhåva-

6 yati • na cåryå≈†å∆gaµ mårgaµ upalabhate • daßatathågatabalåni 

bhåvayati na ca tathågatabalåny upalabhate • || catvåri vaißåradyåni 

bhåvayati na ca vaißåradyå-

7 ny upalabhate • catasra˙ pratisaµvido bhåvayati • na ca pratisaµ-

[v]ida upala<bha>te || a≈†ådaßåve∫ikån buddhadharmån bhåvayati na 

cå≈†ådaßåve∫ikån buddhadharmån upa<la>bhate <||>

8 idaµ ßåradvat¥putra bodhisatvasya mahåsatvasya jñånaµ yena jñånena 

samanvågato bodhisatvo mahåsatva˙ sarvabuddhadharmåµß ca parip∑rayati 

• sarvabuddhadharmåµß ca

9 na samanupaßyati • || asti ßåradvat¥putra bodhisatvå mahåsatvå˙ 

prajñåpåramitåyåµ [c]aranta˙  paµcacak≈∑µ≈i  par[i]ßodhayaµti 

måµsacak≈ur divyaµ cak≈u˙ prajñåcak≈ur dharma-

10 cak≈u{˙}r buddhacak≈u˙ åha • katamad bhagavan bodhisatvasya 

mahåsatvasya måµsacak≈u˙ parißuddhi˙ bhagavån åha • asti ßåradvat¥putra 

bodhisatvo mahåsatva yojanaßa-
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11 (ta)[µ] (m)åµsacak≈u≈å
39

 paßyati • asti dve yojanaßate asti tr¥∫y asti 

catvåry asti paµca asti {d}yåvad yojanasahasram api måµsacak≈u≈å paßyati • 

asti jaµbudv¥paµ

12 + + + sti dvau d¥påv asti tr¥n d¥pån asti cat(u)rmahådv¥pakaµ lokadhåtuµ 

måµsacak≈u≈å paßyati • asti såhasraµ lokadhåtu må(µ)sacak≈(u≈)å (paßyati • 

asti) d(v)i-

PvsP(K) I

evaµ dak≈i∫asyåµ paßcimåyåm uttarasyåµ vidik≈v adha ∑rdhvaµ 

dißi ga∆gånad¥vålukopamåµs tathågatån arhata˙ samyaksaµbuddhån 

paßyati, te≈åµ ca dharmadeßanåµ ß˚∫oti, saµghaµ ca paryupåste, 

buddhak≈etravißuddhiµ ca paßyati,

yena jñånena samanvågatånåµ bodhisattvånåµ mahåsattvånåµ na 

buddhasaµjñå bhavati, na bodhisaµjñå bhavati, na ßråvakasaµjñå bhavati, 

na pratyekabuddhasaµjñå bhavati, nåtmasaµjñå bhavati, na parasaµjñå 

bhavati, na buddhak≈etrasaµjñå bhavati, yena jñånena samanvågato 

bodhisattvo mahasattvo dånapåramitåyåµ carati, ß¥lapåramitåyåµ carati, 

k≈åntipåramitåyåµ carati, v¥ryapåramitåyåµ carati, dhyånapåramitåyåµ 

carati, prajñåpåramitåyåµ carati, na ca påramitåmupalabhate,

yena jñånena samanvågato bodhisattvo mahåsattva˙ sm˚tyupasthånåni 

bhåvayati, na ca sm˚tyupasthånåny upalabhate, samyakprahå∫arddhi-

pådendriyabalabodhya∆gamårgån bhåvayati, na ca samyakprahå∫arddhi-

pådendriyabalabodhya∆gamårgån upalabhate, balavaißåradyåve∫ikån 

buddhadharmån samudånayati, ca balavaißåradyåve∫ikån buddhadharmån 

upalabhate. idaµ ßåriputra bodhisattvasya mahåsattvasya jñånaµ, yena 

jñånena samanvågato bodhisattvo mahåsattva˙ sarvabuddhadharmåµß ca 

parip∑rayati, na ca sarvabuddhadharmåµß ca manyate.

iti pratipatsaµparigrahåvavåda˙

39　yojanaßa(ta)[µ] (m)åµsacak≈u≈å: ÍsP(Gh): yojanaßataµ måµsacak≈u≈å.
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santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå ye pañcacak≈∑µ≈i pratilabhante 

parißodhayanti, katamåni pañca yad uta måµsacak≈u˙ divyacak≈u˙ 

prajñåcak≈u˙ dharmacak≈u˙ buddhacak≈u˙.

ßåriputra åha: katamad bhagavan bodhisattvasya mahåsattvasya 

parißuddhaµ måµsacak≈u˙?

bhagavån åha: asti ßåriputra bodhisattvasya mahåsattvasya måµsacak≈u˙, 

yad yojanaßataµ paßyati, asti ßåriputra bodhisattvasya mahåsattvasya 

måµsacak≈ur yad yojanaßatadvayaµ paßyati, asti ßåriputra bodhisattvasya 

mahåsattvasya måµsacak≈ur yaj jaµbudv¥paµ paßyati, asti ßåriputra 

bodhisattvasya mahåsattvasya måµsacak≈ur yac cåturdv¥pakaµ lokadhåtuµ 

paßyati, asti ßåriputra bodhisattvasya mahåsattvasya måµsacak≈ur yat 

såhasraµ lokadhåtuµ paßyati, asti ßåriputra bodhisattvasya mahåsattvasya 

måµsacak≈ur yad dvi-

ÍsP(Gh) 

yena jñånena samanvågato bodhisattvo mahåsattvo na buddhasaµjñåm 

utpådayati / na saµghasaµjñåm utpådayati / na ßråvakasaµjñåm 

utpådayati / na pratyekabuddhasaµjñåm utpådayati / na {Ghosa1913, 

p. 288} bodhisattvasaµjñåm utpådayati / na buddhasaµjñåm utpådayati / 

(?) nåtmasaµjñåm utpådayati / na parasaµjñåm utpådayati / yena 

jñånena samanvågato bodhisattvo mahåsattvo dånapåramitåyåµ carati na 

dånåpåramitåm upalabhate / ß¥lapåramitåyåµ carati na kßåntipåramitåyåµ 

carati na k≈åntipåramitåyåm upalabhate / v¥ryyapåramitåyåµ 

carati na v¥ryapåramitåm upalabhate / dhyånapåramitåyåµ carati 

na dhyånapåramitåm upalabhate / prajñåpåramitåyåµ carati 

na prajñåpåramitåm upalabhate / adhyåtmaß∑nyatåµ bhåvayati 

nådhyåtmaß∑nyatåm upalabhate / bahirddhåß∑nyatåµ bhåvayati 

na bahirddhåß∑nyatåm upalabhate / adhyåtmabahirddhåß∑nyatåµ 

bhåvayati nådhyåtmabahirddhåß∑nyatåm upalabhate / ß∑nyatåß∑nyatåµ 
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bhåvayati na ß∑nyatåß∑nyatåm upalabhate / mahåß∑nyatåµ bhåvayati 

na mahåß∑nyatåm upalabhate / paramårthaß∑nyatåµ bhåvayati na 

paramårthaß∑nyatåm upalabhate / saµsk˚taß∑nyatåµ bhåvayati 

na saµsk˚taß∑nyatåm upalabhate / asaµsk˚taß∑nyatåµ bhåvayati 

nåsaµsk˚taß∑nyatåm upalabhate / atyantaß∑nyatåµ bhåvayati 

nåtyantaß∑nyatåm upalabhate / anavarågraß∑nyatåµ bhåvayati 

nånavarågraß∑nyatåm upalabhate / anavakåraß∑nyatåµ bhåvayati 

nånavakåraß∑nyatåm upalabhate / prak˚tiß∑nyatåµ bhåvayati na 

prak˚tiß∑nyatåm upalabhate / sarvvadharmmaß∑nyatåµ bhåvayati na 

sarvvadharmmaß∑nyatåm upalabhate / svalak≈a∫aß∑nyatåµ bhåvayati 

na svalak≈a∫aß∑nyatåm upalabhate / anupalambhaß∑nyatåµ bhåvayati 

nånupalambhaß∑nyatåm upalabhate / abhåvaß∑nyatåµ bhåvayati 

nåbhåvaß∑nyatåm upalabhate / {Ghosa1913, p. 289} svabhåvaß∑nyatåµ 

bhåvayati na svabhåvaß∑nyatåm upalabhate / abhåvasvabhåvaß∑nyatåµ 

bhåvaya t i  nåbhåvasvabhåvaß∑nya tåm upa labha t e  /  ca t vå r i 

sm˚tyupasthånåni bhåvayati na sm˚tyupasthånåny upalabhate / catvåri 

samyakprahå∫åni bhåvayati na ca samyakprahå∫åny upalabhate / 

catura ˚ddhipådån bhåvayati narddhipådån upalabhate / pañcendriyå∫i 

bhåvayati na cendriyå∫y upalabhate / pañcabalåni bhåvayati na ca 

balåny upalabhate / sapta bodhya∆gåni bhåvayati na ca bodhya∆gåny 

upalabhate / åryyå≈†å∆gamårgaµ bhåvayati nåryyå≈†å∆gamårgam 

upalabhate / åryyasatyåni bhåvayati na cåryyasatyåny upalabhate / 

dhyånåni bhåvayati na ca dhyånåny upalabhate / apramå∫åni bhåvayati 

na cåpramå∫åny upalabhate / år∑pyasamåpatt¥r bhåvayati na 

cår∑pyasamåpatt¥r upalabhate / a≈†au vimok≈ån bhåvayati na cå≈†au 

vimok≈ån upalabhate / navånup∑rvvavihårasamåpatt¥r bhåvayati na ca 

navånup∑rvvavihårasamåpatt¥r upalabhate / ß∑nyatånimittåpra∫ihita-

vimok≈amukhåni bhåvayati na ca ß∑nyatånimittåpra∫ihitavimok≈a-

mukhåny upalabhate / abhijñåµ bhåvayati na cåbhijñåm upalabhate / 
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samådh¥n bhåvayati na ca samådh¥n upalabhate / dhåra∫¥mukhåni 

bhåvayati na ca dhåra∫¥mukhåny upalabhate / daßa tathågatabalåni 

bhåvayati na ca tathågatabalåny upalabhate / catvåri vaißåradyåni 

bhåvayati na ca vaißåradyåny upalabhate / catasra˙ pratisamvido 

bhåvayati na ca pratisamvida upalabhate / mahåmaitr¥µ bhåvayati na ca 

mahåmaitr¥m upalabhate / mahåkaru∫åµ bhåvayati na ca {Ghosa1913, 

p. 290} mahåkaru∫åm upalabhate / a≈†ådaßåve∫ikån buddhadharmmån 

bhåvayati na cå≈†ådaßåve∫ikån buddhadharmmån upalabhate / 

ßrotaåpattiphalaµ bhåvayati na ca ßrotaåpattiphalam upalabhate / 

sak˚dågåmiphalaµ bhåvayati na ca sak˚dågåmiphalam upalabhate / 

anågåmiphalaµ bhåvayati na cånågåmiphalam upalabhate / arhatvaµ 

bhåvayati na cårhattvam upalabhate / pratyekabodhiµ bhåvayati na 

ca pratyekabodhim upalabhate / mårgåkårajñatåµ bhåvayati na ca 

mårgåkårajñatåm upalabhate / sarvvåkårajñatåµ bhåvayati na ca 

sarvvåkårajñatåm upalabhate / idaµ bodhisattvasya mahåsattvasya 

jñånaµ / yena jñånena samanvågato bodhisattvo mahåsattva˙ 

sarvvabuddhadharmmåµß ca parip∑rayati sarvvabuddhadharmmåµß ca na 

samanupaßyati /

asti ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ prajñåpåramitåyåµ caranta˙ 

pañca cak≈∑µ≈i pratilabhante / parißodhayanti / katamåni ca pañca 

cak≈∑µ≈i yad uta måµsacak≈ur divyaµ cak≈u˙ prajñåcak≈ur dharmacak≈ur 

buddhacak≈u˙ /

pratilabhante / parißodhayanti / katamåni ca pañca cak≈∑µ≈i yad uta 

måµsacak≈ur divyaµ cak≈u˙ prajñåcak≈ur dharmacak≈ur buddhacak≈u˙ / 

å h a  k a t a m å  b h a g a v a n  b o d h i s a t t v a s y a  m a h å s a t t v a s y a 

måµsacak≈u≈parißuddhi˙ / bhagavån åha / asti ßåradvat¥putra 

bodhisattvo mahåsattvo yojanaßataµ måµsacak≈u≈å paßyati / asti 

ßåradvat¥putra bodhisattvo mahåsattvo dvi ojanaßataµ måµsacak≈u≈å 

paßyati / asti ßåradvat¥putra bodhisattvo mahåsattvas tr¥∫i yojanaßatåni 
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måµsacak≈u≈å paßyati / asti ßåradvat¥putra bodhisattvo mahåsattvo 

yaß catvåri yojanaßatåni måµsacak≈u≈å paßyati / asti ßåradvat¥putra 

bodhisattvo mahåsattvo ya˙ pañca yojanaßatåni måµsacak≈u≈å paßyati / 

asti ßåradvat¥putra {Ghosa1913, p. 291} bodhisattvo mahåsattvo ya˙ ≈a∂ 

yojanaßatåni måµsacak≈u≈å paßyati / asti ßåradvat¥putra bodhisattvo 

mahåsattvo ya˙ sapta yojanaßatåni måµsacak≈u≈å paßyati / asti 

ßåradvat¥putra bodhisattvo mahåsattvo yo ’≈†au yojanaßatåni måµsacak≈u≈å 

paßyati / asti ßåradvat¥putra bodhisattvo mahåsattvo yo nava yojanaßatåni 

måµsacak≈u≈å paßyati / asti ßåradvat¥putra bodhisattvo mahåsattvo 

yo daßa yojanaßatåni måµsacak≈u≈å paßyati / asti ßåradvat¥putra 

bodhisattvo mahåsattvo yo yojanasahasraµ måµsacak≈u≈å p]aßyati / asti 

ßåradvat¥putra bodhisattvo mahåsattvo yo jambudv¥paµ måµsacak≈u≈å 

paßyati / asti ßåradvat¥putra bodhisattvo mahåsattvo yo dvau dv¥pau 

måµsacak≈u≈å paßyati / asti ßåradvat¥putra bodhisattvo mahåsattvo 

ya˙ såhasraµ lokadhåtuµ måµsacak≈u≈å paßyati / asti ßåradvat¥putra 

bodhisattvo mahåsattvo yo dvisåhasraµ lokadhåtuµ måµsacak≈u≈å 

paßyati / asti ßåradvat¥putra bodhisattvo mahåsattvo yas trisåhasraµ 

mahåsahasraµ lokadhåtuµ måµsacak≈u≈å paßyati / iyaµ ßåradvat¥putra 

bodhisattvasya mahåsattvasya måµsacak≈u˙parißuddhi˙ /

Kj

菩薩摩訶薩以是智慧不作佛想、不作菩薩想、不作聲聞・辟支佛想、不作我想、

不作佛國想。用是智慧行檀那波羅蜜、亦不得檀那波羅蜜、乃至行般若波羅蜜、

亦不得般若波羅蜜、行四念處、亦不得四念處、乃至行十八不共法、亦不得十八

不共法。

舍利弗、是名菩薩摩訶薩智慧。用是智慧、能具足一切法、亦不得一切法。

舍利弗、有菩薩摩訶薩行般若波羅蜜時、淨於五眼・肉眼・天眼・慧眼・法眼・佛眼」

舍利弗白佛言「世尊、云何菩薩摩訶薩肉眼淨」 

佛告舍利弗「有菩薩肉眼見百由旬、有菩薩肉眼見二百由旬、有菩薩肉眼見一閻
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浮提、有菩薩肉眼見二天下・三天下・四天下、有菩薩肉眼見小千國土、有菩薩

肉眼見中

(LPG 33r)40 Dhr 158b28-c18; Mo 9a8~21; Kj 227b15-c4; Xz(II) 21b23-c20; 

Xz(III) 442b5-c5; PvsP(K) I 92.18-94.31; PvsP(D) 77.9-79.3; AdsP(Tib.U) ka 

61b5-62b6; AdsP(Tib.S) ka 67b2-69a1; AdsP(Tib.Pk) ni 40b4-41a8; AdsP(Tib.

D) ka 46a4-47a2; PvsP(Tib.U) ka 85b3-86b6; PvsP(Tib.S) ka 94b7-96a5; 

PvsP(Tib.Pk) nyi 74b1-75a8; PvsP(Tib.D) ka 72a6-73a6

1 såhasra [lo]kadhåtuµ måµsacak≈u≈å paßyati • asti ßåradvat¥putra 

bodhisatvo mahåsatva˙ trisåhasramahåsåhasraµ lokadhåtuµ måµsacak≈u≈å 

paßyati • i-

2 yaµ ßåradvat¥putra bodhisatvasya mahåsatvasya måµsacak≈u˙ parißuddhi˙ 

• || åha • katamå bhagavan bodhisatvasya mahåsatvasya divyaµ cak≈u˙ 

parißuddhi˙ bhaga-

3 van åha • yac chåradvat¥putra cåturmahåråjakåyikånåµ devånåµ 

divya{µ}cak≈u˙ yad yåvad aghani≈†hånåµ devånåµ divyacak≈u˙ yad yåvad 

aghani≈†hånåµ devå

4 nåµ divyacak≈u{˙s} tad bodhisatva˙ pra[j]ånåti • yat puna˙ ßåradvat¥putra 

bodhisatvasya mahåsatvasya divya{µ}cak≈u˙{s} tac cåturmahåråjakåyikå 

devå na
41

 

5 prajånaµti • yåvad aghani≈†hå devå na prajånaµti • yena divye<na> 

cak≈u≈å
42

 samanvågato  bodhisatvo  mahåsatva˙  p∑rvasyåµ  dißi 

gaµgånad¥vålukopamå-

6 su lokadhåtusu satvånåµ cyutopapådaµ prajånaµti • evaµ dak≈i∫asyåµ 

paßcimåyåm uttarasyåm a[dh]iståd
43

 upari≈†åd yåvat samantåd daßasu dik≈v 

40　ÍsP(Gh) pp. 292-295; ÍsP(Tib.D) ka 177a5-180a2; Xz(I) 43a12-c3.
41　na: nā の長母音が消去されている。 
42　yena divye<na> cak≈u≈å: ÍsP(Gh): yena divyena cak≈u≈å.
43　a[dh]iståd: S. e. for adhaståd. ÍsP(Gh): ’dhaståd.



（186）

ekaikasyåµ 

7 d[i]ßi gaµgånad¥vålukopame≈u lokadhåt[u]≈u satvånåµ cyutopapådaµ 

prajånåti • iyaµ ßåradvat¥putra bodhisatvasya mahåsatvasya divyaµ cak≈u˙

8 parißuddhi˙ || åha • katamå punar bhagavan bodhisatvasya mahåsatvasya 

prajñåcak≈u˙ parißuddhi˙ bhagavån åha • yena ßåradvat¥putra prajñåcak≈u-

9 ≈å bodhisatvo mahåsatvo na kaßcid dharma˙ saµsk˚to vå asaµsk˚to vå 

kußalo vå aku≈alo vå såvadyo vånåvadyo vå {•} saµkleßo vå ni≈kleßo vå lau-

10 kiko vå lokottaro vå såsravo vånåsravo våyaµ dharmaµ na prajånåti • 

yena prajñåcak≈u≈å na kaßcid dharma ad˚≈†a˙ aßruta˙ «asmrita˙» avijñåto 

bhavet* i-

11 yaµ ßåradvat¥putra  bodhisatvasya  mahåsatvasya  prajñåcak≈u˙ 

parißuddhi˙ || åha • katamå bhagavan bodhisatvasya [m]ahåsatvasya 

dharmacak≈u˙ pa-

12 rißuddhi˙ bhagavån åha • iha ßåradvat¥putra bodhisatvo mahåsatvo 

dharmacak≈u≈å prajånåty ayaµ pudgala˙ ßraddhånusåry ayaµ dharmånusår¥ •

PvsP(K) I

såhasraµ lokadhåtuµ paßyati, asti ßåriputra bodhisattvasya mahåsattvasya 

måµsacak≈ur yat　trisåhasraµ mahåsåhasraµ lokadhåtuµ paßyati. idaµ 

ßåriputra bodhisattvasya mahåsattvasya parißuddhaµ måµsacak≈u˙.

ßåriputra åha: katamad bhagavan bodhisattvasya mahåsattvasya 

parißuddhaµ divyacak≈u˙?

bhagavån åha: yac chåriputra cåturmahåråjakåyikånåµ devånåµ divyaµ 

cak≈us tad bodhisattva˙ prajån¥te, yat trayastriµßånåµ devånåµ divyaµ 

cak≈us tad bodhisattva˙ prajån¥te, yad yåmånåµ devånåµ divyaµ cak≈us 

tad bodhisattva˙ prajån¥te, yat tu≈itånåµ devånåµ divyaµ cak≈us tad 

bodhisattva˙ prajån¥te, yan nirmå∫arat¥nåµ devånåµ divyaµ cak≈us tad 

bodhisattva˙ prajån¥te, yat paranirmitavaßavartinåµ devånåµ divyaµ 

cak≈us tad bodhisattva˙ prajån¥te, yad brahmapår≈adyånåµ devånåµ 
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divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajån¥te, yad brahmapurohitånåµ 

devånåµ divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajån¥te, yan mahåbrahma∫åµ 

devånåµ divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajån¥te, yat par¥ttåbhånåµ 

devånåµ divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajån¥te, yad apramå∫åbhånåµ 

devånåµ divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajån¥te, yad åbhåsvarå∫åµ 

devånåµ divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajån¥te, yac chubhak˚tsnånåµ 

devånåµ divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajån¥te, yad anabrakånåµ 

devånåµ divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajån¥te, yat pu∫yaprasavånåµ 

devånåµ divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajån¥te, yad b˚hatphalånåµ 

devånåµ divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajån¥te, yad asaµjñisattvånåµ 

devånåµ divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajån¥te, yac chuddhåbhåsånåµ 

devånåµ divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajån¥te, yad asp˚hå∫åµ 

devånåµ divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajån¥te, yad atapånåµ 

devånåµ divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajån¥te, yat sud˚ßånåµ 

devånåµ divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajån¥te, yat sudarßånånåµ 

devånåµ divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajån¥te, yad akani≈†hånåµ 

devånåµ divyaµ cak≈us tadbodhisattva˙ prajån¥te.

yat puna˙ ßåriputra bodhisattvasya mahåsattvasya divyaµ cak≈us 

tac cåturmahåråjakåyikå devå na prajånanti, na trayastriµßå devå˙ 

prajånanti, na yåmå devå˙ prajånanti, na tu≈itå devå˙ prajånanti, na 

nirmå∫aratayo devå˙ prajånanti, na paranirmitavaßavartino devå˙ 

prajånanti, na brahmapår≈adyå devå˙ prajånanti, na brahmapurohitå 

devå˙ prajånanti, na mahåbrahma∫o devå˙ prajånanti, na par¥ttabhå 

devå˙ prajånanti, nåpramå∫åbhå devå˙ prajånanti, nåbhåsvarå devå˙ 

prajånanti, na par¥ttaßubhå devå˙ prajånanti, nåpramå∫aßubhå devå˙ 

prajånanti, na ßubhak˚tsnå devå˙ prajånanti, nånabhrakå devå˙ 

prajånanti, na pu∫yaprasavå devå˙ prajånanti, na b˚hatphalå devå˙ 

prajånanti, nåsaµjñisattvå devå˙ prajånanti, na ßuddhåvåså devå˙ 

prajånanti, nåsp˚hådevå˙ prajånanti, nåtapå devå˙ prajånanti, na sud˚ßå 
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devå˙ prajånanti, na sudarßanå devå˙ prajånanti, yad bodhisattvasya 

mahåsattvasya divyaµ cak≈us tad akani≈†hå devå na prajånanti.

tenaiva parißuddhena divyena cak≈u≈å p∑rvasyåµ dißi ga∆gånad¥vålukopame≈u 

lokadhåtu≈u sarvasattvånåµ cyutopapådaµ yathåbh∑taµ prajånåti, tenaiva 

parißuddhena divyena cak≈u≈å dak≈i∫asyåµ dißi ga∆gånad¥vålukopame≈u 

lokadhåtu≈u sarvasattvånåµ cyutopapådaµ yathåbh∑taµ prajånåti, tenaiva 

parißuddhena divyena cak≈u≈å paßcimåyåµ dißi ga∆gånad¥vålukopame≈u 

lokadhåtu≈u sarvasattvånåµ cyutopapådaµ yathåbh∑taµ prajånåti, tenaiva 

parißuddhena divyena cak≈u≈å uttarasyåµ dißi ga∆gånad¥vålukopame≈u 

lokadhåtu≈u sarvasattvånåµ cyutopapådaµ yathåbh∑taµ prajånåti, 

evam uttarap∑rvasyåµ dißi ga∆gånad¥vålukopame≈u lokadhåtu≈u 

sarvasattvånåµ cyutopapådaµ yathåbh∑taµ prajånåti, p∑rvadak≈i∫asyåµ 

dißi ga∆gånad¥vålukopame≈u lokadhåtu≈u sarvasattvånåµ cyutopapådaµ 

yathåbh∑taµ prajånåti, dak≈i∫apaßcimåyåµ dißi ga∆gånad¥vålukopame≈u 

lokadhåtu≈u sarvasattvånåµ cyutopapådaµ yathåbh∑taµ prajånåti, 

paßcimottarasyåµ dißi ga∆gånad¥vålukopame≈u lokadhåtu≈u sarvasattvånåµ 

cyutopapådaµ yathåbh∑taµ prajånåti, adho dißi ga∆gånad¥vålukopame≈u 

lokadhåtu≈u sarvasattvånåµ cyutopapådaµ yathåbh∑taµ prajånåti, ∑rdhvaµ 

dißi ga∆gånad¥vålukopame≈u lokadhåtu≈u sarvasattvånåµ cyutopapådaµ 

yathåbh∑taµ prajånåti. idaµ ßåriputra bodhisattvasya mahåsattvasya 

parißuddhaµ divyaµ cak≈u˙.

ßåriputra åha: katamad bhagavan bodhisattvasya mahåsattvasya 

parißuddhaµ prajñåcak≈u˙?

bhagavån åha: yena ßåriputra prajñåcak≈u≈å samanvågato bodhisattvo 

mahåsattvo na kañcid dharmaµ prajånåti, saµsk˚taµ vå asaµsk˚taµ 

vå kußalaµ vå akußalaµ vå såvadyaµ vå anavadyaµ vå såsravaµ 

vå anåsravaµ vå saµkleßaµ vå ni≈kleßaµ vå laukikaµ vå lokottaraµ 

vå saµkli≈†aµ vå vyavadånaµ vå, yena prajñåcak≈u≈å bodhisattvena 

mahåsattvena kaßcid dharmo na d˚≈†o na ßruto na mato na vijñåta˙. idaµ 
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ßåriputra bodhisattvasya mahåsattvasya parißuddhaµ prajñåcak≈u˙,

ßåriputra åha: katamad bhagavan bodhisattvasya mahåsattvasya 

parißuddhaµ dharmacak≈u˙?

bhagavån åha: iha ßåriputra bodhisattvo mahåsattvo dharmacak≈u≈aivaµ 

jånåti, ayaµ pudgala˙ ßraddhånusår¥, ayaµ pudgalo dharmånusår¥, 

ÍsP(Gh)

å h a  /  k a t amå  b h a g a v a n  b o d h i s a t t v a s y a  m a h å s a t t v a s y a 

divyacak≈u˙parikßuddhi˙ / bhagavån åha / yac chåradvat¥putra 

cåturmahåråjakåyikånåµ devånåµ divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ 

prajånåti / yat tråyastriµßånåµ devånåµ divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ 

prajånåti / yad yåmånåµ devånåµ divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ 

prajånåti / yat tu≈itånåµ devånåµ divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ 

prajånåti / yan nirmmå∫arat¥nåµ / {Ghosa1913, p. 292} devånåµ divyaµ 

cak≈us tad bodhisattva˙ prajånåti / yat paranirmmitavaßavarttinåµ devånåµ 

divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajånåti / yad brahmakåyikånåµ devånåµ 

divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajånåti / yad brahmapurohitånåµ devånåµ 

divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajånåti / yad brahmapår≈adyånåµ 

devånåµ divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajånåti / yan mahåbrahma∫åµ 

devånåµ divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajånåti / yad åbhånåµ devånåµ 

divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajånåti / yat par¥ttåbhånåµ devånåµ 

divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajånåti / yad apramå∫åbhånåµ devånåµ 

divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajånåti / yad åbhåsvarå∫åµ devånåµ 

divyaµ cak≈us tad bodhisattvaµ prajånåti / yac chubhånåµ devånåµ 

divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajånåti / yat par¥ttaßubhånåµ devånåµ 

divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajånåti / yad apramå∫aßubhånåµ 

divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajånåti / yac chubhak˚tsnånåµ devånåµ 

divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajånåti / yad v˚hå∫åµ devånåµ divyaµ 

cak≈us tad bodhisattva˙ prajånåti / yat par¥ttav˚hå∫åµ devånåµ divyaµ 
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cak≈us tad bodhisattva˙ prajånåti / yad apramå∫av˚hå∫åµ devånåµ 

divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajånåti / yat v˚hatphalånåµ devånåµ 

divyaµ cak≈us tad bodhisattva˙ prajånåti / yad av˚hå∫åµ devånåµ divyaµ 

cak≈us tad bodhisattva˙ prajånåti / yad atapånåµ devånåµ divyaµ cak≈us 

tad bodhisattva˙ prajånåti / yat sud˚ßånåµ devånåµ divyaµ cak≈us tad 

bodhisattva˙ prajånåti / yat sudarßanånåµ devånåµ divyaµ cak≈us tad 

bodhisattva˙ prajånåti / yad akani≈†hånåµ devånåµ divyaµ cak≈us tad 

bodhisattva˙ prajånåti / 

{Ghosa1913, p. 293} 

yat puna˙ ßåradvat¥putra bodhisattvasya mahåsattvasya divyaµ cak≈us 

tac cåturmahåråjakåyikå devå na prajånanti / yad bodhisattvasya 

mahåsattvasya divyaµ cak≈us tat tråyastriµßå devå na jånanti / 

yad bodhisattvasya mahåsattvasya divyaµ cak≈us tad yåmå devå na 

prajånanti / yad bodhisattvasya mahåsattvasya divyaµ cak≈us tat tu≈itå 

devå na prajånanti / yad bodhisattvasya mahåsattvasya divyaµ cak≈us tan 

nirmmå∫aratayo devå na prajånanti / yad bodhisattvasya mahåsattvasya 

divyaµ cak≈us tat paranirmmitavaßavarttino devå na prajånanti / 

yad bodhisattvasya mahåsattvasya divyaµ cak≈us tad brahmakåyikå 

devå na prajånanti / yad bodhisattvasya mahåsattvasya divyaµ 

cak≈us tad brahmapurohitå devå na prajånanti / yad bodhisattvasya 

mahåsattvasya divyaµ cak≈us tad brahmapår≈adyå devå na prajånanti / 

yad bodhisattvasya mahåsattvasya divyaµ cak≈us tan mahåbrahma∫o 

devå na prajånanti / yad bodhisattvasya mahåsattvasya divyaµ cak≈us 

tad åbhå devå na prajånanti / yad bodhisattvasya mahåsattvasya 

divyaµ cak≈us tat par¥ttåbhå devå na prajånanti / yad bodhisattvasya 

mahåsattvasya divyaµ cak≈us tad pramå∫åbhå devå na prajånanti / 

yad bodhisattvasya mahåsattvasya divyaµ cak≈us tad åbhåsvarå devå 

na prajånanti / yad bodhisattvasya mahåsattvasya divyaµ cak≈us tac 

chubhå devå na prajånanti / yad bodhisattvasya mahåsattvasya divyaµ 
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cak≈us tat par¥ttaßubhå devå na prajånanti / yad bodhisattvasya 

mahåsattvasya divyaµ cak≈us tad apramå∫aßubhå devå na prajånanti / 

yad bodhisattvasya mahåsattvasya divyaµ cak≈us tat* ßubhak˚tsnå devå 

na prajånanti / yad bodhisattvasya mahåsattvasya divyaµ cak≈us tad v˚hå 

devå na prajånanti / {Ghosa1913, p. 294} yad bodhisattvasya mahåsattvasya 

divyaµ cak≈us tat par¥ttav˚hå devå na prajånanti / yad bodhisattvasya 

mahåsattvasya divyaµ cak≈us tad apramå∫av˚hå devå na prajånanti / 

yad bodhisattvasya mahåsattvasya divyaµ cak≈us tad av˚hatphalå devå na 

prajånanti / yad bodhisattvasya mahåsattvasya divyaµ cak≈us tad av˚hå 

devå na prajånanti / yad bodhisattvasya mahåsattvasya divyaµ cak≈us 

tad atapå devå na prajånanti / yad bodhisattvasya mahåsattvasya divyaµ 

cak≈us tat sud˚ßå devå na prajånanti / yad bodhisattvasya mahåsattvasya 

divyaµ cak≈us tat sudarßanå devå na prajånanti / yad bodhisattvasya 

mahåsattvasya divyaµ cak≈us tad akani≈†hå devå na prajånanti /

yena divyena cak≈u≈å samanvågato bodhisattvo mahåsattva˙ p∑rvvasyån 

dißi ga∆gånad¥vålukopame≈u lokadhåtu≈u sattvånåµ cyutopapådaµ 

prajånåti / yena divyena cak≈u≈å samanvågato bodhisattvo mahåsattvo 

dak≈i∫asyån dißi ga∆gånad¥vålukopame≈u lokadhåtu≈u sattvånåµ 

cyutopapådaµ prajånåti / yena divyena cak≈u≈å samanvågato bodhisattvo 

mahåsattva˙ paßcimåyåµ dißi ga∆gånad¥vålukopame≈u lokadhåtu≈u 

sattvånåµ cyutopapådaµ prajånåti / yena divyena cak≈u≈å samanvågato 

bodhisattvo mahåsattva˙ uttarasyåµ dißi ga∆gånad¥vålukopame≈u 

lokadhåtu≈u sattvånåµ cyutopapådaµ prajånåti / yena divyena 

cak≈u≈å samanvågato bodhisattvo mahåsattva˙ uttarap∑rvvasyåµ 

dißi ga∆gånad¥vålukopame≈u lokadhåtu≈u sattvånåµ cyutopapådaµ 

prajånåti / yena divyena cak≈u≈å samanvågato bodhisattvo mahåsattva˙ 

p∑rvvadak≈i∫amyåµ dißi ga∆gånad¥vålukopame≈u lokadhåtu≈u 

sattvånåµ cyutopapådaµ {Ghosa1913, p. 295} prajånåti / yena divyena 

cak≈u≈å samanvågato bodhisattvo mahåsattvo dak≈i∫apaßcimåyåµ 
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dißi ga∆gånad¥vålukopame≈u lokadhåtu≈u sattvånåµ cyutopapådaµ 

prajånåti / yena divyena cak≈u≈å samanvågato bodhisattvo mahåsattva˙ 

paßcimottarasyåµ dißi ga∆gånad¥vålukopame≈u lokadhåtu≈u sattvånåµ 

cyutopapådaµ prajånåti / yena divyena cak≈u≈å samanvågato bodhisattvo 

mahåsattvo ’dhaståd dißi ga∆gånad¥vålukopame≈u lokadhåtu≈u sattvånåµ 

cyutopapådaµ prajånåti / yena divyena cak≈u≈å samanvågato bodhisattvo 

mahåsattva˙ upari≈†åd dißi ga∆gånad¥vålukopame≈u lokadhåtu≈u 

sattvånåµ cyutopapådaµ prajånåti / iyaµ ßåradvat¥putra bodhisattvasya 

mahåsattvasya divyacak≈u˙parißuddhi˙ /

å h a  /  k a t am å  b h a g a v a n  b o d h i s a t t v a s y a  m a h å s a t t v a s y a 

prajñåcak≈u˙parißuddhi˙ / bhagavån åha / yena ßåradvat¥putra cak≈u≈å 

samånvågato bodhisattvo mahåsattva˙ saµsk˚to ’saµsk˚to vå kußalo 

våkußalo vå såvadyo vånavadyo vå saµkleßo vå ni˙kleßo vå laukiko vå 

lokottaro vå såßravo vånåßravo vå tad dharmmaµ na prajånåti / yena 

prajñåcak≈u≈å na kaßcid dharmmo ’d˚≈†o ’ßruto ’vijñåto bhavet / iyaµ 

ßåradvat¥putra bodhisattvasya mahåsattvasya prajñåcak≈u˙parißuddhi˙ /

åha / katamå bodhisattvasya mahåsattvasya dharmmacak≈u˙parißuddhi˙ / 

bhagavån åha /  iha ßåradvat ¥putra bodhisa t tvo mahåsat tvo 

dharmmacak≈u≈å prajånåty ayaµ pudgala˙ ßraddhånusår¥ ayaµ pudgalo 

dharmmånusår¥

Kj

千國土、有菩薩肉眼見三千大千國土。舍利弗、是爲菩薩摩訶薩肉眼淨」 

舍利弗白佛言「世尊、云何菩薩摩訶薩天眼淨」 

佛告舍利弗「有菩薩摩訶薩天眼見一切四天王天所見、見三十三天・夜摩天・兜

率陀天・化樂天・他化自在天所見、見梵天王所見乃至阿迦尼吒天所見。菩薩天

眼所見者、四天王天乃至阿迦尼吒天所不知不見。

舍利弗、是菩薩摩訶薩天眼見十方如恒河沙等諸國土中衆生死此生彼。舍利弗、

是名菩薩摩訶薩天眼淨」 
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舍利弗白佛言「世尊、云何菩薩摩訶薩慧眼淨」 

佛告舍利弗「慧眼菩薩不作是念、有法若有爲、若無爲、若世間、若出世間、若

有漏、若無漏。是慧眼菩薩亦無法不見、無法不聞、無法不知、無法不識。舍利弗、

是名菩薩摩訶薩慧眼淨」 舍利弗白佛言「世尊、云何菩薩摩訶薩法眼淨」 

佛告舍利弗「菩薩摩訶薩以法眼知是人隨信行、是人隨法行、

(LPG 33v)44 Dhr 158c18-159a9; Mo 9a21-9b5; Kj 227c5-19; Xz(II) 21c20-22a12; 

Xz(III) 442c5-443a2; PvsP(K) I 95.1-96.13; PvsP(D) 79.3-80.9; AdsP(Tib.U) ka 

62b6-63b7; AdsP(Tib.S) ka 69a1-70a5; AdsP(Tib.Pk) ni 41a8-42a4; AdsP(Tib.D) 

ka 47a2-b6; PvsP(Tib.U) ka 86b6-87b6; PvsP(Tib.S) ka 96a5-97a6; PvsP(Tib.

Pk) nyi 75a8-76a4; PvsP(Tib.D) ka 73a6-74a4

1 aya(µ) (’)pra∫ihita[v]ihår¥
45

 asya pudgalasyåpra∫ihitena vimok≈amukhena 

paµcendriyå∫y utpatsyante • || paµcabhir indri[yai]r ånantaryaµ samådhiµ 

sprak≈yati • ånantarye-

2  ∫a  s amådh inå  v imu [k ] t i jñånada r ßanam  u tpå<da>y i ≈ ya t i  • 

vimuktijñånadarßanena tr¥∫i saµyojanåni prahåsyati • satkåyadr≈†iµ 

vicikitsåß¥labrataparå-
46
 

3 marßam ayam ucyate pudgala˙ srotaåpanna˙ sa bhåvanåmårgaµ 

pratilabhya kåmarågavyåpådatanutvaµ kari≈yati • ayaµ pudgala˙ 

sak˚dågåm¥ sa

4 tenaiva mårge∫ådh¥måtrabhåvitena kåmarågavyåpådaprahå∫am 

årågayi≈yaty ayaµ pudgala˙ anågåm¥ sa tenaiva mårge∫ådhimåtrabhåvitena

5 r∑parågam år∑pyarågam avidyåmånoddhatyaµ prahåsyaty ayaµ pudgalo 

(’)rhat* ayaµ ßunyatåvihår¥ ßunyatåvimok≈amukhena paµcendriyå∫i prati-

44　ÍsP(Gh) pp. 295-297; ÍsP(Tib.D) ka 180a2-181a5; Xz(I) 43c3-44a26.
45　aya(µ) (’)pra∫ihitavihārī : こ の 箇 所 は、 並 行 箇 所 と 比 べ 1 文 欠 け て い る よ う に 思 わ れ
る。PvsP(K): ayaµ pudgala˙ ß∑nytatåvihår¥, ayaµ pudgalo ’nimittavihår¥, ayaµ pudgalo 
’pra∫ihitavihårī.
46　vicikitsåß¥labrataparå-: Read vicikitsåß¥lavrataparå-.
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6 lapsyate • paµcabhi[r] indriyair ånantaryaµ samådhiµ sp[r]ak≈yaty 

ånantarye∫a samådhinå vimuktijñånadarßanam utpådayi≈yati • yåvad 

arhatvam anupråpsyati • a-

7 yam ånimittavihår¥ ånimittavimok≈amukhena paµcendriyå∫i pratilapsyate • 

paµcabhir indriyair ånantaryaµ samådhiµ sprak≈yaty ånantarye∫a samå-

8  dhinå  vimuktijñånadarßanam  utpådayi≈yati  •  yåvad  arhatvam 

anupråpsyati •[i]daµ ßåradvat¥putra bodhisatvasya mahåsatvasya 

parißuddhaµ dharmacak≈u˙

9 punar aparaµ ßåradvat¥putra bodhisatvo mahåsatvo jånåti yat kiµcit 

samuda<ya>dharma
47

 sarvan tan ni<ro>dhadharmeti
48

 viditvå paµcendriyå∫i 

pråpnot¥yaµ ßåradvat¥-

10 putra bodhisatvasya mahåsatvasya dharmacak≈u˙ parißuddhi˙ || punar 

aparaµ ßåradvat¥putra bodhisatvo mahåsatvo jånåty ayaµ prathamacittotpå-

11 diko bodhisatvo mahåsatvo dånapåramitåyåµ ß¥lapåramitåyåµ carati • 

tata˙ ßraddhendriye∫a v¥ryendriye∫a ca samanvågata upåya-

12 kaußalena saµcintyåtmabhåvaµ parigrah¥syati • kußalam∑lopastaµbhena 

cåyaµ bodhisatvo mahåsatvo k≈atriyamahåsålakule≈∑papatsyante • 

PvsP(K)I

ayaµ pudgala˙ ß∑nyatåvihår¥, ayaµ pudgalo ’nimittavihår¥, ayaµ pudgalo 

’pra∫ihitavihår¥.

ayaµ pudgala˙ ß∑nyatåvihår¥, asya pudgalasya ß∑nyatåvimok≈amukhe∫a 

pañcendriyå∫y utpatsyante, pañcabhir indriyair ånantaryasamådhiµ 

prak≈yati, ånantarye∫a samådhinå vimuktijñånadarßanam utpådayi≈yati, 

vimuktijñånadarßanena tr¥∫i saµyojanåni prahåsyati, satkåyad˚≈†iµ 

ß¥lavrataparåmarßavicikitsåµ ceti, ayam ucyate pudgala˙ srotaåpanna˙, 

47　samuda<ya>dharma: ÍsP(Gh): samudayadharmma.
48　sarvan tan ni<ro>dhadharmeti: ÍsP(Gh): sarvvaµ taµ nirodhadharmmeti.
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sa bhåvanåmårgaµ pratilabhya kåmarågavyåpådatanutvåd ayam ucyate 

pudgala˙ sak˚dågåm¥, sa tenaiva bhåvanåmårge∫ådhimåtrabhåvitena 

kåmarågavyåpådaprahå∫åd ayam ucyate pudgalo ’någåm¥, sa tenaiva 

bhåvanåmårge∫ådhimåtrabhåvitena r∑parågam år∑pyarågam avidyåµ 

månam auddhatyaµ ca prahåyåyam ucyate pudgalo ’rhan.

ayaµ pudgalo ’nimittavihår¥, asya pudgalasyånimittavimok≈amukhena 

pañcendriyå∫y utpatsyante, pañcabhir indriyair ånantaryasamådhiµ 

prak≈yati ånantarye∫a samådhinå vimuktijñånadarßanam utpådayi≈yati, 

vimuktijñånadarßanena tr¥∫i saµyojanåni prahåsyati, satkåyad˚≈†iµ 

ß¥lavrataparåmarßavicikitsåµ ceti, ayam ucyate pudgala˙ srotaåpanna˙, 

sa bhåvanåmårgaµ pratilabhya kåmarågavyåpådatanutvåd ayam ucyate 

pudgala˙ sak˚dågåm¥, sa tenaiva bhåvanåmårge∫ådhimåtrabhåvitena 

kåmarågavyåpådaprahå∫åd ayam ucyate pudgalo ’någåm¥, sa tenaiva 

bhåvanåmårge∫ådhimåtrabhåvitena r∑parågam år∑pyarågam avidyåµ 

månam auddhatyaµ ca prahåyåyam ucyate pudgalo ’rhan.

ayaµ pudgalo ’pra∫ihitavihår¥, asya pudgalasyåpra∫ihitavimok≈amukhena 

pañcendriyå∫y utpatsyante, pañcabhir indriyair ånantaryasamådhiµ 

prak≈yati, ånantarye∫a samådhinå vimuktijñånadarßanam utpådayi≈yati, 

vimuktijñånadarßanena tr¥∫i saµyojanåni prahåsyati, satkåyad˚≈†iµ 

ß¥lavrataparåmarßavicikitsåµ ceti, ayam ucyate pudgala˙ srotaåpanna˙, 

sa bhåvanåmårgaµ pratilabhya kåmarågavyåpådatanutvådayam ucyate 

pudgala˙ sak˚dågåm¥, sa tenaiva bhåvanåmårge∫ådhimåtrabhåvitena 

kåmarågavyåpådaprahå∫åd ayam ucyate pudgalo ’någåm¥, sa tenaiva 

bhåvanåmårge∫ådhimåtrabhåvitena r∑parågam år∑pyarågam avidyåµ 

månam auddhatyaµ ca prahåyåyam ucyate pudgalo ’rhan. idaµ ßåriputra 

bodhisattvasya mahåsattvasya parißuddhaµ dharmacak≈u˙.

punar aparaµ ßåriputra bodhisattvo mahåsattva evaµ jånåti, yat 

kiñcit samudayadharm¥ sarvaµ tan nirodhadharm¥ti prajånåti, 

prajñåpåramitåyåµ caran pañcendriyå∫i pråpnoti. idaµ ßåriputra 
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bodhisattvasya mahåsattvasya parißuddhaµ dharmacak≈u˙.

punar aparaµ ßåriputra bodhisattvo mahåsattva evaµ jånåti, ayaµ 

bodhisattva˙ prathamacittotpådiko yo dånapåramitåyåµ vå carati, 

ß¥lapåramitåyåµ vå carati, sa tata˙ ßuddhendriyaµ pratilabhate, 

v¥ryendriyaµ ca, sa upåyakaußalyena samanvågata˙ saµcintyåtmabhåvaµ 

parig˚h∫åti, kußalam∑lopalambhaß ca bhavati, ayaµ bodhisattvo bråhma∫a-

mahåßålakule≈∑papatsyate, ayaµ k≈atriyamahåßålakule≈∑papatsyate,

ÍsP(Gh)

ayaµ pudgala˙ ß∑nyatåvihår¥ / asya pudgalasya ß∑nyatåvimok≈amukhena 

pañcendriyå∫y utpatsyante / pañcabhir indriyai˙ ånantaryyasamådhiµ 

prak≈yaty {Ghosa1913, p. 296} ånantaryye∫a samådhinå vimuktijñånadarßanam 

utpådayi≈yati / vimuktijñånadarßanena tr¥∫i saµyojanåni prahåsyanti 

satkåyad˚≈†iµ vicikitsåµ ß¥lavrataparåmarßam / ayam ucyate pudgala˙ 

ßrotaåpanna˙ / sa bhåvanåmårgaµ pratilabhya kåmarågavyåpådatanutvaµ 

karoty ayaµ pudgala˙ sak˚dågåm¥ / sa tenaiva mårge∫ådhimåtrabhåvitena 

kåmarågavyåpådaprahå∫am ågami≈yaty ayaµ pudgalo ’någåm¥ / 

sa tenaiva mårge∫ådhimåtrabhåvitena r∑parågam år∑pyarågam 

avidyåµ månauddhatyañ ca prahåsyaty ayaµ pudgalo ’rhan / ayam 

ånimittavihår¥ / asya pudgalasya nånimittena vimok≈amukhena 

pañcendriyå∫y utpatsyante / pañcabhir indriyair ånantaryyasamådhiµ 

prak≈yaty ånantaryye∫a samådhinå vimuktijñånadarßanam utpådayi≈yati / 

vimuktijñånam utpådayi≈yati / vimuktijñånadarßanena tr¥∫i saµyojanåni 

prahåsyati / satkåyad˚≈†iµ vicikitsåµ ß¥lavrataparåmarßam ayam 

ucyate pudgala˙ ßrotaåpanna˙ / sa bhåvanåmårgaµ pratilabhya 

kåmarågavyåpådatanutvaµ kari≈yaty ayaµ pudgala˙ sak˚dågåm¥ / sa 

tenaiva mårge∫ådhimåtrabhåvitena kåmarågavyåpådaprahå∫am ågami≈yaty 

ayaµ pudgalo ’någåm¥ / sa tenaiva mårge∫ådhimåtrabhåvitena r∑parågam 

år∑pyarågam avidyåµ månauddhatyañ ca prahåsyaty ayaµ pudgalo ’rhan / 
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ayam apra∫ihitavihår¥ asya pudgalasyån pra∫itena vimok≈amukhena 

pañcendriyå∫y utpatsyante / pañcabhir indriyair ånantaryyasamådhiµ 

prak≈yanti / ånantaryye∫a samådhinå vimukti jñånadarßanam 

utpådayi≈yati / vimuktijñånadarßanena tr¥∫i {Ghosa1913, p. 297} 

saµyojanåni prahåsyati / satkåyad˚≈†iµ vicikitsåµ ß¥lavrataparåmarßam 

ayam ucyate pudgala˙ ßrotaåpanna˙ / sa bhåvanåmårgaµ pratilabhya 

kåmarågavyåpådatanutvaµ kari≈yaty ayaµ pudgala˙ sak˚dågåm¥ / 

sa tenaiva mårge∫ådhimåtrabhåvitena kåmarågavyåpådaprahå∫am 

ågami≈yaty ayaµ pudgalo ’någåm¥ / sa tenaiva mårge∫ådhimåtrabhåvitena 

r∑parågam år∑pyarågam avidyåµ månauddhatyañ ca prahåsyaty ayaµ 

pudgalo ’rhan / iyaµ ßåradvat¥putra bodhisattvasya mahåsattvasya 

dharmmacak≈u˙parißuddhi˙ /

punar aparaµ ßåradvat¥putra bodhisattvo mahåsattvo jånåti / yat kañcit 

samudayadharmmaµ sarvvaµ taµ nirodhadharmmeti viditvå ßraddhåd¥ni 

pañcendriyå∫i pråpnot¥yaµ ßåradvat¥putra bodhisattvasya mahåsattvasya 

dharmmacak≈u˙parißuddhi˙ /

punar aparaµ ßåradvat¥putra bodhisattvo mahåsattvo dharmmacak≈u≈å 

j ånå t y  ayaµ pra thamac i t t o t påd iko  bodh i sa t t v o  mahåsa t t v o 

dånapåramitåyåµ carati / ß¥lapåramitåyåµ carati / k≈åntipåramitåyåµ 

carati / v¥ryyapåramitåyåµ carati / dhyånapåramitåyåµ carati / 

prajñåpåramitåyåµ carati / tata˙ ßraddhendriye∫a v¥ryyendriye∫a 

samanvågata upåyakaußalena sañcintyåtmabhåvaµ parigrah¥≈yati / 

kußalam∑lopalambhena cåyaµ bodhisattvo mahåsattva˙ k≈atriyamahåßåla-

kule≈∑papatsyante / 

Kj

是人無相行、是人行空解脱門、是人行無相解脱門。是人行無作解脱門、得五根。

得五根故、得無間三昧。得無間三昧故、得解脱智。得解脱智故、斷三結・我見・疑・

戒取、是人名須陀洹。是人得思惟道、薄婬・恚・癡、當得斯陀含。増進思惟道、
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斷婬・恚・癡、得阿那含。増進思惟道、斷色染・無色染・無明・慢掉、得阿羅漢。

是人行空・無相・無作・解脱門、得五根。得五根故、得無間三昧。得無間三昧故、

得解脱智。得解脱智故、知所有集法皆是滅法、作辟支佛。是爲菩薩摩訶薩法眼淨。

復次舍利弗、菩薩摩訶薩知是菩薩初發意、行檀那波羅蜜、乃至行般若波羅蜜、

成就信根・精進根。善根純厚、用方便力故、爲衆生受身。若生刹利大姓

(LPG 34r)49
 Dhr 159a9-26; Mo 9b5-14; Kj 227c19-228a8; Xz(II) 22a12-b11; 

Xz(III) 443a2-22; PvsP(K) I 96.13-97.9; PvsP(D) 80.9-81.14; AdsP(Tib.U) ka 

63b7-65a2; AdsP(Tib.S) ka 70a5-71b3; AdsP(Tib.Pk) ni 42a4-43a1; AdsP(Tib.

D) ka 47b6-48b5; PvsP(Tib.U) ka 87b6-88b8; PvsP(Tib.S) ka 97a6-98b3; 

PvsP(Tib.Pk) nyi 76a4-77a3; PvsP(Tib.D) ka 74a4-75a3

1 (br)åhma∫amahåså[la]ku[l](e)≈u g˚hapat(i)mahåsålakule≈∑papatsyante 

• || cåturmahåråjakåyike≈u deve≈u  yåvat  paranirmitavaßavarti≈u 

deve≈∑papatsyante • || sa

2 tatra sthitvå <satvå>n paripåcayi≈yanti
50

 • sarvasukhopadhånena ca 

satvån pratyupasthåsyat • buddhak≈etraµ ca parißodhayi≈yati • tathågatåµß 

cårhata˙ samyaksaµbuddhån årågayi≈yati •

3 satkari≈yati gurukari≈yati månayi≈yati p∑jayi≈yati • na ca ßråvakabh∑mau 

vå pratyekabuddhabh∑mau vå pati≈yaty ayaµ bodhisatvo mahåsatvo na 

vivarti≈yati • yåvad anu-

4 ttaråµ samyaksaµbodhim abhisaµbhotsyante || idam api ßåradvat¥putra 

bodhisatvasya mahåsatvasya parißuddhaµ dharmacak≈u˙ || punar aparaµ 

ßåradvat¥putra bodhisatvo mahåsatvo

5  j ånå ty  ayaµ  bodh i sa tvo  mahåsa tvo  vyåk˚ to  ( ’ ) nu t ta råyåµ 

samyaksaµbodhau • || ayaµ bodhisatvo mahåsatvo na vyåk˚ta˙ ayaµ niyato 

(’)ya{µ}m aniyata ime vyå-

49　ÍsP(Gh) p. 297-300; ÍsP(Tib.D) ka 181a5-182b7; Xz(I) 44a26-b30.
50　<satvå>n paripåcayi≈yanti: PvsP(K), ÍsP(Gh): satvån paripåcayi≈yanti.
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6 kari≈yaµte • ime na vyåkari≈yaµte • || ime avaivartikå indriyapratilabdhå 

ime nåvaivartikå nendriyapratilabdhå˙ asyåbhijñå parip∑r∫å asya na 

parip∑r∫å˙ ayaµ

7 bodhisatvo mahåsatvo (’)bhijñåbhi˙ parip∑r∫åbhi˙ p∑rvasyån dißi 

gaµgånad¥vålukopamåµ  lokadhåt∑n  gatvå  tathågatån  arhanta˙ 

samyaksaµbuddhån paryupåste satkaroti

8 gurukaroti månayati p∑jayati evaµ dak≈i∫asyåµ paßcimåyåm uttarasyåm 

adhaståd  upari≈†åd  yåvat  samantåd  daßasu  dik≈v  ekaikasyån  dißi 

gaµgånad¥vålu-

9 kopamåµ lokadhåt∑n gatvå tathågatån arha<n>ta˙ samyaksaµbuddhån 

paryupåste || satkaroti • gurukaroti månayati p∑jayati ayam abhijñå˙ 

pratilapsyate • ayaµ 

10  na  prat i lapsyate  •  | |  ayaµ  k≈ånt iprat i [ l ]abdho  ( ’ )ya(µ)  na 

k≈åntipratilabdha˙  ayam indriyapratilabdho (’)yan nendriyapratilabdha˙ 

asya bodhisatvasya mahåsatvasya buddhak≈etraµ 

11 parißuddhaµ bhavi≈yati • asya na parißuddhaµ bhavi≈yati ayaµ 

bodhisatvo mahåsatvo mahåpra∫idhåno (’)yan na mahåpra∫idhåna • anena 

satvå˙ paripåcitå 

12 anena na paripåcitå • asya buddhå bhagavanto var∫aµ bhå≈ante asya 

na var∫aµ bhå≈ante • ime bodhisatvå mahåsatvå buddhånåµ bhagavatåm 

åsannasthåyino bha-

PvsP(K) I

ayaµ g˚hapatimahåßålakule≈∑papatsyate, ayaµ cåturmahåråjakåyike≈u 

deve≈∑papatsyate, ayaµ trayastriµße≈u deve≈∑papatsyate, ayaµ yåme≈u 

deve≈∑papatsyate, ayan tu≈ite≈u deve≈∑papatsyate, ayaµ nirmå∫arati≈u 

deve≈∑papatsyate, ayaµ paranirmitavaßavarti≈u deve≈∑papatsyate, ayaµ 

yåvad akani≈†he≈u deve≈∑papatsyate, sa tatra sthitvå sattvån paripåcayi≈yati, 

sarvasukhopadhånena ca sattvån pratyupasthåsyati, buddhak≈etraµ ca 
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parißodhayißyati, tathågatåµß cårhata˙ samyaksaµbuddhån årågayi≈yati, 

satkari≈yati gurukari≈yati månayi≈yati p∑jayi≈yati, na ca ßråvakabh∑mau 

vå pratyekabuddhabh∑mau vå pati≈yati, ayaµ bodhisattvo mahåsattvo na 

nivartate yåvan nånuttaråµ samyaksaµbodhim abhisaµbuddha iti. idaµ 

ßåriputra bodhisattvasya mahåsattvasya parißuddhaµ dharmacak≈u˙.

punar aparaµ ßåriputra bodhisattvo mahåsattva evaµ jånåti, am¥ 

bodhisattvå mahåsattvå vyåk˚tå anuttaråyåµ samyaksaµbodhau, am¥ 

bodhisattvå na vyåk˚tå, am¥ bodhisattvå avinivartan¥yå˙, am¥ bodhisattvå 

nåvinivartan¥yå˙, e≈åµ bodhisattvånåm abhijñå˙ parip∑r∫å˙, e≈åµ 

bodhisattvånåµ na parip∑r∫å˙, ayaµ bodhisattvo ’bhijñåparip∑r∫a˙ 

p∑rvasyåµ dißi yåvad upari≈†åd dißi ga∆gånad¥vålukopamån lokadhåt∑n 

gatvå tathågatån arhata˙ samyaksaµbuddhån satkaroti gurukaroti 

månayati p∑jayati, ayaµ bodhisattvo nåbhijñåparip∑r∫o yåvan na 

p∑jayati, ayaµ bodhisattvo ’bhijñånåµ låbh¥ bhavi≈yati, ayaµ bodhisattvo 

nåbhijñånåµ låbh¥ bhavi≈yati, asya bodhisattvasya mahåsattvasya 

parißuddhaµ buddhak≈etraµ bhavi≈yat i ,  asya bodhisattvasya 

mahåsattvasyåparißuddhaµ buddhak≈etraµ bhavi≈yati, anena bodhisattvena 

sattvå˙ parißodhitå˙, anena bodhisattvena sattvå na parißodhitå˙, asya 

bodhisattvasya mahåsattvasya buddhå bhagavanto var∫aµ bhå≈ante, asya 

bodhisattvasya mahåsattvasya na bhå≈ante, am¥ bodhisattvå buddhånåµ 

bhagavatåm åsannasthåyino bha-

ÍsP(Gh)

bråhma∫amahåßålakuleß∑papatsyante / g˚hapatimahåßålakule≈∑-

papatsyante  /  cå turmmahårå jakåy ike≈u deve≈∑papatsyante  / 

tråyastriµße≈u deve≈∑papatsyante / yåme≈u deve≈∑papatsyante / 

tu≈ite≈u deve≈∑papatsyante / nirmmå∫arati≈u deve≈∑papatsyante / 

paranirmmitavaßavartti≈u deve≈∑papatsyate / sa tatra {Ghosa1913, 

p. 298} sthitvå sattvån paripåcayi≈yati sarvvasukhopadhånena 
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ca tån pratyupasthåsyati / buddhak≈etrañ ca parißodhayi≈yati / 

tathågatåµß cårhata˙ samyaksambuddhån årågayi≈yati satkari≈yati / 

gur∑kari≈yati / månayi≈yati / p∑jayi≈yati / na ca ßråvakabh∑mau vå 

pratyekabuddhabh∑mau vå pati≈yati / ayaµ bodhisattvo mahåsatvo 

na nivarttate yåvad anuttaråµ samyaksambodhim abhisambhotsyate / 

idam api ßåradvat¥putra bodhisattvasya mahåsattvasya parißuddhaµ 

dharmmacak≈u˙ / 

punar aparaµ ßåradvat¥putra bodhisattvo mahåsattvo jånåty ayaµ 

bodhisattvo mahåsattvo vyåk˚to ’nuttaråyåµ samyaksambodhau / ayaµ 

na vyåk˚ta˙ / ayaµ niyata˙ / ayam aniyata˙ / ime vyåkari≈yanti / ime 

na vyåkari≈yanti / ime avaivarttikå˙ indriyalabdhå˙ / ime nåvaivarttikå-

nendriyapratilabdhå˙ / asyåbhijñå˙ parip∑r∫å˙ / asya na parip∑r∫å˙ / 

ayaµ bodhisattvo mahåsattvo ’bhijñåbhi˙ parip∑r∫åbhi˙ p∑rvvasyåµ 

dißi ga∆gånad¥vålukopamån lokadhåt∑n gatvå tathågatån arhata˙ 

samyaksambuddhån årågayati / paryyupåste / satkaroti / gur∑karoti / 

månayati / p∑jayati / dak≈i∫asyåµ dißi ga∆gånad¥vålukopamån lokadhåt∑n 

ga t vå  t a t håga tån  a rha ta˙  samyaksambuddhån å rågaya t i  / 

paryyupåste / satkaroti / gur∑karoti / månayati / p∑jayati / 

paßcimåyåµ dißi ga∆gånad¥vålukopamån lokadhåt∑n gatvå tathågatån 

arhata˙ samyaksambuddhån årågayati / paryyupåste / satkaroti / 

gur∑karoti / månayati / p∑jayati / uttarasyåµ dißi ga∆gånad¥vålukopamån 

l o kadhå t∑n  ga t vå  t a t håga tån  a rha ta˙  samyak sambuddhån 

årågayati / paryyupåste / {Ghosa1913, p. 299} satkaroti / gur∑karoti / 

månayati / p∑jayati / uttarap∑rvvasyåµ dißi ga∆gånad¥vålukopamån 

l o kadhå t∑n  ga t vå  t a t håga tån  a rha ta˙  samyak sambuddhån 

årågayati / paryyupåste / satkaroti / gur∑karoti / månayati / p∑jayati / 

p∑rvvadak≈i∫asyåµ dißi ga∆gånad¥vålukopamån lokadhåt∑n gatvå 

tathågatån arhata˙ samyaksambuddhån årågayati / paryyupåste / 

satkaroti / gur∑karoti / månayati / p∑jayati / dak≈i∫apaßcimåyåµ 
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dißi ga∆gånad¥vålukopamån lokadhåt∑n gatvå tathågatån arhata˙ 

samyaksambuddhån årågayati / paryyupåste / satkaroti / gur∑karoti / 

månayati / p∑jayati / paßcimottarasyåµ dißi ga∆gånad¥vålukopamån 

lokadhåt∑n gatvå tathågatån arhata˙ samyaksambuddhån årågayati / 

paryyupåste / satkaroti / gur∑karoti / månayati / p∑jayati / adhaståd 

dißi ga∆gånad¥vålukopamån lokadhåt∑n gatvå tathågatån arhata˙ 

samyaksambuddhån årågayati / paryyupåste / satkaroti / månayati / 

p∑jayati / upari≈†åd dißi ga∆gånad¥vålukopamån lokadhåt∑n gatvå 

tathågatån arhata˙ samyaksambuddhån årågayati / paryyupåste / 

satkaroti / månayati / p∑jayati / ayam abhijñå˙ pratilapsyante ayaµ 

na pratilapsyate / ayaµ k≈åntiµ pratilabdho ’yaµ na k≈åntiµ 

pratilabdha˙ / ayam indriyapratilabdho ’yaµ nendriyapratilabdha˙ / asya 

bodhisattvasya mahåsattvasya parißuddhaµ buddhak≈etraµ bhavi≈yati / 

asya bodhisattvasya mahåsattvasya buddhak≈etraµ na parißuddhaµ 

bhavi≈yati / ayaµ bodhisattvo mahåsattvo mahåpra∫idhåno ’yaµ na 

mahåpra∫idhåna˙ / anena sattvå˙ paripåcitå˙ anena sattvå na paripåcitå˙ 

{Ghosa1913, p. 300} / asya bodhisattvasya mahåsattvasya daßasu dik≈u 

ga∆gånad¥vålukopame≈u lokadhåtu≈u buddhå bhagavanto var∫aµ 

bhå≈ante / asya na var∫aµ bhå≈ante / ime bodhisattvå mahåsattvå˙ 

buddhånåµ bhagavatåm åsattvasyåyino read åsannasthåyino (KW) bha-

Kj

若生婆羅門大姓、若生居士大家、若生四天王天處乃至他化自在天處。是菩薩於

其中住、成就衆生、隨其所樂、皆給施之。亦淨佛國土、値遇諸佛、供養・恭敬・

尊重・讃歎、乃至阿耨多羅三藐三菩提。亦不墮聲聞・辟支佛地。是名菩薩摩訶

薩法眼淨。

復次舍利弗、菩薩摩訶薩知是菩薩於阿耨多羅三藐三菩提退、知是菩薩於阿耨多

羅三藐三菩提不退、知是菩薩受阿耨多羅三藐三菩提記、知是菩薩未受阿耨多羅

三藐三菩提記、知是菩薩到阿惟越致地、知是菩薩未到阿惟越致地、知是菩薩具

P77
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足神通、知是菩薩未具足神通、知是菩薩以具足神通、飛到十方如恒河沙等世界、

見諸佛、供養・恭敬・尊重・讃歎、知是菩薩未得神通當得神通、知是菩薩當淨

佛土不淨佛土。是菩薩成就衆生、未成就衆生。是菩薩爲諸佛所稱譽、所不稱譽。

是菩薩親近諸佛

(LPG 34v)51
 Dhr 159a26-b20; Mo 9b15-c1; Kj 228a8-29; Xz(II) 22b11-c13; 

Xz(III) 443a22-b18; PvsP(K) I 97.9-98.9; PvsP(D) 81.14-83.3; AdsP(Tib.U) ka 

65a2-66a1; AdsP(Tib.S) ka 71b3-72b5; AdsP(Tib.Pk) ni 43a1-b5; AdsP(Tib.

D) ka 48b5-49b1; PvsP(Tib.U) ka 88b8-89b7; PvsP(Tib.S) ka 98b3-99b4; 

PvsP(Tib.Pk) nyi 77a3-77b8; PvsP(Tib.D) ka 75a3-76a1

1 vi≈yaµt¥[m]e nåsannasthåyina˙ asyåyur aparimitaµ bhavi≈yaty asya 

parimitaµ • asya prabhågho≈o bhik≈usaµghaß cåparimito bhavi≈yaty asya 

parimita˙ asya bodhisa-

2 tvasya mahåsatvasyånuttaråµ samyaksaµbodhim abhisaµbuddhasya 

bodhisatvasaµgho bhavi≈yaty asya na bhavi≈yati • ayaµ du≈ka<ra>caryåµ 

cari≈yaty ayaµ na cari≈yati • || ayaµ caramabhavi-

3 ko (’)yaµ na carama<bha>vika˙ ayaµ bodhima∫∂e ni≈atsyaty ayaµ na 

ni≈atsyati • e≈åµ bodhisatvånåµ mahåsatvånåµ mårå bhavi≈yaµty e≈åµ na 

bhavi≈yaµti • || evaµ khalu ßåradvat¥-

4 putra bodhisatvasya mahåsatvasya parißuddhaµ bhavati dharmacak≈u˙ || 

åha • katamat punar bhagavan bodhisatvasya mahåsatvasya parißuddhaµ 

buddhacak≈u˙ bhagavån åha • 

5  yac  chåradvat¥putra  bodhisatvo  mahåsatvo  bodhicittånantaraµ 

bajropamaµ
52

 samådhiµ samåpadya sarvåkårajñatåm anupråpnoti • sa 

daßabhis tathågatabalai˙ 

6  samanvågato  bhavat i  •  ca turbh i  v [a i ] ßåradya i ß  ca tas˚bh i˙ 

51　ÍsP(Gh) pp. 300-301; ÍsP(Tib.D) ka 182b7-183b5; Xz(I) 44b30-45a6.
52　bajropamaµ: Read vajropamaµ.
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pratisaµvidbhi{˙}r a≈†ådaßabhir åve∫ikair buddhadharmair mahåmaitryå 

mahåkaru∫ayå mahåmuditayå ma-

7 hopek≈ayå anåvara∫ena ca buddhavimok≈e∫a samanvågato bhavati • tasya 

cak≈ur yena cak≈u≈å bodhisatvena mahåsatvena sarvåkårair nåsti kiµcid 

ad˚≈†a-

8 m aßrutam asm˚tam avijñåtaµ || idaµ ßåradvat¥putra bodhisatvasya 

mahåsatvasya parißuddhaµ buddhacak≈u˙ || evaµ khalu ßåradvat¥putra 

bodhisatvena mahåsa-

9 tvena paµcacak≈uµsi pari≈odhay[i]tukåmena pratilabdhukåmena ≈a†su 

påramitåsu yoga˙ kara∫¥ya || tat kasya heto˙ tathå hi ßåradvat¥putra ≈a†su

10 påramitåsu sarvakußaladharmå˙ antargatå sarvaßråvakadharmåß 

ca  sarvapratyekabuddhadharmåß  ca  sarvabodhisatvadharmåß  ca 

sarvabuddhadharmåß ca ya-

11 t khalu taµ ßåradvat¥putra samyag vadanto vadeyu˙ sarvakußala- 

dharmasaµgraha iti • || prajñåpåramitaµ
53

 samyag vadanto vadeyu janetr¥ 

ßåradvat¥putra

PvsP(K) I

vi≈yanti, am¥ bodhisattvå mahåsattvå nåsannasthåyino bhavi≈yanti, asya 

bodhisattvasya parimitam åyur bhavi≈yati, asya bodhisattvasyåparimitam 

åyur bhavi≈yati, asya bodhisattvasya parimita˙ saµgho bhavi≈yati, asya 

bodhisattvasyåparimita˙ saµgho bhavi≈yati, asya bodhisattvasyånuttaråµ 

samyaksaµbodhim abhisaµbuddhasya bodhisattvasaµgho bhavi≈yati, 

asya bodhisattvasya mahåsattvasyånuttaråµ samyaksaµbodhim 

abhisaµbuddhasya na bodhisattvasaµgho bhavi≈yati, ayaµ bodhisattvo 

mahåsattvo du≈karacaryåµ cari≈yati, ayaµ bodhisattvo mahåsattvo na 

du≈karacaryåµ cari≈yati, ayaµ bodhisattvaß caramabhavika˙, ayaµ 

bodhisattvo na caramabhavika˙, ayaµ bodhisattvo bodhima∫∂e ni≈atsyate, 

53　prajñåpåramitaµ: S.e. for prajñåpåramitåµ.
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ayaµ bodhisattvo bodhima∫∂e na ni≈atsyate, asya bodhisattvasya måro 

bhavi≈yati, asya bodhisattvasya na måro bhavi≈yati. evaµ hi ßåriputra 

bodhisattvasya mahåsattvasya parißuddhaµ dharmacak≈u˙.

ßåriputra åha: katamad bhagavan bodhisattvasya mahåsattvasya 

parißuddhaµ buddhacak≈u˙?

bhagavån åha: yac chåriputra bodhisattvo mahåsattvo bodhicittånantaraµ 

vajropamaµ samådhiµ samåpadya ekacittak≈a∫asamåyuktayå prajñayå 

sarvåkårajñatåm anupråpnoti, daßabhis tathågatabalai˙ samanvågata˙, 

caturbhir vaißåradyaiß catas˚bhi˙ pratisaµvidbhir a≈†ådaßabhir åve∫ikair 

buddhadharmair mahåmaitryå mahåkaru∫ayå ca samanvågata˙, yena 

ca cak≈u≈å bodhisattvena mahåsattvena nåsti kiñcid ad˚≈†aµ våßrutaµ 

våmataµ våvijñåtaµ vå sarvair åkårai˙. evaµ hi ßåriputra bodhisattvasya 

mahåsattvasya parißuddhaµ buddhacak≈u˙.

evaµ hi ßåriputra bodhisattvena mahåsattvena pañcacak≈∑µ≈i 

ßodhayitukåmena ≈a†su påramitåsu yoga˙ kara∫¥ya˙. tat kasya 

heto˙? tathå hi ßåriputra ≈a†su påramitåsu sarve kußalå dharmå 

antargatå˙ sarvaßråvakadharmåß ca sarvapratyekabuddhadharmåß ca 

bodhisattvadharmåß ca, yat khalu ßåriputra samyag vadanto vadeyu˙ 

sarvakußaladharmasaµgraha iti prajñåpåramitåµ khalu samyag 

vadantovadeyu˙. tat kasya heto˙? tathå hi ßåriputra prajñåpåramitå 

janayitr¥ 

ÍsP(Gh)

vi≈yanti / ime nåsattvasthåyina˙ / asya bodhisattvasya mahåsattvasya 

bodhipråptasyåyur aparimitaµ bhavi≈yati / asya parimitaµ / asya 

prabhågho≈o bhik≈usaµghaß cåparimito bhavi≈yati / asya parimita˙ / 

asya bodhisattvasyånuttaråµ samyaksambuddhasya bodhisattvasaµgho 

bhavi≈yati / asya na bhavi≈yati / ayaµ du≈karaµ cari≈yaty ayaµ na 

cari≈yati / ayaµ caramabhaviko ’yaµ na caramabhavika˙ / ayaµ 
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bodhima∫∂e ni≈atsyati nåyaµ ni≈atsyati / e≈åµ bodhisattvånåµ 

mahåsattvånåµ mårå bhavi≈yanti / nai≈åµ bhavi≈yanti / evaµ 

khalu ßåradvat¥putra bodhisattvånåµ mahåsattvånåµ parißuddhaµ 

dharmmacak≈u˙ /

åha katamaµ punar bhagavan bodhisatvasya mahåsattvasya parißuddhaµ 

buddhacak≈u˙ / bhagavån åha / yac chåradvat¥putra bodhisattvo 

mahåsattvo bodhicittånuttaraµ vajropamaµ samådhiµ samåpadya 

sarvvåkårajñatåm anupråpnoti / daßabhis tathågatabalai˙ samanvågato 

bhavati / catubhir vvaißåradyai˙ samanvågato bhavati / a≈†ådaßabhir 

åve∫ikair buddhadharmmai˙ samanvågato bhavati / mahåmaitryå 

samanvågato bhavati / mahåkaru∫ayå samanvågato bhavati / 

mahåmuditayå samanvågato bhavati / mahopek≈ayå samanvågato 

bhavati / anåvara∫ena ca buddhavimok≈e∫a samanvågato bhavati / tad 

asya cak≈ur yena cak≈u≈å bodhisattvena mahåsattvena sarvvåkåraµ 

nåsti kiñcid ad˚≈†am aßrutam amatam avijñåtaµ / idaµ ßåradvat¥putra 

bodhisa t tvasya {Ghosa1913 ,  p .  301 }  mahåsat tvasyånut taråµ 

samyaksambodhim abhisambuddhasya parißuddhaµ buddhacak≈u˙ /

eva ßåradvat¥putra bodhisattvena mahåsattvena pañca cak≈∑µ≈i 

parißodhayitukåmena pratilabdhukåmena ca ≈a†su påramitåsu yoga˙ 

kara∫¥ya˙ / tat kasya heto˙ / tathå hi / ßåradvat¥putra ≈a†su påramitåsu 

sarvvakußaladharmmå antargatå˙ sarvvaßråvakadharmmåß ca / 

sarvvapratyekabuddhadharmmåß ca / ye khalu te ßåradvat¥putra samyag 

vadanto vadeyu˙ sarvvakußaladharmmasaµgraha iti prajñåpåramitån te 

samyag vadanto vadeyu˙ / tat kasya heto˙ / janayitr¥ ßåradvat¥putra 

Kj

不親近諸佛、是菩薩壽命有量、壽命無量。是菩薩得佛時、比丘衆有量、比丘衆無量。

是菩薩得阿耨多羅三藐三菩提時、以菩薩爲僧、不以菩薩爲僧。是菩薩當修苦行・

難行、不修苦行・難行。是菩薩一生補處、未一生補處。是菩薩受最後身、未受
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最後身。是菩薩能坐道場、不能坐道場。是菩薩有魔、無魔。

如是、舍利弗、是爲菩薩摩訶薩法眼淨」

舍利弗白佛言「世尊、云何菩薩摩訶薩佛眼淨」

佛告舍利弗「有菩薩摩訶薩求佛道心、次第入如金剛三昧、得一切種智。爾時、

成就十力・四無所畏・四無閡智・十八不共法・大慈・大悲。是菩薩摩訶薩用一

切種智、一切法中無法不見、無法不聞、無法不知、無法不識。

舍利弗、是爲菩薩摩訶薩得阿耨多羅三藐三菩提時、佛眼淨。

如是、舍利弗、菩薩摩訶薩欲得五眼、當學六波羅蜜。何以故。

舍利弗、是六波羅蜜中、攝一切善法、若聲聞法・辟支佛法・菩薩法・佛法。

舍利弗、若有實語、能攝一切善法者、般若波羅蜜是。

舍利弗、般若波羅蜜能生

(LPG 35r)54
 Dhr 159b20-c16; Mo 9c1-15; Kj 228a29-b20; Xz(II) 22c13-

23b8(much detailed); Xz(III) 443b18-444a12; PvsP(K) I 98.10-99.12; PvsP(D) 

83.3-85.3; AdsP(Tib.U) ka 66a1-b8; AdsP(Tib.S) ka 72b5-74a1; AdsP(Tib.Pk) ni 

43b5-44a6; AdsP(Tib.D) ka 49b1-50a4; PvsP(Tib.U) ka 89b7-90b6; PvsP(Tib.S) 

ka 99b4-100b5; PvsP(Tib.Pk) nyi 77b8-78b4; PvsP(Tib.D) ka 76a1-b6

1 (prajñåpå)ramit(ai)≈å[µ] (pañcånåµ ca)k≈u≈å[µ] e≈u pa(µ)ca[s]u 

cak≈u≈u bodhisatvå mahåsatvå ßik≈itvånuttaråµ samyaksaµbodhim 

abhisaµbudhyant(e) [•] asti ßåradvat¥putra bodhisatvo mahåsatva˙ 

2 prajñåpåramitåyåµ carann abhijñåpåramitåµ pratilabhate • so

(’)nekavidham ˚ddhividhiµ pratyanubhavati • sa imåm api p˚thiv¥µ 

kaµpayati • eko (’)pi bh∑två bahudhå bhavati • bahu-

3 dhåbhibh∑tvaik¥bhavati • [å]bhirbhåvatirobhåvam
55

 api pratyanubhavati 

• || tira˙ku∂yaµ tira˙pråkåraµ tira˙parvatån apy asajjat kåyena gacchati • 

tadyathåpi nåmåkåße åkåße 

54　ÍsP(Gh) pp. 301-302; ÍsP(Tib.D) ka 183b5-184b2; Xz(I) 45a6-c17.
55　[å]bhirbhåvatirobhåvam: S.e. for åvirbhåvatirobhåvam. PvsP(K): åvirbhåvaµ tirobhåvam, 
ÍsP(Gh): åvirbhavati tirobhåvam.
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4 (’)pi paryaµkena krå[ma]t[i] • || tadyathåpi nåma pak≈¥ ßakuni˙ 

p˚thivyåm unmajjanimajjanaµ
56

 karoti • tadyathåpi nåmodake udake (’)py 

abhidyamåne
57

  gacchati • || tadyathåpi nåma ma-

5 håp˚thivyåµ dh∑måyati prajvalaty api • || tadyathåpi nåma mahån 

agniskandha imåm api s∑ryåcandramasåv evaµ mahardhikåv evaµ 

mahånubhåvo på∫inåm aparåmår≈†i˙ 

6 yåvad brahmalokam api kåyena vaßaµ vartayati tayå ca rdhyå na manyate 

• tathå hi sa ˚ddhiµ nopalabhate yayå manyeta • svabhåvaßunyatåm upådåya 

svabhåvavivikta-

7 tåm upådåya • svabhåvånutpådatåm upådåya • sa na ceta[n]åm apy 

utpådayati • || riddhyåbhisaµskåre<∫a>
58

 vånyatra sarvajñatåmanasikåråt* 

evaµ khalu ßåradvat¥putra

8  b o d h i s a t v o  m a h å s a t v a  p r a j ñ å p å r a m i t å y å µ  c a r a n 

˚dhividhisåk≈åtk˚yåbhijñåjñånam abhinirha<ra>ti • || sa divyena ßrotre∫a 

vißuddhenåtikråntamånu≈e∫a ubhau ßabdau ß˚∫o-

9 ti yad uta divyaµ månu≈a[µ] vå • na ca tena divyena ßrotradhåtunå 

manyate • ahaµ ßabdåµ ß˚∫omi || tathå hi sa ßrotra<µ> ßabdaµ ca
59

nopalabhate • svabhåvaßunyatåm upådåya svabhå-

10 vaviviktatåm upådåya • svabhåvånutpådatåm upådåya sa cetanåm api 

notpådayati • divyaßrotradhåtåv anyatra sarvajñatånamasikåråt* evaµ khalu 

ßåradva-

11 t¥putra bodhisatvo mahåsatva˙ prajñåpåramitåyåµ caran divyaßrotraså-

k≈åtkriyåbhijñåm
60

 abhinirharati • sa parasatvå∫åµ parapudgalå-

12 nåµ cetasaiva cittaµ yathåbh∑taµ prajånåti || sarågaµ cittaµ sarågaµ 

cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti • || vigatarågaµ ci[t]taµ [v]i[g]a[t]arågaµ

56　unmajjanimajjanaµ: PvsP(K): unmajjanimajjaµ, ÍsP(Gh): unmajjati na nimajjanaµ.
57　abhidyamåne: S.e. for abhidyamåno? PvsP(K): abhidyamåno.
58　riddhyåbhisaµskåre<∫a>: ÍsP(Gh): ˚ddhyabhinirhåre∫a.
59　ßrotra<µ> ßabdaµ ca: ÍsP(Gh): ßrotraµ ßabdåµß ca.
60　divyaßrotrasåk≈åtkriyåbhijñå<na>m: PvsP(K): divyaßrotråbhijñåsåk≈åtkriyåjñånam, ÍsP(Gh): 
divyaßrotradhåtusåk≈åtkriyåbhijñåjñånam.
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PvsP(K) I

sarvåsåµ påramitånåm, e≈åµ ca pañcånåµ bodhisattvacak≈u≈åm, e≈u ca 

ßåriputra pañcasu bodhisattvacak≈u˙≈u ßik≈itvå bodhisattvå mahåsattvå 

anuttaråµ samyaksaµbodhim abhisaµbudhyante.

iti pañcacak≈ur avavåda˙

atra ßåriputra bodhisattvo mahåsattva˙ prajñåpåramitåyåµ carann 

abhijñåpåramitåµ bhåvayati, so ’nekavidham ˚ddhividhiµ pratyanubhavati, 

p˚thiv¥m api kampayati, eko ’pi bh∑två bahudhå bhavati, bahudhåpi 

bh∑två eko bhavati, åvirbhåvaµ tirobhåvam api pratyanubhavati, 

tira˙ku∂yaµ tira˙pråkåraµ tira˙parvatam apy asakto gacchati tadyathåpi 

nåmåkåße ’pi kråmati tadyathåpi nåma pak≈¥ ßakuni˙, p˚thivyåm apy 

unmajjanimajjaµ karoti tadyathåpi nåmodake, udake ’bhidyamåno 

gacchati tadyathåpi nåma p˚thivyåm, dh∑måyaty api prajjalaty api 

tadyathåpi nåma mahån agniskandha˙, udakam api kåyåt pramuñcati 

tadyathåpi nåma mahåmegha˙, imåv api s∑ryåcandramasåv evaµ 

maharddhikau mahånubhåvau på∫inå paråm˚ßati parimår≈†i yåvad 

brahmalokåd api kåyaµ vaßena vartayati, tayå ca ˚ddhyå na manyate, 

tathå hi satåm ˚ddhiµ nopalabhate yayå manyate tad api na manyate 

yenåpi manyate svabhåvaß∑nyatåm upådåya, svabhåvaviviktatåm upådåya, 

svabhåvånupalabdhitåm upådåya, sa na ˚ddhicetanåm apy utpådayati na 

˚ddhyabhinirhåracetanåµ vå anyatra sarvajñatå manasikåråt. evaµ hi 

ßåriputra bodhisattvo mahåsattva˙ prajñåpåramitåyåµ caran ˚ddhividhya-

bhijñåsåk≈åtkriyåjñånam abhinirharati.

sa divyena ßrotradhåtunå vißuddhenåtikråntamånu≈yake∫a ßabdån ß˚∫oti 

divyån månu≈yakåµß ca, na ca tena divyena ßrotre∫a manyate, ahaµ 

ßabdån ß˚∫omi, tathå hi sa tarn api ßabdaµ nopalabhate svabhåvaß∑nyatåm 

upådåya svabhåvaviviktatåm upådåya svabhåvånupalabdhitåm upådåya, 

sa na divyaßrotracetanåm apy utpådayati, na divyaßrotråbhinirhåracetanåµ 
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vånyatra sarvåkårajñatåmanaskåråt. evaµ hi ßåriputra bodhisattvo 

mahåsattva˙ prajñåpåramitåyåµ caran divyaßrotråbhijñåsåk≈åtkriyåjñånam 

abhinirharati.

sa parasattvånåµ parapudgalånåµ cetasaiva yathåbh∑taµ prajånåti, 

sarågacittaµ sarågacittam iti yathåbh∑taµ prajånåti, vigatarågaµ cittaµ 

vigatarågaµ

ÍsP(Gh)

prajñåpåramitai≈åµ pañcånåµ cak≈u≈åµ / e≈u ca pañcasu cak≈u≈u 

bodhisattvå mahasattvå˙ ßik≈i tvånuttaråµ samyaksambodhim 

abhisambudhyante / asyåµ ßåradvat¥putra prajñåpåramitåyåµ caran 

bodhisattvo mahåsattvo ’bhijñåpåramitåµ pratilabhate / so ’nekavidham 

˚ddhividhiµ pratyanubhavati / imåm eva p˚thiv¥µ kampayaty eko ’pi bh∑två 

bahudhå bhavati / bahudhåpi bh∑två eko bhavati / åvirbhavati tirobhåvam 

api pratyanubhavati / tira˙ ku∂yaµ tira˙ pråkåraµ tira˙ parvvatam apy 

asaµjñåµ kåyena gacchati / tadyathåpi nåmåkåße paryyaµkena kråmati / 

tadyathåpi nåma ßakuni˙ p˚thivyåm apy unmajjati na nimajjanaµ karoti / 

tadyathåpi nåmodake ’nudake ’py abhiyånena gacchati / tadyathåpi nåma 

p˚thivyåµ dh∑måyate prajvalaty api / tadyathåpi nåma mahån agniskandha˙ 

/ imåv api s∑ryyåcandramasåv evaµ maharddhikåv evaµ mahånubhåvåv 

evaµ maheßåkhyau på∫inå {Ghosa1913, p. 302} paråmår≈†vå brahmalokaµ 

kåyena vaßaµ varttayati tayå carddhyå na manyate / tathå hi sam˚ddhiµ 

nopalabhate yayå manyeta svabhåvaß∑nyatåm upådåya svabhåvånutpådatåm 

upådåya / sa cetanåm api notpådayati / ˚ddhyå vå ˚ddhyabhinirhåre∫a 

vånyatra sarvvajñatåmanasikåråt / evaµ khalu ßåradvat¥putra bodhisattvo 

mahåsattva˙ prajñåpåramitåyåµ caran ˚ddhi-vidhisåk≈åtkriyåbhijñåjñånam 

abhinirharati / sa divyena ßrotradhåtunå vißuddhenåtikråntamånu≈yaken

obhayåñ chabdån* ß˚∫oti yad uta divyån vå månu≈yakån vå / na ca tena 

divyena ßrotradhåtunå manyate ahaµ ßabdån* ß˚∫om¥ti / tathå hi sa ßrotraµ 
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ßabdåµß ca nopalabhate svabhåvaß∑nyatåm upådåya svabhåvånutpådatåm 

upådåya / sa cetanåm api notpådayati divyaßrotradhåtåv anyatra 

sarvvajñatåmanasikåråt / evaµ khalu ßåradvat¥putra bodhisattvo 

mahåsattva˙ prajñåpåramitåyåµ caran divya-ßrotradhåtusåk≈åtkriyåbhijñåj

ñånam abhinirharati / sa parasattvånåµ parapudgalånåµ cetasaiva cittaµ 

yathåbh∑taµ prajånåti / sa sarågacittaµ na rågacittam iti yathåbh∑taµ 

prajånåti / sa vigatarågaµ cittaµ vigatarågaµ

Kj

五眼。菩薩學五眼者、得阿耨多羅三藐三菩提。

舍利弗、有菩薩摩訶薩行般若波羅蜜時、修神通波羅蜜、以是神通波羅蜜受種種

如意事。能動大地、變一身爲無數身、無數身還爲一身。隱顯自在、山・壁・樹

木皆過無閡、如行空中。履水、如地。陵虚、如鳥。出沒地中、如出入水。身出

烟焔、如大火聚。身中出水、如雪山水流。日月大徳威力、難當而能摩捫乃至梵

天身、得自在。亦不著是如意神通。神通事及己身皆不可得。自性空故、自性離故、

自性無生故。不作是念『我得如意神通、除爲薩婆若心』

如是、舍利弗、菩薩摩訶薩行般若波羅蜜時、得如意神通智證。是菩薩以天耳、

淨過於人耳、聞二種聲天聲・人聲、亦不著是天耳神通、天耳與聲及己身皆不可得。

自性空故、自性離故、自性無生故。不作是念『我有是天耳、除爲薩婆若心』

如是、舍利弗、菩薩摩訶薩行般若波羅蜜時、得天耳神通智證。是菩薩如實知他

衆生心。若欲心、如實知欲心。離欲心、

(LPG 35v)
61

 Dhr 159c16-160a4; Mo 9c15-25; Kj 228b20-c14; Xz(II) 23b8-

24a4; Xz(III) 444a12-b17; PvsP(K) I 99.12-100.23; PvsP(D) 85.3-86.13; 

AdsP(Tib.U) ka 66b8-67a5; AdsP(Tib.S) ka 74a1-75a3; AdsP(Tib.Pk) ni 44a6-

b2; AdsP(Tib.D) ka 50a4-51a1; PvsP(Tib.U) ka 90b6-91b8; PvsP(Tib.S) ka 

100b5-102a2; PvsP(Tib.Pk) nyi 78b4-79b3; PvsP(Tib.D) ka 76b6-77b5

61　ÍsP(Gh) pp. 302-304; ÍsP(Tib.D) ka 184b2-185b1; Xz(I) 45c17-46b7.
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1 (ci)ttam i<ti> yathåbh∑t(aµ p)r(a)jånåti • || evaµ sado≈aµ cittaµ 

vigatado≈aµ cittaµ samohaµ cittaµ vigatamohaµ cittaµ sat˚≈∫aµ cittaµ 

vigatat˚≈∫aµ

2 cittaµ sopådånaµ cittam anupådånaµ cittaµ • saµk≈iptaµ cittaµ 

vik≈iptaµ cittaµ • parittaµ
62

 cittaµ vipulaµ cittaµ • mahadgataµ cittam 

apramå∫aµ cittaµ samåhitaµ cittam asamåhitaµ cittaµ •

3 vimuktaµ cittam avimuktaµ cittaµ • såsravaµ cittam anåsravaµ cittaµ 

så∆ga∫aµ cittam anå∆ga∫aµ cittaµ • sottaraµ cittaµ sottaraµ cittam iti 

yathåbh∑taµ prajånåti • ||  anuttaraµ 

4 cittam anuttaraµ cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti • || tena ca na 

manyate • tathå hi ta<c> cittam
63

 acittam acintyatåm upådåya • || so (’)haµ 

prajånåm¥ti na manyate • tathå hi 

5 sa tad eva cittaµ nopalabhate • yena manyeta svabhåvaßunyatåm upådåya 

• svabhåvaviviktatåm upådåya • svabhåvånutpådatåm upådåya • sa cetanåm 

api [n]o-

6 tpådayati • citte (’)nyatra sarvåkårajñatåmanasikåråt* evaµ [kh]alu 

ßåradvat¥putra bodhisatvo mahåsatva˙ prajñåpåramitåyåµ caran sarvasatva-

cittacaritåbhijñåsåk≈å-

7 tk[r]iyåjñånam abhinirharati • so (’)nekavidhåµ p∑rvenivåsånusm˚[ti]-

jñånasåk≈åtk˚yåbhijñåm abhinirharati • sa ekam api cittam anusmarati yåva 

cittaßatam api • eka-

8 m api divasaµ yåva divasaßatam api ekam api måsaµ yåvan måsaßatam 

api • ekam api var≈aµ yåvad var≈aßatam api • ekam api kalpaµ yåvat 

kalpaßa[ta]-

9 m api • yåvad anekåny api kalpasahasrå∫y anekåny api kalpaßatasahasrå∫y 

anekåny api kalpako†¥niyutaßatasahasrå∫y anusmaranti • yatråham åsam e-

10  vaµnåmaivaµgotra  evaµjåtya [e]vamåhåra  evaµcirasthitika 

62　parittaµ: PvsP(K), ÍsP(Gh): par¥ttaµ.
63　ta<c> cittam: PvsP(K), ÍsP(Gh): tac cittam.
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evamåyu≈paryanta˙ sa tataß cuta˙
64

 sann amutropapanna˙ yåvat tataß cuta˙
65

sann ihåsmy upapanna˙ evaµ så-

11 [k]åraµ sodeßaµ sanirdeßam anekavidhaµ p∑rvenivåsam anusmarati • || 

tena ca p∑rvenivåsånusm˚tyabhijñåjñånena na manyate • tathå hi ta<j> 

jñånam ajñånam acintyatåm upå-

12 dåya • [s]o (’ha)µ [p](ra)jånåm¥ti na manyate • tathå hi tad eva 

jñånaµ nopalabhate • yena manyate • svabhåvaßunyatåm upådåya 

svabhåvaviviktatåm upå-

PvsP(K) I

cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti, sado≈aµ cittaµ sado≈aµ cittam iti 

yathåbh∑taµ prajånåti, v¥tado≈aµ cittaµ v¥tado≈aµ cittam iti yathåbh∑taµ 

prajånåti, samohaµ cittaµ samohaµ cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti, 

v¥tamohaµ cittaµ v¥tamohaµ cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti, sat˚≈∫aµ 

cittaµ sat˚≈∫aµ cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti, v¥atat˚≈∫aµ cittaµ 

v¥tat˚≈∫aµ cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti, sopådånaµ cittaµ sopådånaµ 

cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti, nir∑pådånaµ cittaµ nir∑pådånaµ 

cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti, saµk≈iptaµ cittaµ saµk≈iptaµ cittam iti 

yathåbh∑taµ prajånåti, vik≈iptaµ cittaµ vik≈iptaµ cittam iti yathåbh∑taµ 

prajånåti, par¥ttaµ cittaµ par¥ttaµ cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti, 

vipulaµ cittaµ vipulaµ cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti, mahadgataµ 

cittaµ mahadgataµ cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti, samåhitaµ 

cittaµ samåhitaµ cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti, asamåhitaµ cittam 

asamåhitaµ cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti, viviktaµ cittaµ viviktaµ 

cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti, aviviktaµ cittam aviviktaµ cittam iti 

yathåbh∑taµ prajånåti, såsravaµ cittaµ såsravaµ cittam iti yathåbh∑taµ 

prajånåti, anåsravaµ cittam anåsravaµ cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti, 

64　cuta˙: PvsP(K): cyuto, ÍsP(Gh): cuta˙.
65　cuta˙: PvsP(K): cyuta, ÍsP(Gh): cuta.
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så∆ga∫aµ cittaµ så∆ga∫aµ cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti, ana∆ga∫aµ 

cittam ana∆ga∫aµ cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti, sottaraµ cittaµ 

sottaraµ cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti, anuttaraµ cittam anuttaraµ 

cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti, tena ca na manyate, tathå hi tac cittam 

acittam acintyatåm upådåya, so ’haµ prajånåm¥ti na manyate, tad eva 

cittaµ nopalabhate svabhåvaß∑nyatåm upådåya, svabhåvaviviktatåm 

upådåya svabhåvånupalabdhitåm upådåya, na sa paracittacetanåm apy 

utpådayati, na paracittåbhinirhåracetanåµ vånyatrasarvåkårajñatåmana-

sikåråt. evaµ hi ßåriputra bodhisattvo mahåsattva˙ prajñåpåramitåyåµ 

caran sarvasattvacittacaritåbhijñåsåk≈åtkriyåjñånam abhinirharati.

p∑rvanivåsånusm˚tijñånena sa ekåm api jåtim anusmarati, dve tisro yåvaj 

jåtißatasahasrå∫y apy anusmarati, sa ekam api cittam anusmarati yåvac 

cittaßatam api, ekam api divasaµ divasaßatam api, ekam api måsaµ 

måsaßatam api, ekam api var≈aµ var≈aßatam api, ekam api kalpaµ 

kalpaßatam api, anekåni api kalpaßatåny anekåny api kalpasahasrå∫y 

anekåny api kalpaßatasahasrå∫y anekåny api kalpako†iniyutaßatasahasrå∫i 

anusmarati yåvat p∑rvåntako†¥m apy anusmarati, amutråham åsam 

evaµnåmå evaµgotra evaµjåtir evamåhåra evaµcirasthitika˙, 

evamåyu≈paryanta˙, sa tataß cyuto ’mutropapanna˙, tataß cyuta ihåsmy 

upapanna iti, sa evaµ såkåraµ såd˚ßaµ sanirdeßam anekavidhaµ 

p∑rvanivåsam anusmarati, tena ca p∑rvanivåsånusm˚tyabhijñånena 

na manyate, tathå hi tajjñånam ajñånam acintyatåm upådåya, so ’haµ 

prajånåm¥ti na manyate, sa tad eva jñånaµ nopalabhate svabhåvaß∑nyatåm 

upådåya svabhåvaviviktatåm upå-

ÍsP(Gh)

cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti / sado≈acittaµ sado≈acittam iti 

yathåbh∑taµ prajånåti / vigatado≈aµ cittaµ vigatado≈aµ cittam 

iti yathåbh∑taµ prajånåti / samohaµ cittaµ samohaµ cittam iti 
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yathåbh∑taµ prajånåti / vigatamohaµ cittaµ vigatamohaµ cittam iti 

yathåbh∑taµ prajånåti / sat˚≈∫åcittaµ sat˚≈∫åcittam iti yathåbh∑taµ 

prajånåti / {Ghosa1913, p. 303} vigatat˚≈∫aµ cittaµ vigatat˚≈∫aµ cittam 

iti yathåbh∑taµ prajånåti / sopådånaµ cittaµ sopådånaµ cittam iti 

yathåbh∑taµ prajånåti / anupådånaµ cittam anupådånaµ cittam iti 

yathåbh∑taµ prajånåti / vik≈iptacittaµ vik≈iptacittam iti yathåbh∑taµ 

prajånåti / par¥ttaµ cittaµ par¥ttaµ cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti / 

vipulaµ cittaµ vipulaµ cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti / mahadgataµ 

cittaµ mahadgataµ cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti / apramå∫aµ cittam 

apramå∫aµ cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti / samåhitaµ cittaµ samåhitaµ 

cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti / asamåhitaµ cittam asamåhitaµ 

cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti / viviktaµ cittaµ viviktaµ cittam iti 

yathåbh∑taµ prajånåti / aviviktaµ cittam aviviktaµ cittam iti yathåbh∑taµ 

prajånåti / såßravaµ cittaµ såßravaµ cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti / 

anåßravaµ cittam anåßravaµ cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti / så∆ga∫aµ 

cittaµ så∆ga∫aµ cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti / ana∆ga∫aµ cittam 

ana∆ga∫aµ cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti / sottaraµ cittaµ sottaraµ 

cittam iti yathåbh∑taµ prajånåti / anuttaraµ cittam anuttaraµ cittam iti 

yathåbh∑taµ prajånåti / tena ca paracittajñånena na manyate / tathå hi 

tac cittam acittam acintyatåm upådåya / so ’haµ prajånåm¥ti na manyate 

/ tathå hi sa tac cittaµ nopalabhate yena manyeta svabhåvaß∑nyatåm 

upådåya / svabhåvaviviktatåm upådåya / svabhåvånutpådatåm upådåya 

/ sa cittajñånacetanåm api notpådayati / na cittajñånåbhinirhåracetanåm 

anyatra sarvvajñatåmanasikåråt / evaµ {Ghosa1913, p. 304} khalu 

ßåradvat¥putra bodhisattvo mahåsattva˙ prajñåpåramitåyåµ caran sarvvasattva

cittacaritasåk≈åtkriyåbhijñåjñånam abhinirharati / so ’nekavidhap∑rvvanivåsån

usm˚tisåk≈åtkriyåbhijñå-jñånam abhinirharati / ekam api cittam anusmarati 

yåvac cittaßatam apy anusmarati / ekam api divasam anusmarati 

yåvad dvisaßatam apy anusmarati / ekam api måsam anusmarati 
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yåvan måsaßatam apy anusmarati / ekam api var≈am anusmarati 

yåvad var≈aßatam apy anusmarati / ekam api kalpam anusmarati yåvat 

kalpaßatam apy anusmarati / yåvad anekåny api kalpaßatåny anusmarati / 

anekåny api kalpasahasrå∫y anusmarati / anekåny api kalpaßatasahasrå∫y 

anusmarati / anekåny api kalpako†¥niyutaßatasahasrå∫y anusmarati /

atråham evanåmaivaµgotra evajåtir evamåhåra evaµcirasthitika˙ 

evamåyu˙paryyanta˙ so ’haµ tataß cuta˙ sann atropapanna˙ / yåvat tataß 

cuta ihopapanna˙ iti / såkåraµ soddeßaµ sanidarßam åtmana˙ pare≈åñ 

cånekavidhaµ p∑rvvanivåsam anusmarati / tena ca p∑rvvanivåsånusm˚ti-

såk≈åtkriyåbhijñåjñånena na manyate / tathå hi taj jñånam ajñånam 

acintyatåm upådåya / so ’haµ prajånåm¥ti na manyate / tathå hi sa tad 

eva jñånaµ nopalabhate yena manyeta / svabhåvaß∑nyatåm upådåya 

svabhåvaviviktatåm upå

Kj

如實知離欲心。瞋心、如實知瞋心。離瞋心、如實知離瞋心。癡心、如實知癡心。

離癡心、如實知離癡心。渇愛心、如實知渇愛心。無渇愛心、如實知無渇愛心。

有受心、如實知有受心。無受心、如實知無受心。攝心、如實知攝心。散心、如

實知散心。小心、如實知小心。大心、如實知大心。定心、如實知定心。亂心、

如實知亂心。解脱心、如實知解脱心。不解脱心、如實知不解脱心。有上心、如

實知有上心。無上心、如實知無上心。亦不著是心。何以故。是心非心相、不可

思議故、自性空故、自性離故、自性無生故。不作是念『我得他心智證、除爲薩

婆若心』

如是、舍利弗、菩薩摩訶薩行般若波羅蜜時、得他心神通智證。是菩薩以宿命智

證通、念一心乃至百心、念一日乃至百日、念一月乃至百月、念一歳乃至百歳、

念一劫乃至百劫・無數百劫・無數千劫・無數百千劫乃至無數百千萬億劫世。我

是處、如是姓、如是名字、如是生、如是食、如是久住、如是壽限、如是長壽、

如是受苦樂。我是中死、生彼處、彼處死、生是處。有相有因縁、亦不著是宿命

神通。宿命神通事及己身皆不可得。自性空故、自性離故、
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(LPG 36r)66
 Dhr 160a4-b11; Mo 9c25-10a5; Kj 228c15-229a5; Xz(II) 24a4-b17; 

Xz(III) 444b17-c20; PvsP(K) I 100.23-101.24; PvsP(D) 86.13-88.13; AdsP(Tib.

U) ka 67a5-69a1; AdsP(Tib.S) ka 75a3-76a6; AdsP(Tib.Pk) ni 44b2-45b4; 

AdsP(Tib.D) ka 51a1-b5; PvsP(Tib.U) ka 91b8-93a4; PvsP(Tib.S) ka 102a2-

103b7; PvsP(Tib.Pk) nyi 79b3-80b2; PvsP(Tib.D) ka 77b5-79a3

1 dåya svabhåvånutpå[da]tåm upådåya • sa cetanåm api notpådayaty 

anusm˚tijñåne • anyatra sarvajñatåmanasikåråt* evaµ khalu ßåradvat¥putra 

bodhisa-

2 tvo mahåsatva˙ prajñåpåramitåyåµ caran [p]∑rvenivåsånusm˚tijñåna-

såk[≈]åt[k]riyåbhijñåjñånam abhinirharati • sa divyena cak≈u≈å viß[u]-

d[dh]enåtikråntamånu≈[e]∫a sa-

3 tvån paßyati • cyavamånån upapadyamånån suvar∫å[n] durvar∫ån h¥nå[n] 

pra∫¥tån sugatån durgatån* yathåkarmopagån satvån prajånåti • || am¥ 

bhavaµta˙ satvå kåyadußca-

4 ritena samanvågatå vågdußcaritena manodußca<ri>tena samanvågatå˙ 

åryå∫åm apavådakå mithyåd˚≈†ayas taddhetos tatpratyayaµ kåyasya bhedåd 

apåyad[u]-

5 rgativinipåtaµ narake≈∑papad[y]ante • || am¥ punar bhavaµta˙ satvå˙ 

kåyasußca«suca»ritena samanvågatå våksucaritena mana˙sucaritena 

samanvåga-

6 tå˙ åryå∫åm anapavådakå˙ samyagd˚≈†aya taddhetos tatpratyayaµ 

kåyasya bhedåt sugatau svargaloke deve≈∑papadyaµ«te» iti • || samantåd 

daßasu dik≈u lokadhåtu≈u dharmadhåtuparame 

7 loke å«kå»ßadhåtuparya«va»såne ≈a∂gatikånåµ satvånåµ cyutopapådaµ 

yathåbh∑taµ prajånåti • || tena ca na manyate • tathå hi tac cak≈ur acak≈ur 

acintyatåm upådåya • so (’)haµ pra-

66　ÍsP(Gh) pp. 304-306; ÍsP(Tib.D) ka 185b1-186b7; Xz(I) 46b7-c4.



（218）

8 jånåm¥ti tena manyate • tathå hi tad eva cak≈ur nopalabhate • yena 

manyeta • svabhåvaßunyatås upådåya • svabhåvaviviktatåm upådåya • 

svabhåvånutpådatåm upådå-

9 ya • sa cetanåm api notpådayati • cak≈u≈y anyatra sarvajñatåmanasikåråt* || 

evaµ khalu ßåradvat¥putra bodhisatvo mahåsatva˙ prajñåpåramitåyåµ caran 

divyacak≈u˙

10 såk≈åtkriyåjñånåbhijñåm abhinirharati • sa åsravak≈ayasåk≈åtk˚yå-

bhijñåjñånam abhinirharati • || sa na ßråvakabh∑miµ vå pratyekabh∑miµ 

vånupråpnoti • || na ca kaµcid dharmaµ 

11 paßyata • yo uttaråµ samyaksaµbodhim abhisaµbudhyeta • sa tayåsrava-

k≈ayajñånasåk≈åtkriyåbhijñayå na manyate • tathå hi ta<j> jñånam ajñånam 

aciµtyatvåt* so (’)haµ prajånåm¥ti 

12 na manyate • tathå hi tåm evåsravak≈ayajñånasåk≈åtk˚yåbhijñån 

nopalabhate • yayå manyeta svabhåvaßunyatåm upådåya • svabhåvaviviktatåm 

upådåya • svabhåvå-

PvsP(K) I

dåya svabhåvånupalabdhitåm upådåya, na sa p∑rvanivåsånusm˚ticetanåm 

apy utpådayati, na p∑rvanivåsånusm˚tyabhinirhåracetanåµ vå anyatra 

sarvåkårajñatåmanasikåråt. evaµ hi ßåriputra bodhisattvo mahåsattva˙ 

prajñåpåramitåyåµ caran p∑rvanivåsånusm˚tisåk≈åtkriyåjñånam 

abhinirharati.

sa divyena cak≈u≈å vißuddhenåtikråntamånu≈yake∫a sattvån paßyati 

cyavamånån utpadyamånån suvar∫ån durvar∫ån h¥nån pra∫¥tån 

sugatau durgatau yathåkarmopagån sattvån prajånåti, am¥ bhavanta˙ 

sattvå˙ kåyasucaritena samanvågatå˙ våksucaritena samanvågatå˙ 

mana˙sucaritena samanvågatå˙, åryå∫åm anapavådakå˙ samyagd˚≈†aya˙ 

tena kåyavå∆mana˙sucaritena hetunå sugatau svargaloka upapadyante.

ime punar bhavanta˙ sattvå˙ kåyadußcaritena samanvågatå˙, 
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vågdußcaritena samanvågatå˙, manodußcaritena samanvågatå˙, åryå∫åm 

apavådakå˙ mithyåd˚≈†ayas te mithyåd˚≈†ikarmasamådånaheto˙ kåyasya 

bhedåt paraµ mara∫åd apåyadurgativinipåtaµ narake≈∑papadyante.

iti hi divyena cak≈u≈å vißuddhenåtikråntamånu≈yake∫a daßadißi 

loke sarvalokadhåtu≈u dharmadhåtuparame åkåßadhåtuparyavasåne 

≈a∂gatikånåµ sattvånåµ cyutopapådaµ yathåbh∑taµ prajånåti.

tena ca na manyate tathå hi tac cak≈ur acak≈ur acintyatåm upådåya, so 

’haµ paßyåm¥ti na manyate, tad eva cak≈ur nopalabhate svabhåvaß∑nyatåm 

upådåya, svabhåvaviviktatåm upådåya, svabhåvånupalabdhitåm 

upådå y a ,  n a  s a  d i v y a c a k ≈ u ß c e t a n åm  a p y  u t p åda y a t i ,  n a 

divyacak≈urabhinirhåracetanåµ vå anyatra sarvåkårajñatåmanasikåråt.

evaµ hi ßåriputra bodhisattvo mahåsattva˙ prajñåpåramitåyåµ 

caran divyacak≈urabhijñåsåk≈åtkriyåjñånam abhinirharati , so 

’nutpådasåk≈åtkriyåbhijñåjñånam abhinirharati, na ca ßråvakabh∑mau 

vå pratyekabuddhabh∑mau vå patati, nåpy anyaµ kañcid dharmam 

åßaµsati anyatrånuttaråµ samyaksaµbodhim abhisaµbhotsyam¥ti, sa 

tayå åsravak≈aya såk≈åtkriyåbhijñåjñånåbhinirhårakußalatayå na manyate 

tathå hi taj jñånam ajñånam acintyatåm upådåya, so ’haµ prajånåm¥ti 

na manyate, tad eva ca jñånaµ nopalabhate svabhåvaß∑nyatåm upådåya 

svabhåvaviviktatåm upådåya svabhåvå-

ÍsP(Gh)

d å y a  /  s v a b h å v å n u t p å d a t å m  u p å d å y a  s a  c e t a n å m  a p i 

notpådayati / anusm˚tijñånenånyatra sarvvajñatåmanasikåråt / evaµ 

khalu ßåradvat¥putra bodhisattvo mahåsattva˙ prajñåpåramitåyåµ caran 

p∑rvvanivåsånusm˚tisåk≈åtkriyåbhijñåjñånam abhinirharati / sa divyena 

cak≈u≈å vißuddhenåtikråntamånu≈e∫a sattvån paßyati / cyavamånån 

{Ghosa1913, p. 305} upapadyamånån suvar∫ån durvvar∫ån h¥nån pra∫¥tån 

sugatån durgatån yathåkarmmopagatån sattvån vijånåti / am¥ bhavanta˙ 



（220）

sattvå˙ kåyadußcaritena samanvågatå˙ vågdußcaritena samanvågatå˙ 

manodußcaritena samanvågatå˙ / åryyånåm apavådakå˙ mithyåd˚≈†ayas 

taddhetos tatpratyayaµ kåyasya bhedåd apåyadurgativinipåtaµ 

narake≈∑papadyante / am¥ punar bhavanta˙ kåyasucaritena samanvågatå˙ 

våksucaritena samanvågatå˙ mana˙sucaritena samanvågatå˙ åryyånåm 

anapavådakå˙ samyagd˚≈†ayas taddhetos tatpratyayaµ kåyasya bhedåt 

sugatau svargaloke deveß∑papadyante iti samantåd daßasu dik≈u 

sarvvalokadhåtu≈u dharmmadhåtuparame loke åkåßadhåtuparyyavasåne 

≈a∂gatikånåµ cyutopapådaµ yathåbh∑taµ prajånåti / tena ca na 

manyate / tathå hi tac cak≈ur acak≈ur acintyatåm upådåya / so ’haµ 

paßyåm¥ti na manyate / tathå hi sa tad eva cak≈ur nopalabhate yena 

manyeta / svabhåvaß∑nyatåm upådåya svabhåvaviviktatåm upådåya 

svabhåvånutpådatåm upådåya / sa divyacak≈ußcetanåm api notpådayati / 

na divyacak≈urabhinirhåracetanåm anyatra sarvvåkårajñatåmanasikåråt / 

evaµ khalu ßåradvat¥putra bodhisattvo mahåsattva˙ prajñåpåramitåyåñ 

caran divyacak≈u˙såkßåtkriyåbhijñåjñånam abhinirharati / na ca 

ßråvakabh∑miµ vå pratyekabuddhabh∑miµ vånupråpnoti / na kiñcid 

dharmmaµ paßyati yo ’nuttaråµ samyaksambodhim abhisambudhyate / sa 

tayåbhijñayå vajropamaµ samådhim adhigamya sarvvavåsanånusandhi 

kleßaprahå∫aµ kurute / na ca tayåßravak≈ayajñånasåk≈åtkriyåbhijñayå 

manyate / {Ghosa1913, p. 306} tathå hi tajjñånam ajñånam acintyabh˚t / 

ahaµ prajånåm¥ti na manyate / tathå hi sa tåm evåßravak≈ayajñånaså-

k≈åtkriyåbhijñåµ nopalabhate / yayå manyeta / svabhåvaß∑nyatåm 

upådåya / svabhåvaviviktatåm upådåya / svabhåvå-

Kj

自性無生故。不作是念『我有是宿命神通、除爲薩婆若心』

如是、舍利弗、菩薩摩訶薩行般若波羅蜜時、得宿命神智證。是菩薩以天眼見衆

生死時生時・端正醜・惡處好處・若大若小、知衆生隨業因縁。是諸衆生身惡業
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成就、口惡業成就、意惡業成就故、謗毀賢聖人、受邪見因縁故、身壞、墮惡道、

生地獄中。是諸衆生身善業成就、口善業成就、意善業成就、不謗毀賢聖人、受

正見因縁故、命終入善道、生天上。亦不著是天眼通、天眼通事及己身皆不可得。

自性空故、自性離故、自性無生故。不作是念『我有是天眼神通、除爲薩婆若心』

如是、舍利弗、菩薩摩訶薩行般若波羅蜜時、得天眼神通智證、亦見十方如恒河

沙等世界中衆生生死乃至生天上。四神通亦如是。是菩薩摩訶薩漏盡神通。雖得

漏盡神通不墮聲聞・辟支佛地、乃至阿耨多羅三藐三菩提。亦不依異法、亦不著

是漏盡神通。漏盡神通事及己身皆不可得。自性空故、自性離故、自性

(LPG 36v)67
 Dhr 160b11-c5; Mo 10a6-17; Kj 229a5-28; Xz(II) 24b17-26a29(much 

expanded); Xz(III) 444c20-445a16; PvsP(K) I 101.24-102.25; PvsP(D) 88.13-

89.13; AdsP(Tib.U) ka 69a1-70a2; AdsP(Tib.S) ka 76a6-77b3; AdsP(Tib.Pk) ni 

45b4-46a8; AdsP(Tib.D) ka 51b5-52b2; PvsP(Tib.U) ka 93a4-94b5; PvsP(Tib.S) 

ka 103b7-105a4; PvsP(Tib.Pk) nyi 80b2-81b7; PvsP(Tib.D) ka 79a3-80a3

1 nutpådatåm upådåya • sa cetanåm api notpådayaty åsravak≈ayajñåne 

(’)nyatra sarvåkårajñatåmanasikåråt* evaµ khalu ßåradvat¥putra bodhisatvo 

mahåsatva˙ prajñåpåra-

2 mitåyåµ caran nåsravak≈ayajñånasåk≈åtk˚yåbhijñåm abhinirharati • || 

evaµ khalu ßåradvat¥putra bodhisatvo mahåsatva˙ prajñåpåramitåyåµ caran 

≈a∂abhijñå parip∑rayat{y}i

3 vardhate (’)nuttaråyåµ samyaksaµbodhau || asti ßåradvat¥putra bodhisatvå 

mahåsatvå˙ prajñåpåramitåyåµ caranto dånapåramitåyåµ sthitvå 

sarvajñatåyå◊h panthånaµ ßodhayaµty atya-

4 ntaßunyatåyå anavag˚h¥tacittatåm upådåya || asti ßåradvat¥putra bodhisatvå 

mahåsatvå˙ prajñåpåramitåyåµ caranta˙ ß¥lapåramitåyåµ sthitvå sarvajñatå-

5 yå˙ panthånaµ ßodhayaµty atyantaßunyatayå anaddhyåpatitåm upådåya 

|| asti ßåradvat¥putra bodhisatvå mahåsatvå˙ prajñåpåramitåyåµ caranta˙ 

67　ÍsP(Gh) pp. 306-307; ÍsP(Tib.D) ka 186b7-187b6; Xz(I) 46c4-49c1.
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k≈åntipåramitå-

6 yåµ sthitvå sarvajñatåyå˙ panthånaµ ßodhayaty atyantaßunyatayå 

ak≈obhagatåm
68

 upådåya • || asti ßåradvat¥putra bodhisatvå mahåsatvå˙ 

prajñåpåramitåyåµ caranto 

7 v¥ryapåramitåyåµ sthitvå sarvajñatåyå˙ panthånaµ ßodhayaµty 

atyantaßunyatayå kåyikacaitasikav¥ryåsraµsanatåm upådåya • || asti 

ßåradvat¥putra bodhisatvå

8 mahåsatvå˙ prajñåpåramitåyåµ caranto dhyånapåramitåyåµ sthitvå 

sarvajñatåyå˙ panthånaµ ßodhayaµty atyantaßunyatayå avik≈iptacittatåm 

upådåya • ||

9 asti ßåradvat¥putra bodhisatvå mahåsatvå˙ prajñåpåramitåyåµ caranta˙ 

prajñåpåramitåyåµ  sthitvå sarvajñatåyå˙ panthånaµ ßodhayaµty 

atyantaßunyatayå dau≈pra-

10 jñacittånupalabdhitåm upådåya • || evaµ khalu ßåradvat¥putra bo[dhi]-

satvå mahåsatvå˙ prajñåpåramitåyåµ caranta˙ ≈a†su påramitåsu sthitvå 

sarvajñatåyå˙

11 panthånaµ ßodhayaµty atyantaßunyatayå anågamanågamanatåm upådåya 

• || aparigrahatåm upådåya • dånaµ parigrahatåm upådåya prajñapyate •

12 ß¥laµ du˙ß¥latåm upådåya • k≈ånti˙ k≈obha∫atåm upådåya : v¥ryaµ 

kus¥datåm upådåya • samådhir asamåhitatåm upådåya • prajñå du≈pra-

PvsP(K) I

nupalabdhitåm upådåya, na sa åsravak≈ayacetanåm apy utpådayati nåsra-

vak≈ayåbhijñåbhinirhåracetanåµ vånyatra sarvåkårajñatåmanasikåråt. evaµ 

hi ßåriputra bodhisattvo mahåsattva˙ prajñåpåramitåyåµ carann åsravak≈ayå-

bhijñåsåkßåtkriyåjñånam abhinirharati.

evaµ puna˙ ßåriputra bodhisattvasya mahåsattvasya prajñåpåramitåyåµ 

carata˙ ≈a∂abhijñå˙ parip∑ryante parißudhyante ca, abhijñå˙ ßåriputra 

68　ak≈obhagatåm: S.e. for ak≈obha∫atåm. PvsP(K), ÍsP(Gh): ak≈obha∫atåm. 



Gilgit 写本 Larger Prajñåpåramitå の翻刻研究 （223）

parißuddhå˙ sarvåkårajñatåm arpayanti,

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå˙ prajñåpåramitåyåµ caranto 

dånapåramitåyåµ sthitvå sarvåkårajñatåpanthånaµ ßodhayanti, 

atyantaß∑nyatayå na ca g˚h¥tatåm upådåya.

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå˙ prajñåpåramitåyåµ caranta˙ 

ß¥lapåramitåyåµ sthitvå sarvåkårajñatåpanthånaµ ßodhayanti, 

atyantaß∑nyatayå åpattyanadhyåpattitåm upådåya.

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå˙ prajñåpåramitåyåµ caranta˙ 

k≈åntipåramitåyåµ sthitvå sarvåkårajñatåpanthånaµ ßodhayanti, 

atyantaß∑nyatayå ak≈obha∫atåm upådåya.

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå˙ prajñåpåramitåyåµ caranto 

v¥ryapåramitåyåµ sthitvå sarvåkårajñatåpanthånaµ ßodhayanti, 

atyantaß∑nyatayå kåyikacaitasikav¥ryåsraµsanatåm upådåya.

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå˙ prajñåpåramitåyåµ caranto 

dhyånapåramitåyåµ sthitvå sarvåkårajñatåpanthånaµ ßodhayanti, 

atyantaß∑nyatayå avik≈iptacittatåm upådåya.

santi ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå˙ prajñåpåramitåyåµ caranta˙ 

prajñåpåramitåyåµ sthitvå sarvåkårajñatåpanthånaµ ßodhayanti, 

atyantaß∑nyatayå dau≈prajñacittaparivarjanatåm upådåya.

evaµ khalu ßåriputra bodhisattvå mahåsattvå˙ prajñåpåramitåyåµ 

caranta˙ ≈a†su påramitåsu sthitvå sarvåkårajñatåpanthånaµ ßodhayanti, 

atyantaß∑nyatåm upådåya, dånaµ parigrahatåm upådåya prajñapyate, 

ß¥laµ dau˙ß¥lyam upådåya prajñapyate, k≈åntir ak≈åntitåm upådåya 

prajñapyate, v¥ryaµ kauß¥dyam upådåya prajñapyate, samådhir 

asamåhitatåm upådåya prajñapyate, prajñå dau≈pra-

ÍsP(Gh)

nutpådatåm upådåya / sa åßravak≈ayajñånacetanåm api notpådayati / 

nåßravak≈ayasåk≈åtkriyåbhijñåjñånåbhinirhåracetanåm anyatra 
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sarvvåkårajñatåmanasikåråt / evaµ khalu ßåradvat¥putra bodhisattvo 

mahåsattva˙ prajñåpåramitåyåµ caran sa åßravak≈ayasåk≈åtkriyåbhijñåjñånam 

abhinirharati / evañ ca puna˙ ßåradvat¥putra bodhisattvo mahåsattva˙ 

prajñåpåramitåyåµ caran ≈a∂ abhijñå˙ parip∑rayati / varddhate ’nuttarayå 

samyaksambodhyå / santi ßåradvat¥putra bodhisatvå mahåsattvå˙ 

prajñåpåramitåyåµ caranto dånapåramitåyåµ sthitvå sarvvåkårajñatåyå˙ 

panthånaµ ßodhayanti / atyantaß∑nyatayå anavag˚h¥tacittatåm upådåya / 

santi ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ ye prajñåpåramitåyåµ 

caranta˙ ß¥lapåramitåyåµ sthitvå sarvvåkårajñatåyå˙ panthånaµ 

ßodhayanti / atyantaß∑nyatayå åpattyanadhyåpattitåm upådåya / 

santi ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå ye prajñåpåramitåyåµ 

caranta˙ k≈åntipåramitåyåµ sthitvå sarvvåkårajñatåyå˙ panthånaµ 

ßodhayanty atyantaß∑nyatayå ak≈obha∫atåm upådåya / santi 

ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ ye prajñåpåramitåyåµ caranta˙ 

v¥ryyapåramitåyåµ sthitvå sarvvåkårajñatåyå˙ panthånaµ ßodhayanty 

atyantaß∑nyatayå kåyikacetasikav¥ryyåsraµsanatåm upådåya / santi 

ßåradvat¥putra bådhisattvå mahåsattvå˙ ye prajñåpåramitåyåµ caranto 

dhyånapåramitåyåµ {Ghosa1913, p. 307} sthitvå sarvvåkårajñatåyå˙ 

panthånaµ ßodhayanty atyantaß∑nyatayå avik≈iptacittatåm upådåya / santi 

ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ ye prajñåpåramitåyåµ caranta˙ 

prajñåpåramitåyåµ sthitvå sarvvåkårajñatåyå˙ panthånaµ ßodhayanty 

atyantaß∑nyatayå dau˙prajñacittånupalabdhitåm upådåya / evaµ 

ßåradvat¥putra bodhisattvå mahåsattvå˙ prajñåpåramitåyåµ caranta˙ 

≈a†su påramitåsu sthitvå sarvvåkårajñatåyå˙ panthånaµ ßodhayanty 

atyantaß∑nyatayå anågamanågamanatåm upådåya / aparigrahatåm 

upådåya / dånaµ parigrahatåm upådåya prajñapyate / ß¥lam aßucitåm 

upådåya prajñapyate / k≈åntiµ k≈obha∫atåm upådåya prajñapyate / 

v¥ryyaµ kus¥datåm upådåya prajñapyate / samådhir asamåhitam upådåya 

prajñapyate / prajñåµ du˙pra-
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Kj

無生故。不作是念『我得漏盡神通、除爲薩婆若心』

如是、舍利弗、菩薩摩訶薩行般若波羅蜜時、得漏盡神通智證。

如是、舍利弗、菩薩摩訶薩行般若波羅蜜時、具足神通波羅蜜、具足神通波羅蜜已、

増益阿耨多羅三藐三菩提。

舍利弗、有菩薩摩訶薩行般若波羅蜜時、住檀那波羅蜜、淨薩婆若道。畢竟空、

不生慳心故。

舍利弗、有菩薩摩訶薩行般若波羅蜜時、住尸羅波羅蜜、淨薩婆若道。畢竟空、罪・

不罪不著故。

舍利弗、有菩薩摩訶薩行般若波羅蜜時、住羼提波羅蜜、淨薩婆若道。畢竟空、

不瞋故。

舍利弗、有菩薩摩訶薩行般若波羅蜜時、住毘梨耶波羅蜜、淨薩婆若道。畢竟空、

身心精進、不懈怠故。

舍利弗、有菩薩摩訶薩行般若波羅蜜時、住禪那波羅蜜、淨薩婆若道。畢竟空、不亂・

不味故。

舍利弗、有菩薩摩訶薩行般若波羅蜜時、住般若波羅蜜、淨薩婆若道。畢竟空、

不生癡心故。

如是、舍利弗、菩薩摩訶薩行般若波羅蜜時、住六波羅蜜、淨薩婆若道。畢竟空故、

不來・不去故、不施・不受故、非戒・非犯故、非忍・非瞋故、不進・不怠故、不定・

不亂故、不智・不愚

(LPG 37r)69
 Dhr 160c5-c24; Mo 10a17-b5; Kj 229a28-b18; Xz(II) 26a29-c11; 

Xz(III) 445a16-445b15; PvsP(K) I 102.25-103.23; PvsP(D) 89.13-91.8; AdsP(Tib.

U) ka 70a2-71a2; AdsP(Tib.S) 77b3-78b6; AdsP(Tib.Pk) ni 46a8-47a4; 

AdsP(Tib.D) ka 52b2-53a6; PvsP(Tib.U) ka 94b5-95b7; PvsP(Tib.S) ka 105a4-

106a7; PvsP(Tib.Pk) nyi 81b7-82b5; PvsP(Tib.D) ka 80a3-81a2

69　ÍsP(Gh) pp. 307-309; ÍsP(Tib.D) ka 187b6-188b6; Xz(I) 49c1-50a25.
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1 {..} jñå[m u]pådåya • [p]ra(jñap)y(ate sa) t¥(r)∫a it(i) na [m]anya(te) 

at¥r∫a iti na manyate • ß¥lavån iti na manyate • du˙ß¥la iti na manyate • 

k≈åntisaµpanna iti na manyate • krodha[n]a iti

2 na manyate • årabdhav¥rya iti na manyate • kus¥da iti na manyate • 

samåhita iti na manyate • asamåhita iti na manyate • pråjña iti na manyate • 

du≈prajña iti na manya-

3 te • åkru≈†a iti na manyate • vandita iti na manyate • yåvat satk˚ta 

iti na manyate • asatk˚ta iti na manyate • tat kasya heto˙ na hi 

ßåradvat¥putrånutpåda åkru≈†o veti

4 manyate • vandito veti manyate • satk˚to veti manyate • asatk˚to 

veti manyate • tat kasya heto˙ tathå hi prajñåpåramitå sarvamanyatå 

samucchinnanti • iha ßåradvat¥putra

5 bodhisatvasya mahåsatvasya prajñåpåramitåyåµ carato ye gu∫å bhavanti 

• te sarvaßråvakapratyekabuddhånåµ na saµvidyante • sa imån gu∫ån 

parip∑rayan satvåµß ca paripåcaya-

6 to buddhak≈etraµ ca parißodhayati • sarvåkårajñatåµ cånupråpnoti • || 

punar aparaµ ßåradvat¥putra bodhisatvo mahåsatva prajñåpåramitåyåµ 

caran sarvasatvånåm antike sama-

7 cittatåm utpådayati • sarvasatvånåm antike samacittatåm utpådya 

sarvadharmasamatåµ pratilabhate • sarvadharmasamatåµ pratilabhya 

sarvasatvån sarvadharmasamatåyåµ 

8 prati≈†håpayati • sa d˚≈†a eva dharme buddhånåµ bhagavatåµ p˚y[o] 

bhavati manåpaß ca • sarvabodhisatvånåµ ca • sarvaßråvakå∫åµ ca • 

sarvapratyekabuddhånåµ ca priyo bhavati ma-

9 nåpaß ca • sa yatra yatropapadyate • tatra tatra na jåtu cak≈u≈å 

amanåpåni r∑på∫i paßyati • na ßrotre∫åmanåpåµc chabdåµc ch˚∫oti
70

 na 

ghrå∫enåmanåpån gandhåµ ji{µ}ghraµti •

70　ßrotre∫åmanåpåµc chabdåµc ch˚∫oti: PvsP(K): ßrotre∫åmanaåpån ßabdån ß˚∫oti, ÍsP(Gh): 
ßrotre∫åmanåpån* ßabdån* ß˚∫oti.
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10 na jihvayå manåpån rasån åsvådayati • na kåyenåmanåpån sparßåµ 

sp˚ßanti  || na  manaså  amanåpån  dharmån  vijånåti  • evaµ  khalu 

ßåradvat¥putra bodhisatvo mahåsatva˙

11 prajñåpåramitåyåµ caran na parih¥yate (’)nuttaråyå˙ samyaksaµbodhe˙ 

asmin khalu puna˙ prajñåpåramitånirdeße nirdißyamåne tr¥∫i bhik≈ußatåni 

yathå pråv˚taiß c¥varai-

12 r bhagavantam abhicchådayaµti sma • anuttaråyai ca samyaksaµbodhaye 

cittam utpådayanti • || atha khalu bhagavåµs tasyåµ velåyåµ smitaµ 

prådurakåri≈¥t* athåyu≈må-

PvsP(K) I

jñam upådåya prajñapyate, sa t¥r∫a iti na manyate, na t¥r∫a iti na 

manyate, dånaµ parigraha iti na manyate, ß¥laµ dau˙ß¥lyam iti na 

manyate, k≈ånti˙ k≈obha iti na manyate, v¥ryaµ kauß¥dyam iti na manyate, 

samådhir asamåhiteti na manyate, prajñådau≈prajñam iti na manyate, 

åkru≈†o ’ham iti na manyate, vandito ’ham iti na manyate, satk˚to ’ham iti 

na manyate, asatk˚to ’ham iti na manyate. tat kasya heto˙? na hi ßåriputra 

anutpåda åkru≈†o ’ham iti manyate, vandito ’ham iti manyate, satk˚to 

’ham iti manyate, asatk˚to ’ham iti manyate. tat kasya heto˙? tathå hi 

prajñåpåramitå sarvamananå˙ samucchinatti, iha ßåriputra bodhisattvasya 

mahåsattvasya prajñåpåramitåyåµ carato ye gu∫å bhavanti na te sarve 

ßråvakapratyekabuddhånåµ saµvidyante, sa imån gu∫ån parip∑rayan 

sattvåµß ca paripåcayati buddhak≈etraµ ca parißodhayati sarvåkårajñatåµ 

cånupråpnoti.

punar aparaµ ßåriputra bodhisattvo mahåsattva˙ prajñåpåramitåyåµ 

caran sarvasattvånåm antike samacittatåm utpådayati, sarvasattvånåm 

antike samacittatåm utpådya sarvadharmasamatåµ pratilabhate, 

sarvadharmasamatåµ pratilabhya sarvasattvån sarvadharmasamatåyåµ 

prati≈†håpayati, sa d˚≈†a eva dharme buddhånåµ bhagavatåµ priyo 
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bhavati manaåpaß ca, sarvabodhisattvånåµ ca sarvaßråvakånåµ 

ca pratyekabuddhånåµ ca priyo bhavati manaåpaß ca, sa yatra 

yatropapadyate tatra tatra na jåtu cak≈u≈å amanaåpåni r∑på∫i paßyati, 

na ßrotre∫åmanaåpån ßabdån ß˚∫oti, na ghrå∫enåmanaåpån gandhåñ 

jighrati, na jihvayåmanaåpån rasån åsvådayati, na kåyenåmanaåpån 

sparßån sp˚ßati, na manasåmanaåpån dharmån vijånåti, na ca parih¥yate 

’nuttaråyå˙ samyaksaµbodhe˙.

asmin khalu puna˙ prajñåpåramitånirdeße nirdißyamåne tr¥∫i 

bhik≈u∫¥ßatåni bhagavantaµ yathåv˚taiß c¥varair abhicchådayåmåsur 

anuttaråyåµ samyaksaµbodhau cittåny utpådayåmåsu˙. atha khalu 

bhagavåµs tasyåµ velåyåµ smitam akarot.

atha khalv åyu≈må-

ÍsP(Gh)

jñatåm upådåya prajñapyate / sa t¥r∫a iti na manyate / at¥r∫a iti na 

manyate / sa dåtå iti na manyate / adåtå iti na manyate / ß¥lavån iti na 

manyate / du˙ß¥la iti na manyate / k≈åntiµ sampanna iti na manyate / 

krodhana iti na manyate / årabdhav¥ryya iti na manyate / kus¥da iti na 

manyate / samåhita iti na manyate / asamåhita iti na manyate / pråjña 

iti na manyate / du˙prajña iti na manyate / åkru≈†a iti na manyate 

/ vandita iti na manyate / satk˚ta iti na manyate / asatk˚ta iti na 

manyate / tat kasya heto˙ / na hi ßåradvat¥putra anutpåda åkru≈†o veti 

manyate vandito veti manyate / satk˚to veti {Ghosa1913, p. 308} manyate 

/ asatk˚to veti manyate / tat kasya heto˙ / tathå hi prajñåpåramitå 

sarvvam anyatåµ samucchinatti / iha ßåradvat¥putra bodhisattvasya 

mahåsattvasya prajñåpåramitåyåµ carato ye gu∫å bhavanti / tena 

ßråvakapratyekabuddhånåµ saµvidyante / sa imån gu∫ån parip∑rayan 

sattvåµß ca paripårayanti / buddhak≈etrañ ca parißodhayanti / 

sarvvåkårajñatåñ cånupråpnoti /
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punar aparaµ ßåradvat¥putra bodhisattvo mahåsattva˙ prajñåpåramitåyåµ 

c a r an  s a r v v a s a t t v ånåm an t i k e  s ama c i t t a t åm  u t p åd y a t i  / 

sarvasattvånåm antike samacittatåm utpådya sarvvadharmmasamatåµ 

pratilabhate / sa sarvvadharmmasamatåµ pratilabhya sarvvasattvån 

sa r v vadha rmmasama tåyåµ p ra t i ≈ † håpaya t i  /  s a  d ˚ ≈ † a  e va 

dharmme buddhånåµ bhagavatåµ priyo bhavati / manåpaß ca / 

sarvvabodhisattvånåñ ca sarvvaßråvakå∫åñ ca pratyekabuddhånåñ ca priyo 

bhavati / manåpaß ca / sa yatra yatropapadyamåna upapadyate tatra tatra 

na jåtu cak≈u≈å amanåpå∫i r∑på∫i paßyati / na ßrotre∫åmanåpån* ßabdån* 

ß˚∫oti / na ghrå∫enåmanåpån gandhån jighrati / na jihvayåmanåpån rasån 

åsvådayati / na kåyenåmanåpån sparßån sp˚ßati / na manasåmanåpån 

dharmmån vijånåti / evaµ khalu ßåradvat¥putra bodhisattvo mahåsattvaµ 

prajñåpåramitåyåµ caran na parih¥yate ’nuttaråyå˙ samyaksambodhe˙ /

asmin khalu puna˙ prajñåpåramitånirdeße nirdißyamåne tr¥∫i bhik≈ußatåni 

yathåpråv˚taiß c¥varair bhagavantam abhicchådayanti sma / anuttaråyåµ 

{Ghosa1913, p. 309} samyaksambodhau cittam utpådayanti sma / atha 

khalu bhagavåµs tasyåµ velåyåµ smitaµ prådurakår≈¥t / athåyu≈må-

Kj

故。爾時、菩薩摩訶薩不分別布施・不布施、持戒・犯戒、忍辱・瞋恚、精進・懈怠、

定心・亂心、智慧・愚癡、不分別毀害・輕慢・恭敬。何以故。

舍利弗、無生法中無有受毀者、無有受害者、無有受輕慢恭敬者。

舍利弗、菩薩摩訶薩行般若波羅蜜、得如是諸功徳。聲聞・辟支佛所無有得。是

功徳具足、成就衆生、淨佛國土、得一切種智。

復次、舍利弗、菩薩摩訶薩行般若波羅蜜時、一切衆生中生等心。一切衆生中生

等心已、得一切諸法等。得一切諸法等已、立一切衆生於諸法等中。是菩薩摩訶

薩現世爲十方諸佛所愛念、亦爲一切菩薩・一切聲聞・辟支佛所愛念。是菩薩在

所生處、眼終不見不愛色、乃至意不覺不愛法。

如是、舍利弗、菩薩摩訶薩行般若波羅蜜、不減於阿耨多羅三藐三菩提」
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説是般若波羅蜜品時、三百比丘從座起、以所著衣上佛、發阿耨多羅三藐三菩提心。

佛、爾時、微笑、種種色光從口中出。

爾時、慧命

(LPG 37v)71 Dhr 160c24-161a14; Mo 10b5-22; Kj 229b19-c8; Xz(II) 26c11-

27a12; Xz(III) 445b16-c15; PvsP(K) I 103.23-104.28; PvsP(D) 91.8-93.3; 

AdsP(Tib.U) ka 71a2-72a4; AdsP(Tib.S) ka 78b6-80a5; AdsP(Tib.Pk) ni 47a4-

48a2; AdsP(Tib.D) ka 53a6-54a5; PvsP(Tib.U) ka 95b7-97a4; PvsP(Tib.S) ka 

106a7-107b5; PvsP(Tib.Pk) nyi 82b5-83b6; PvsP(Tib.D) ka 81a2-82a2

1 n ånanda utthåyåsanåd ekåµsam uttaråsaµgaµ k˚två dak≈i∫aµ 

jånuma∫∂alaµ p˚thivyåµ prati≈†håpya yena bhagavåµs tenåµjaliµ 

pra∫amayya
72

 bhagavantam etad avocat* ko bhagavan hetu˙ 

2 ka˙ pratyaya smitasyåvi≈kara∫e nåhetu nåpratyayaµ tathågatå 

arhanta˙ samyaksaµbuddhå smitam åvi≈kurvanti • || evam ukte bhagavån 

åyu≈mantam ånandam etad avocat* etåny å-

3 nanda tr¥∫i bhik≈ußatåny eka≈a≈†itame kalpe mahåketunåmånas tathågatå 

arhanta˙ samyaksaµbuddhå loke u«papa»tsyante • tårakopame kalpe eta itaß 

cutå˙
73

 ak≈obhyasya ta-

4 thågatasyårhata˙ samyaksaµbuddhasya buddhak≈etra upapatsyante • || 

≈a≈†iß ca devaputrasahasrå∫y anayå dharmadeßanayå paripåcitåni • tåni 

maitreyasya tathågatasyårha-

5 ta˙ samyaksaµbuddhasyåntike parinirvåsyanti • || atha buddhånubhåvena 

tasmin samaye p∑rvasyån dißi buddhasahasraµ tåß catasra˙ pari≈ada ito 

ni≈a∫∫å eva paßyanti sma • yå-

6  vat  samantåd  daßasu  dik≈v  ekaikasyån  diß i  buddhasahasraµ 

buddhasahasraµ paßyanti sma • na ca tå[n] buddhak≈etragu∫avy∑hån iha 

71　ÍsP(Gh) pp. 309-310; ÍsP(Tib.D) ka 188b6-189b7; Xz(I) 50a25-c22.
72　pra∫amayya: PvsP(K), ÍsP(Gh): pra∫amya.
73　cutå˙: PvsP(K): cyutåni, ÍsP(Gh): cyutå˙.
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sahåyåµ lokadhåtau paßyanti sma • yå buddhak≈etragu-

7 ∫avy∑håµs te≈åµ buddhånåµ bhagavatåµ te≈u lokadhåtu≈u paßyanti sma • 

atha tata˙ par≈ado daßabhi˙ prå∫¥sahasrai pra«∫i»{k˚}dhånaµ k˚taµ vayaµ 

tathå kari≈yåmo yena karma∫å

8 k˚tenåtra buddhak≈etre≈∑papatsyåmahe • atha bhagavåµs te≈åµ 

kulaputrå∫åm åßayaµ viditvå smitaµ prådurakår≈¥t* athåyu≈mån ånando 

yåvad bhagavantam etad avo-

9 cat* ko bhagavaµ  hetu ka˙ pratyaya  smitasyåvi≈kara∫e  nåhetu 

nåpratyayaµ buddhå bhagavanta smitam åvi≈kurvanti sma • || bhagavån 

åha • paßyasi tvam ånandehamåni 
74

 daßaprå-

10 ∫isahasrå∫i åha • paßyåmi bhagavan <•> bhagavån åha • etåny ånanda 

daßa prå∫isahasrå∫¥taß cutvåtra
75

 buddhak≈etre≈∑papatsyante • || na jåtu 

virahitå bhavi-

11 ≈yanti tathågatair arhadbhi˙ samyaksaµbuddhais tata˙ paßcåd 

vy∑haråjanåmakås tathågatå arhanta˙ samyaksaµbuddhå loke bhavi≈yaµti • 

athåyu≈maµc chåradvat¥putra åyu-

12 ≈måµß ca maudgalyåyana˙ [åy](u)≈[m]åµß
76

 [c]a subh[∑t]i[˙] [å]y[u]≈-

[m]åµß
77

 ca kåßyapa˙ ete cånye ca saµbahulå abhijñåtåbh[i]jñåtå bhik≈avo 

bodhisatvåß ca mahåsatvå bhik≈ubhik≈u∫yu-

PvsP(K) I

n ånanda˙ samutthåyåsanåd ekåµsam uttaråsa∆gaµ k˚två dak≈i∫añ 

jånuma∫∂alaµ p˚thivyåµ prati≈†håpya yena bhagavåµs tenåñjaliµ 

pra∫amya bhagavantam etad avocat: ko bhagavan hetu˙ ka˙ pratyaya˙ 

smitasya prådurbhåvåya, nåhetukaµ nåpratyayaµ buddhå bhagavanta˙ 

smitaµ prådu≈kurvanti?

74　ånandeha (’)måni: PvsP(K), ÍsP(Gh): ånandemåni.
75　cutvåtra: PvsP(K): cyutåni, ÍsP(Gh): cyutvå.
76　[åy](u)≈[m]åµß: PvsP(K), ÍsP(Gh): åyu≈måµß.
77　subh[∑t]i[˙] [å]y[u]≈[m]åµß: PvsP(K), ÍsP(Gh): subh∑tir åyu≈måµß.
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bhagavån åha: etåny ånanda tr¥∫i bhik≈u∫¥ßatåni eka≈a≈†itame 

kalpe mahåketunåmånas tathågatå arhanta˙ samyaksaµbuddhå 

loke utpatsyante, tårakopame kalpe itaß cyutåni santi ak≈obhyasya 

tathågatasyårhata˙ samyaksaµbuddhasya buddhak≈etre upapatsyate, ≈a≈†iß 

ca devaputrasahasrå∫i  yåni yåny anayå dharmadeßanayå paripåcitåni 

tåni tåni maitreyasya tathågatasyårhata˙ samyaksaµbuddhasyåntike 

parinirvåsyanti.

atha khalu bhagavato ’nubhåvena tasyåµ velåyåµ p∑rvasyåµ dißi 

buddhasahasraµ paßyanti sma, catasra˙ pari≈ado bhagavata˙ 

ßåkyamune˙ par≈anma˚∂alåd, evaµ dak≈i∫asyåµ dißi buddhasahasraµ 

paßyanti, paßcimåyåµ dißi buddhasahasraµ paßyanti, uttarasyåµ dißi 

buddhasahasraµ paßyanti, uttarap∑rvasyåµ dißi buddhasahasraµ paßyanti, 

p∑rvadak≈i∫asyåµ dißi buddhasahasraµ paßyanti, dak≈i∫apaßcimåyåµ 

dißi buddhasahasraµ paßyanti, paßcimottarasyåµ dißi buddhasahasraµ 

paßyanti, adha ∑rdhvam ekaikasyåµ dißi buddhasahasraµ paßyanti, 

mahato buddhak≈etragu∫avy∑håµ paßyanti, na ceha sahåyåµ lokadhåtau 

tån buddhak≈etragu∫avy∑hån paßyanti yån daßasu dik≈u te≈åµ buddhånåµ 

bhagavatåµ buddhak≈etragu∫avy∑hån paßyanti sma.

atha khalu bhagavata˙ ßåkyamune˙ par≈anma∫∂alåd daßabhi˙ 

prå∫isahasrai˙ pra∫idhånåni k˚tåni vayaµ tåni pu∫yåni kari≈yåmo yai˙ 

pu∫yair ete≈u buddhak≈etre≈∑papatsyåmaha iti.

atha khalu bhagavåµs te≈åµ kulaputrå∫åm åßayaµ viditvå tasyåµ 

velåyåµ smitam akarot.

ånanda åha: ko bhagavan hetu˙ ka˙ pratyaya˙ smitasya prådurbhåvåya?

bhagavån åha: paßyasi tvam ånandemåni daßaprå∫isahasrå∫i.

ånanda åha: paßyåmi bhagavan.

bhagavån åha: etåny ånanda daßaprå∫isahasrå∫i itaß cyutåni te≈u daßasu 

dik≈u buddhak≈etrasahasre≈∑papatsyante, na ca kadåcit tathågatavirahitåni 

bhavi≈yanti, tata˙ paßcåd vy∑haråjanåmånas tathågatå loke utpatsyante.
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atha khalv åyu≈mån ßåriputra åyu≈måµß ca mahåmaudgalyåyana 

åyu≈måµß ca subh∑tir åyu≈måµß ca mahåkåßyapa˙, ete cånye ca 

saµbahulå abhijñåtå abhijñåtå bhik≈avo bodhisattvåß ca bhik≈ubhik≈u∫y u-

ÍsP(Gh)

n  å n a n d a  u t t h å y å s a n å d  e k å µ s a m  u t t a r å s a ∆ g a µ  k ˚ t v å 

dak≈i∫ajånuma∫∂alaµ p˚thivyåµ prati≈†håpya yena bhagavåµs 

tenåñjaliµ pra∫amya bhagavantam etad avocat / ko bhagavan hetu˙ 

ka˙ pratyaya˙ smitasyåvi≈kara∫e / nåhetukaµ nåpratyayaµ tathågatå 

arhanta˙ samyaksambuddhå˙ smitam åvi≈kurvvanti / evam ukte 

bhagavån åyu≈mantam ånandam etad avocat / etåny ånanda tr¥∫i 

bhik≈ußatåni eka≈a≈†e kalpe mahåketunåmånas tathågatå arhanta˙ 

samyaksambuddhå˙ loke utpatsyante / tårakopame kalpe ta eta itaß 

cyutå˙ samånå ak≈obhyasya tathågatasyårhata˙ samyaksambuddhasya 

buddhak≈etre upapatsyante / ≈a≈†yå ca devaputra sahasrai˙ kåmåvacarair 

anuttaråyåµ samyaksambodhau cittåny utpåditåni / tåni ca maitreyaµ 

tathågatam arhantaµ samyaksambuddham årågayi≈yanti / tatraiva 

ca brahmacaryyaµ cari≈yanti / sa ca maitreyas tathågatas tån 

vyåkari≈yaty anuttaråyåµ samyaksambodhåv iti / atha buddhånubhåvena 

tasmin samaye tåß catasra˙ par≈ada iti ni≈annå eva p∑rvvasyåµ dißi 

buddhasahasraµ paßyanti sma / dak≈i∫asyåµ dißi buddhasahasraµ 

paßyanti sma / paßcimåyåµ dißi buddhasahasraµ paßyanti sma / 

uttarasyån dißi buddhasahasraµ paßyanti sma / uttarap∑rvvasyån dißi 

buddhasahasraµ paßyanti sma / p∑rvvadak≈i∫asyån dißi buddhasahasraµ 

paßyanti sma / dak≈i∫apaßcimåyån dißi buddhasahasraµ paßyanti 

sma / paßcimottarasyån dißi buddhasahasraµ paßyanti sma / adhaståd 

dißi buddhasahasraµ paßyanti sma / upari≈†åd dißi buddhasahasraµ 

paßyanti sma / na ca tån buddhak≈etragu∫avy∑hån {Ghosa1913, p. 310} 

iha sahåyåµ lokadhåtau paßyanti sma / yån buddhak≈etragu∫avy∑håµs 
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te≈åµ buddhånåµ bhagavatåµ te≈u lokadhåtu≈u paßyanti sma / atha tata˙ 

par≈ado daßaprå∫isahasrå∫i pra∫idhånam akår≈u˙ / vayaµ karmma tathå 

kari≈yåmo yena karmma∫å k˚tenåtra buddhak≈etre≈∑papatsyåma iti / atha 

bhagavåµs teßåµ kulaputrå∫åµ åßayaµ viditvå smitaµ prådurakår≈¥t /

athåyu≈mån ånanda utthåyåsanåd ekåµsam uttaråsa∆gaµ k˚två 

dak≈i∫ajånuma∫∂alaµ p˚thivyåµ prati≈†håpya yena bhagavåµs 

tenåñjaliµ pra∫amya bhagavantam etad avocat / ko bhagavan hetu˙ ka˙ 

pratyaya˙ smitasyåvi≈kara∫e / nåhetu nåpratyayaµ buddhå bhagavanta˙ 

smitam åvi≈kurvvanti / bhagavån åha / paßyasi tvam ånandemåni daßa 

prå∫isahasrå∫i / åha / paßyåmi bhagavan / bhagavån åha / etåny ånanda 

daßa prå∫isahasrå∫i itaß cyutvå tatra buddhak≈etre≈∑tpatsyante / na 

ca jåtu virahitå bhavi≈yanti tathågatair arhadbhi˙ samyaksambuddhais 

tata˙ paßcåd vy∑haråjanåmånas tathågatå arhanta˙ samyaksambuddhå 

loke bhavi≈yanti / athåyu≈mån* ßåradvat¥putra åyu≈måµß ca 

mahåmaudgalyåyana åyu≈måµß ca subh∑tir åyu≈måµß ca p∑r∫o 

maitråya∫¥putra åyu≈måµß ca mahåkåßyapa ete cånye ca saµbahulå 

abhijñåtåbhijñåtå bhik≈avo bodhisattvåß ca mahåsattvå bhik≈ubhik≈u∫yu-

Kj

阿難從座起、整衣服、合掌、右膝著地、白佛言「佛何因縁微笑」 

佛告阿難「是三百比丘、從是已後六十一劫當作佛、皆號名大相。是三百比丘捨

此身、當生阿閦佛國。及六萬欲天子皆發阿耨多羅三藐三菩提心、於彌勒佛法中

出家行佛道」

是時、佛之威神故、此間四部衆見十方面各千佛。是十方國土嚴淨、此娑婆國土

所不及。

爾時、十千人作願「我等修淨願行。修淨願行故、當生彼佛世界」 

爾時、佛知是善男子深心、而佛微笑、種種光從口中出。阿難整衣服、合掌、白

佛「佛何因縁微笑」

佛告阿難「汝見是十千人不」
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阿難言「見」

佛言「是十千人於此壽終、當生彼世界、終不離諸佛、後當作佛、皆號莊嚴王佛」

摩訶般若波羅蜜經　歎度品第五 

爾時慧命舍利弗・慧命大目揵連・慧命須菩提・慧命摩訶迦葉、如是等諸多知識

比丘、及諸菩薩摩訶薩・諸優




